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私
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
様
々
な
木
材
・
木
材

製
品
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
料
は
ど
こ
か
ら
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
日
本
の
木
材
自
給
率
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
林
野
庁
に
よ
る
と
２
０
１
７
年

は
36
・
１
㌫
で
あ
っ
た
。
日
本
は
世
界
有
数
の
森
林
大

国
で
、
実
に
国
土
の
３
分
の
２
は
森
林
に
覆
わ
れ
、
そ

の
森
林
の
約
40
㌫
は
人
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
森
林

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
１
９
６
４
年
の
木
材
輸
入
の

全
面
自
由
化
に
よ
り
市
場
が
輸
入
材
を
採
用
し
て
以

来
、
国
産
材
は
価
格
、
品
質
、
量
な
ど
様
々
な
面
に
お

い
て
依
然
苦
戦
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
木
材
消
費
量

の
６
割
以
上
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

一
方
で
世
界
の
森
林
資
源
の
話
題
に
お
い
て
、
熱
帯

林
は
急
速
な
減
少
・
劣
化
が
危
惧
さ
れ
資
源
の
枯
渇
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
熱
帯
林
減

少
は
気
候
変
動
問
題
と
も
関
連
し
て
お
り
、
熱
帯
林
減

少
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
は
Ｅ
Ｕ
の
排
出
量
を
上
回
る

と
の
報
告
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
は

な
ぜ
熱
帯
木
材
が
重
宝
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
熱
帯
木

材
に
は
現
状
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
考
え
て
み

た
い
。

世
界
市
場
に
お
け
る
熱
帯
木
材

は
じ
め
に
世
界
の
木
材
市
場
に
お
い
て
熱
帯
木
材
が

ど
の
よ
う
に
取
引
さ
れ
て
い
る
の
か
、
国
際
熱
帯
木
材

機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
）
の
資
料
を
参
考
に
概
観
し
て
み
る
。

同
資
料
で
は
熱
帯
木
材
を
丸
太
、
製
材
、
単
板
（
ベ
ニ

ア
）、
合
板
の
四
つ
の
製
品
に
分
類
し
、
製
品
ご
と
の

生
産
国
、
消
費
国
、
輸
入
国
、
輸
出
国
に
つ
い
て
整
理

し
て
い
る
。
各
項
目
の
上
位
５
カ
国
の
表
か
ら
分
か
る

幾
つ
か
の
特
徴
的
な
傾
向
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

ま
ず
丸
太
に
つ
い
て
だ
が
、
生
産
国
と
消
費
国
の
上

位
５
カ
国
が
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
生
産

し
た
丸
太
を
主
に
国
内
で
他
の
製
品
に
加
工
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
丸
太

生
産
量
の
多
く
は
早
生
樹
の
植
林
木
で
あ
り
、
同
国
で

操
業
す
る
世
界
規
模
の
製
紙
産
業
の
原
料
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
輸
入
国
に
お
い
て
中
国
は
際
立
っ
て
お
り
、

２
０
１
５
年
の
中
国
の
丸
太
輸
入
量
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
（
注
１
）
全
体
の
59
㌫
を
占
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
全
体
で
見
て
も
中
国
を
含
む
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
国
々
が
丸
太
輸
入
の
98
㌫
、丸
太
輸
出
の
59
㌫（
と

も
に
２
０
１
５
年
）
を
占
め
て
い
る
。
大
雑
把
に
言
え

ば
、
熱
帯
丸
太
の
約
６
割
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
生

産
さ
れ
、
熱
帯
丸
太
生
産
量
の
約
６
割
は
中
国
に
輸
入

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
余
談
な
が
ら
、
そ
の
熱
帯

丸
太
輸
入
量
は
中
国
の
丸
太
輸
入
量
総
量
の
20
㌫
を
占

め
る
程
度
で
あ
り
、
中
国
の
木
材
消
費
量
の
大
き
さ
や

世
界
の
木
材
加
工
工
場
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
製
材
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
こ
で
も
中
国
の
存
在

は
大
き
く
、
15
年
の
中
国
の
製
材
輸
入
量
は
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ

加
盟
国
全
体
の
47
㌫
を
占
め
て
い
る
。
他
方
、
全
体
的

に
丸
太
生
産
量
の
大
き
い
国
々
が
上
位
に
名
を
連
ね
て

い
る
こ
と
や
、
中
国
に
次
ぐ
世
界
の
木
材
加
工
工
場
と

も
い
え
る
ベ
ト
ナ
ム
の
存
在
も
目
立
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
輸
入
国
に
は
熱
帯
諸
国
の
み
な
ら
ず
米

国
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
木
材
消
費
国
も
名
を
連
ね
て

い
る
。

次
に
単
板
（
ベ
ニ
ア
）
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
中
国

の
存
在
は
大
き
く
、
15
年
の
中
国
の
単
板
輸
入
量
は
Ｉ

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｆｏ
Ｅ 

Ｊ
ａｐ
ａｎ　

三
柴
淳
一

熱
帯
木
材
の
〝
違
法
リ
ス
ク
〟に
十
分
な
配
慮
を

その１

ITTO 加盟国における熱帯木材各製品（丸太、製材、単板、合板）の取扱状況
丸　太 製　材 単　板 合　板

生産国

1 インドネシア ベトナム ベトナム 中国
2 インド インド 中国 マレーシア
3 ブラジル マレーシア インドネシア インドネシア
4 マレーシア インドネシア マレーシア インド
5 タイ タイ ブラジル エクアドル

消費国

1 インドネシア 中国 中国 中国
2 インド ベトナム インドネシア インド
3 ブラジル インド インド 日本
4 マレーシア インドネシア マレーシア マレーシア
5 タイ マレーシア ブラジル インドネシア

輸入国

1 中国 中国 中国 日本
2 インド タイ インド 米国
3 ベトナム ベトナム 台湾 韓国
4 インドネシア 米国 韓国 台湾
5 台湾 ベルギー フランス マレーシア

輸出国

1 PNG タイ ベトナム マレーシア
2 マレーシア マレーシア マレーシア インドネシア
3 カメルーン カメルーン ミャンマー 中国
4 コンゴ ベトナム ガボン ベトナム
5 ナイジェリア ガボン 中国 ブラジル

出所：ITTO(2016). Biennial review and assessment of the world 
timber situation 2015-2016.
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Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
全
体
の
47
㌫
を
占
め
る
。
興
味
深
い
の

は
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
と
の
関
係
で
、
15
年
の
中
国
の
単

板
輸
入
量
の
97
㌫
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
だ
っ
た
。

最
後
に
合
板
に
つ
い
て
だ
が
、
同
様
に
中
国
の
存
在

は
際
立
っ
て
お
り
、
生
産
国
で
第
１
位
。
中
国
は
針
葉

樹
と
広
葉
樹
を
含
む
世
界
の
合
板
生
産
量
の
75
㌫
を
、

熱
帯
合
板
の
34
㌫
を
占
め
て
い
る
（
15
年
）。
特
筆
す

べ
き
は
熱
帯
合
板
の
輸
入
国
に
お
い
て
日
本
が
際
立
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
15
年
の
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
の
熱
帯
合
板
輸
入
量
全
体
の
30
㌫
を
占
め
る
第
1

位
で
あ
る
。
日
本
の
合
板
輸
入
量
の
推
移
を
み
る
と
、

２
０
１
７
年
の
総
輸
入
量
に
お
け
る
各
国
の
割
合
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
41
㌫
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
30
㌫
、
中
国
が

22
㌫
で
あ
る
。

こ
こ
で
日
本
国
内
の
合
板
流
通
に
つ
い
て
も
触
れ
て

お
く
。
日
本
国
内
で
流
通
す
る
合
板
は
国
内
製
造
品
と

輸
入
品
と
に
分
類
で
き
、
17
年
は
そ
れ
ぞ
れ
３
９
１
万

立
方
㍍
と
２
９
０
万
立
方
㍍
で
あ
っ
た
（
注
２
）。
国

内
製
造
品
の
特
徴
は
原
料
が
主
に
針
葉
樹
で
、
厚
さ
が

12
㍉
㍍
よ
り
も
厚
く
24
㍉
や
28
㍉
な
ど
の
厚
さ
の
製
品

が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
住
宅
建
築
等
に
お
い
て
構

造
材
（
床
や
壁
の
下
地
材
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
輸
入
品
の
特
徴
は
原
料
が
主
に
広
葉
樹
で
、
厚

さ
が
12
㍉
、
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
薄
い
製
品
が
多
い
。

以
上
、
熱
帯
木
材
の
流
通
に
関
し
て
は
中
国
が
最
大

の
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
こ
で
は
最
終
消
費
者
の
手
元
に
届
く
最
終

製
品
、
い
わ
ゆ
る
家
具
、
楽
器
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
内

装
（
造
作
）
材
、
そ
し
て
紙
製
品
な
ど
に
つ
い
て
は
言

及
し
て
お
ら
ず
、
中
国
に
集
ま
っ
た
熱
帯
木
材
が
さ
ら

に
最
終
製
品
に
加
工
さ
れ
、
旺
盛
な
中
国
国
内
需
要
を

満
た
す
の
み
な
ら
ず
、
世
界
市
場
へ
再
輸
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。
一
方
で
熱
帯
合
板
に
関

し
て
は
、
日
本
が
最
大
規
模
の
市
場
で
あ
る
こ
と
も
ご

記
憶
い
た
だ
き
た
い
。

熱
帯
木
材
は
何
に
使
わ
れ
る
か

こ
こ
で
は
そ
う
し
た
熱
帯
木
材
が
ど
の
よ
う
な
用
途

で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。
ま
ず
天
然
木
が

重
宝
さ
れ
る
用
途
と
し
て
、
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽
器
（
マ

ホ
ガ
ニ
ー
、
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
）、
家
具
全
般
（
チ
ー
ク
、

ラ
ワ
ン
）、自
動
車
の
内
装
（
ブ
ビ
ン
ガ
）、ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
な
ど
の
外
溝
木
工
事
（
ウ
リ
ン
）、
内
装
・
造
作
・

イ
ン
テ
リ
ア
向
け
ボ
ー
ド
類
（
ラ
ワ
ン
合
板
、
ラ
ワ
ン

ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、
ラ
ワ
ン
繊
維
板
）
な
ど
が
あ
る
。

天
然
木
の
み
な
ら
ず
植
林
木
も
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し

て
、
コ
ピ
ー
用
紙
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
紙
製
品
や
、

最
近
見
ら
れ
る
木
製
の
食
器
や
麺
類
の
包
装
用
の
木
箱

な
ど
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
熱
帯
木
材
は
私
た
ち
の
生

活
に
お
い
て
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
前
述
し
た
日
本
が
世
界
最
大
規
模
の
市
場
で

あ
る
熱
帯
合
板
に
注
目
し
て
み
る
。
日
本
に
お
け
る
熱

帯
合
板
の
主
な
用
途
は
、家
具
、内
装
木
工
事
（
床
、壁
、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
下
地
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
工
事

の
三
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
家
具
の
場
合
、
タ
ン
ス
、

食
器
棚
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
の
背
板
や
引
き
出
し
の
底

板
、
ソ
フ
ァ
ー
の
皮
張
り
装
飾
の
下
の
構
造
材
と
し
て

座
面
や
座
板
に
厚
さ
の
薄
い
熱
帯
合
板
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
床
の
場
合
、
天
然
木
の
薄
い
板
（
ツ
キ
板
）
や

プ
リ
ン
ト
シ
ー
ト
を
張
り
合
わ
せ
る
台
板
（
張
り
合
わ

せ
た
も
の
は
複
合
床
板
）、
ま
た
床
の
施
工
時
に
表
面

を
複
合
加
工
し
た
複
合
床
板
を
敷
き
詰
め
る
際
の
下
地

材
に
熱
帯
合
板
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
型
枠
用
合
板
の
場
合
だ
が
、
そ
も
そ
も
型
枠
と

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
や
壁
な
ど
を
生
成
す
る
際
に
生

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
枠
の
こ
と
で
あ
る
。
戸

建
の
住
宅
建
設
で
あ
れ
ば
基
礎
工
事
に
、
高
層
ビ
ル
や

大
型
建
造
物
に
お
け
る
基
礎
工
事
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
柱
や
壁
の
建
設
に
、
多
様
な
サ
イ
ズ
に
加
工
可
能
な

木
製
の
型
枠
と
し
て
熱
帯
合
板
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
型
枠
工
事
業
協
会
の
調
べ
に
よ
る

と
、
15
年
度
に
使
用
さ
れ
た
型
枠
合
板
総
量
の
う
ち
93

㌫
は
熱
帯
合
板
だ
っ
た
。

以
降
、
こ
の
型
枠
用
熱
帯
合
板
に
つ
い
て
少
し
触
れ

て
み
た
い
。

日
本
と
熱
帯
木
材
と
の
関
係

実
は
日
本
の
熱
帯
木
材
利
用
の
歴
史
は
長
く
、
日
本

合
板
工
業
組
合
連
合
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
日
本
の
合
板

産
業
は
戦
前
に
興
り
、
戦
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ワ
ン

を
原
料
と
し
た
熱
帯
合
板
製
造
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
熱

帯
丸
太
輸
入
年
推
移
の
図
よ
り
当
時
、
熱
帯
丸
太
の
調

達
先
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
や
サ
ラ

ワ
ク
州
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
熱
帯
木
材
産
地
国
の
輸
出

規
制
政
策
な
ど
も
あ
り
熱
帯
丸
太
の
輸
入
量
は
減
少

し
、
替
わ
っ
て
熱
帯
合
板
の
輸
入
が
中
心
と
な
っ
て

い
っ
た
。

熱
帯
合
板
輸
入
量
が
最
盛
期
の
１
９
９
０
年
代
前
半

頃
、
熱
帯
林
減
少
問
題
が
新
聞
・
メ
デ
ィ
ア
等
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
熱
帯
林
減
少
を
危
惧
す
る
市
民
団
体
の
活

動
も
活
発
で
、
サ
ラ
ワ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
等
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の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
１
５
８
の
自
治
体
が

「
熱
帯
木
材
不
使
用
方
針
」
を
策
定
し
た
り
、
ゼ
ネ
コ

ン
各
社
も
熱
帯
合
板
使
用
削
減
に
取
り
組
む
な
ど
、
一

定
の
熱
帯
木
材
使
用
量
削
減
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ

の
一
例
と
し
て
某
大
手
総
合
建
設
会
社
の
型
枠
用
熱
帯

合
板
の
使
用
量
の
推
移
を
み
る
と
、
２
０
１
５
年
は
02

年
の
ピ
ー
ク
時
の
約
30
㌫
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
前
述
の
と
お
り
、
建
設
現
場
に
お
け

る
熱
帯
合
板
へ
の
依
存
度
は
依
然
と
し
て
非
常
に
高

く
、
代
替
材
へ
の
移
行
は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。
あ

る
合
板
業
界
関
係
者
に
よ
る
と
、
熱
帯
合
板
は
「
表
面

の
平
滑
性
、軽
さ
、堅
さ
の
す
べ
て
を
兼
ね
備
え
、さ
ら

に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ス
ー
パ
ー
製
品
」
と
の
こ
と
で
あ

る
。熱

帯
林
減
少
問
題
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア

な
ど
熱
帯
諸
国
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
が
、
日
本
に
お

け
る
型
枠
用
熱
帯
合
板
の
産
地
は
ほ
ぼ
マ
レ
ー
シ
ア
・

サ
ラ
ワ
ク
州
に
集
中
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ

ワ
ク
州
は
汚
職
・
腐
敗
の
蔓
延
に
よ
り
森
林
ガ
バ
ナ
ン

ス
も
脆
弱
で
、
さ
ら
に
森
林
と
と
も
に
暮
ら
す
先
住
民

族
な
ど
の
土
地
権
侵
害
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
国
際

社
会
で
は
違
法
伐
採
リ
ス
ク
の
極
め
て
高
い
地
域
と
の

厳
し
い
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
他
方
、
日
本
と
サ
ラ
ワ

ク
州
は
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
木
材
貿
易
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
も
あ
り
、
16
年
に
サ
ラ
ワ
ク
州
か
ら
輸
出
さ
れ

た
合
板
の
56
㌫
は
日
本
が
輸
入
し
て
い
る
。

で
は
こ
の
違
法
伐
採
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

国
際
社
会
や
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た

の
か
、
概
観
し
て
み
る
。

違
法
伐
採
や
合
法
木
材
輸
入
政
策

そ
も
そ
も
「
違
法
伐
採
」
と
は
国
際
的
に
合
意
さ
れ

た
定
義
は
な
い
が
、
伐
採
、
加
工
・
流
通
、
輸
出
と
い
っ

た
木
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お

い
て
関
連
す
る
法
規
等
に
違
反
す
る
行
為
の
総
称
で
あ

る
。一

見
、
違
法
伐
採
問
題
は
木
材
の
生
産
国
が
対
処
す

べ
き
問
題
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
が
深
刻
な
国

の
多
く
は
途
上
国
で
あ
り
、
法
規
等

は
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
脆
弱
、
も
し
く
は
法
規
等
そ

の
も
の
が
脆
弱
な
場
合
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
「
違
法
伐
採
木
材
の
市
場

が
な
く
な
ら
な
い
限
り
問
題
は
解
決

せ
ず
、
木
材
の
生
産
国
と
消
費
国
の

双
方
が
取
り
組
む
べ
き
」
と
の
認
識

が
１
９
９
７
年
以
降
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
の
場
で
繰
返
し
確
認
・
合
意
さ
れ
、

木
材
消
費
国
の
違
法
伐
採
対
策
が
本

格
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
違
法
伐
採
対
策
の
動
き
を
現
在
ま
で
牽
引
し
続

け
て
い
る
の
は
Ｅ
Ｕ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
２
０
０
３

年
５
月
に
策
定
さ
れ
た
森
林
法
の
施
行
、ガ
バ
ナ
ン
ス
、

貿
易
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
行
動
計
画
（
Ｅ
Ｕ

－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｔ

行
動
計
画
）
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
政
府
調
達
方
針
の
策

定
を
推
奨
し
、
Ｅ
Ｕ
と
各
木
材
生
産
国
と
の
間
で
自
主

的
な
二
国
間
協
定
（
Ｖ
Ｐ
Ａ
）
を
結
び
、
生
産
国
に
お

け
る
木
材
合
法
性
保
証
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
構
築
、
運

用
能
力
向
上
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
を
提
供
す
る
仕

組
み
だ
。
Ｅ
Ｕ
は
こ
の
仕
組
み
を
主
要
生
産
国
に
水
平

展
開
し
、
違
法
リ
ス
ク
が
低
く
合
法
性
の
信
頼
性
が
担

保
さ
れ
た
木
材
の
み
が
Ｅ
Ｕ
市
場
で
取
引
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
行
動
計
画
は
２
０
１
０

年
に
成
立
し
た
Ｅ
Ｕ
木
材
法
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
日
本
も
二
国
間
の
枠
組
み
で
03
年
６
月
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
と
の
違
法
伐
採
対
策
協
力
に
関

す
る
共
同
発
表
と
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

様
々
な
取
組
み
に
着
手
し
た
。
そ
の
後
05
年
７
月
Ｇ
８

グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
日
本
は

合板輸入量産地国別（マレーシア、インドネシア、中国）の年推移
（1990-2017）	 （出所）財務省 , 貿易統計
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「
日
本
政
府
の
気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
お
い

て
違
法
伐
採
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
、
翌
06

年
４
月
、
既
存
の
グ
リ
ー
ン
購
入
法
（
平
成
12
年
法
律

第
１
０
０
号
）
を
活
用
す
る
形
で
政
府
調
達
に
お
け
る

合
法
木
材
制
度
を
施
行
し
た
。

06
年
に
施
行
さ
れ
た
合
法
木
材
制
度
で
は
、
政
府
等

が
調
達
す
る
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
を
証
明
す
る

方
法
と
し
て
①
森
林
認
証
②
団
体
認
定
③
独
自
の
取
組

み
、
の
三
つ
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
中
小
の
事
業

者
が
多
く
を
占
め
る
木
材
業
界
に
お
い
て
は
証
明
に
か

か
る
コ
ス
ト
負
担
が
敬
遠
さ
れ
、多
く
の
事
業
者
は「
業

界
団
体
が
“
会
員
企
業
が
合
法
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材

を
適
切
に
供
給
で
き
る
こ
と
”
を
認
定
す
る
」
と
い
う

低
コ
ス
ト
な
②
の
団
体
認
定
を
採
用
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
国
内
を
流
通
す
る
“
合
法
”
木

材
に
は
、
森
林
減
少
の
大
き
な
一
因
で
あ
る
森
林
の
用

途
転
換
に
よ
る
非
持
続
可
能
な
木
材
、
先
住
民
族
や
地

域
住
民
等
の
権
利
侵
害
を
伴
う
木
材
、
規
定
を
超
え
た

環
境
・
社
会
影
響
や
生
物
多
様
性
の
損
失
を
伴
う
木
材

な
ど
、
そ
の
“
合
法
”
の
範
囲
に
な
い
法
規
等
に
反
す

る
“
違
法
リ
ス
ク
”
の
高
い
生
産
地
、
例
え
ば
マ
レ
ー

シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
、
ロ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
か

ら
輸
入
さ
れ
る
木
材
も
含
ま
れ
た
。

他
方
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
08
年
以
降
、
米
国
、

Ｅ
Ｕ
、
豪
州
と
い
っ
た
主
要
木
材
消
費
国
が
違
法
伐
採

木
材
の
取
引
を
規
制
す
る
法
制
度
を
導
入
す
る
中
、
同

様
の
法
制
度
を
持
た
な
い
国
は
先
進
７
カ
国
の
中
で
日

本
だ
け
と
な
り
、
日
本
が
“
違
法
伐
採
リ
ス
ク
の
高
い

木
材
”の
温
床
に
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
が
顕
在
化
し
た
。

そ
う
し
た
背
景
を
受
け
、
16
年
５
月
13
日
「
合
法
伐

採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
通
称
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
、平
成
28
年
法
律
第
48
号
）」

が
議
員
立
法
に
て
成
立
し
た
。
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
で

は
、
す
べ
て
の
事
業
者
に
対
し
て
合
法
伐
採
木
材
使
用

の
努
力
義
務
を
課
し
、
木
材
を
取
扱
う
事
業
者
に
対
し

て
事
業
者
登
録
を
推
奨
し
、
登
録
事
業
者
に
対
し
て
は

合
法
性
の
確
認
等
を
義
務
付
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
本
法
律
は
あ
く
ま
で
“
促
進
法
”
の
形
態
を
取
っ
て

お
り
、
目
立
っ
た
罰
則
が
な
く
強
制
力
に
欠
け
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
疑
問
視
す
る
声
も
多
く
、
今
後
の
法
運

用
面
で
大
き
な
課
題
を
残
し
て
い
る
。

日
本
国
内
に
お
け
る
熱
帯
合
板
の
行
方

そ
う
し
た
懸
念
や
政
府
の
取
組
み
を
よ
そ
に
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
大
会
関
連
の
新
築
施
設
の
建
設

現
場
で
は
、
従
来
ど
お
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
用
合
板

に
熱
帯
合
板
が
採
用
さ
れ
た
（
注
３
）。
同
大
会
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
「
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改
革
を
も
た
ら

す
大
会
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
態
と
し
て

違
法
リ
ス
ク
が
十
分
に
払
拭
で
き
な
い
熱
帯
合
板
を
採

用
し
、
間
接
的
な
が
ら
熱
帯
林
減
少
や
気
候
変
動
に
寄

与
し
、
後
世

に
負
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ

ガ
シ
ー
（
遺

産
）
を
残
す

結
果
と
な
っ

た
。熱

帯
林
減

少
問
題
は
地

球
規
模
で
見

て
も
深
刻
で

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ

ク
州
の
よ
う
な
30
余
年
に
も
渡
り
森
林
伐
採
を
巡
る
環

境
・
社
会
影
響
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
生
産
地

の
場
合
、
本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
環
境
・
社
会
影
響
の
大

き
さ
と
リ
ス
ク
を
鑑
み
て
、
そ
の
製
品
の
取
扱
い
を
止

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
使
用
し
た
い
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
そ
の
製
品
の
購
入
者
に
は
、

環
境
社
会
影
響
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
入
念
な

情
報
収
集
、
リ
ス
ク
の
特
定
、
軽
減
措
置
、
い
わ
ゆ
る

デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
実
施
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を

無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
に
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
う

し
た
一
連
の
措
置
に
関
す
る
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

※FoE Japan : Friends of the Earth Japan

の
略
称
。
地
球
規
模
で
の
環

境
問
題
に
取
り
組
む
草
の
根
環
境N

GO

の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
るFoE

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
メ
ン
バ
ー
団
体
と
し
て
、1980

年
か
ら
活
動
を
続
け

て
い
る

注
１　

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
は
生
産
国
35
カ
国
（
ア
フ
リ
カ
13
、
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
10
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
12
）、
消
費
国
38
カ
国
、
合
計
73
カ
国
で
あ
る
。

な
お
中
国
、
日
本
は
消
費
国

注
２　

財
務
省
、貿
易
統
計
．
農
林
水
産
省（
２
０
１
８
）、平
成
29
年
木
材
統
計
．

た
だ
し
国
内
製
造
品
は
普
通
合
板
と
特
殊
合
板
の
合
計

注
３　

Ｆｏ
Ｅ 

Ｊ
ａｐ
ａｎ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.foejapan.org/
forest/library/170421.htm

l

）
な
ど
参
照

引
用
文
献

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
（
２
０
１
６
）．Biennial review

 and assessm
ent of the w

orld 
tim

ber situation 2015-2016.

合
板
百
年
史
編
集
委
員
会
編
（
２
０
０
８
）．
合
板
百
年
史
：
合
板
誕
生
百
周

年
記
念
、
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
．

サ
ラ
ワ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会
、
自
治
体
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
通
信
～
市
民
が

地
域
で
行
動
し
熱
帯
林
を
守
る
～
、
第
１
～
24
号
．

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
２
０
１
３
）．
野
放
し
産
業
．

Saraw
ak T

im
ber Industry D

evelopm
ent Corporation (2017), Export 

statistics of tim
ber &

 tim
ber products Saraw

ak 2016.

三
柴
淳
一
（
２
０
１
７
）．
合
法
木
材
制
度
の
課
題
～
グ
リ
ー
ン
購
入
法
か
ら

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
へ
、
第
６
節
森
林
破
壊
、
第
２
項
、
グ
リ
ー
ン
連
合
編
、 

市
民
版
環
境
白
書
２
０
１
７
：
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
．

林
野
庁
（
２
０
０
６
）．
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
．１
．
趣
旨
．

選手村建設現場で使用される型枠用熱帯合板
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日
本
人
と
紙

２
０
１
６
年
の
デ
ー
タ
に
な
る
が
、
日
本
で
は
一
人

当
た
り
、
年
間
２
０
９
㌔
の
紙
・
板
紙
を
消
費
し
て
い

る
。
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
３
・
７
倍
で
あ
る
（
日
本

製
紙
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。
こ
こ
で
「
紙
」
と
呼

ん
で
い
る
も
の
に
は
、「
新
聞
巻
き
取
り
紙
」、
コ
ピ
ー

用
紙
、雑
誌
や
本
の
材
料
に
な
る
紙
、さ
ら
に
ポ
ス
タ
ー

の
材
料
に
な
る
塗
工
紙
な
ど
の
「
印
刷
・
情
報
用
紙
」、

そ
し
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
「
衛
生
用
紙
」
と
い
っ
た
具
合
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
含
ま
れ
る
。「
板
紙
」
は
、
段
ボ
ー
ル
に
な
る
紙
や
、

紙
器
（
紙
の
箱
な
ど
）
用
の
紙
な
ど
で
あ
る
。

私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
紙
の
原
料
は
ど
こ

か
ら
き
て
い
る
の
か
。
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
製
品
と
し
て
の
紙
の
輸
入
量
だ
け
で
は
な
く
、

原
料
で
あ
る
パ
ル
プ
や
パ
ル
プ
材
（
パ
ル
プ
の
原
料
と

な
る
原
木
や
チ
ッ
プ
）
の
国
別
の
輸
入
量
を
調
べ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
財
務
省
貿
易
統
計
に
お
い

て
、
そ
れ
ら
の
数
値
は
品
目
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

す
べ
て
の
紙
を
対
象
に
す
る
と
こ
の
よ
う
に
大
変
な

の
で
、
こ
こ
で
は
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
っ
て
い
る
コ

ピ
ー
用
紙
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
17
年
に
日
本
国
内

で
消
費
さ
れ
た
コ
ピ
ー
用
紙
の
量
は
約
１
３
０
万
㌧

（
こ
こ
で
は
、
出
荷
量
に
輸
入
量
を
足
し
た
も
の
か
ら

輸
出
量
を
差
し
引
い
た
も
の
を
消
費
量
と
み
な
し
て
い

る
）。
う
ち
、
国
内
生
産
分
は
80
・
７
万
㌧
（
消
費
量

の
62
㌫
）、
残
り
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
輸
入
が
約

28
・
３
万
㌧
（
全
消
費
量
の
22
㌫
）、
中
国
か
ら
の
輸

入
が
約
20
・
８
万
㌧
（
全
消
費
量
の
16
㌫
）
と
な
っ
て

い
た
（
経
済
産
業
省
生
産
動
態
統
計
お
よ
び
財
務
省
貿

易
統
計
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る

コ
ピ
ー
用
紙
の
４
～
５
枚
に
1
枚
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

巨
大
製
紙
企
業
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
自
主
行
動
計
画

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
急
速
に

紙
原
料
生
産
の
た
め
の
植
林
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
れ
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
の
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
東
部

を
拠
点
と
す
る
巨
大
製
紙
メ
ー
カ
ー
、
ア
ジ
ア
パ
ル
プ

ア
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
社
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
）
で
あ
る
。
巨
大
企

業
グ
ル
ー
プ
、
シ
ナ
ー
ル
マ
ス
グ
ル
ー
プ
（
Ｓ
Ｍ
Ｇ
）

の
主
力
部
門
を
な
す
こ
の
企
業
が
生
産
す
る
紙
製
品
は

世
界
約
１
２
０
カ
国
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に
も

工
場
が
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
紙
生
産
量
だ
け

で
も
年
間
９
０
０
万
㌧
に
上
る
（
鈴
木 

２
０
１
６
）。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
原
料
供
給
企
業
）

の
産
業
造
林
事
業
許
可
発
給
対
象
地
は
約
２
６
０
万

㌶
に
上
る
。
こ
れ
は
、
産
業
造
林
が
可
能
と
さ
れ
る

土
地
の
約
１
／
４
に
相
当
す
る
（
藤
原
・
ア
ワ
ン 

２
０
１
５
）。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
、
こ
れ
ま
で
、
天
然
林
伐
採
や
森
林
火

災
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
消
失
や
気
候
変
動
の
促
進

と
い
っ
た
環
境
を
め
ぐ
る
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き
た

こ
と
や
、
住
民
が
も
と
も
と
利
用
し
て
き
た
二
次
林
や

農
地
を
破
壊
す
る
と
い
っ
た
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
き
た
。
そ
の
た
め
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
人
権
団
体
は

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
を
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
国

際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
が
森

林
保
全
を
し
て
い
く
こ
と
を
公
約
し
な
が
ら
そ
れ
を
反ほ

故ご

に
し
て
き
た
こ
と
や
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
（
注

１
）
の
批
判
を
免
れ
な
い
行
い
を
続
け
て
き
た
こ
と
か

ら
、
２
０
１
０
年
ご
ろ
よ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
製
品
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
求
め
る
世
界
的
な
市
場
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
製

の
紙
を
使
っ
て
い
た
、
バ
ー
ビ
ー
人
形
を
販
売
す
る
世

界
的
玩
具
メ
ー
カ
ー
、
マ
テ
ル
（M

attel

）
な
ど
、
多

く
の
企
業
が
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
と
の
取
引
を
停
止
す
る
に
至
っ

た
（D

ieterich and A
uld 2015

）。

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
　
笹
岡
正
俊

求
め
ら
れ
る
紙
原
料
企
業
の
行
動
監
視

その２

暮らしの
中の熱帯
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こ
う
し
た
強
い
市
場
圧
力
を
受
け
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
13

年
２
月
、
天
然
林
伐
採
の
停
止
、
泥
炭
地
保
全
、
社

会
紛
争
の
回
避
と
解
決
に
向
け
た
責
任
あ
る
対
応
な

ど
四
つ
の
柱
か
ら
な
る
「
森
林
保
全
方
針
（Forest 

Conservation Policy

： 

Ｆ
Ｃ
Ｐ
）」
を
公
約
し
た 

。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
人
権
団
体
の
多
く
は
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
に
よ

る
こ
の
自
主
行
動
計
画
を
歓
迎
。
こ
れ
ま
で
積
極
的
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
も
、
当
面
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
停
止
す
る
こ

と
を
決
め
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
を
進
め
る
な
か
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
と
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
10
年
代

前
半
に
、「
熱
帯
地
域
に
お
け
る
紙
原
料
の
責
任
あ
る

生
産
・
消
費
」
を
目
指
す
、「
企
業
の
自
主
行
動
計
画
」

を
軸
と
し
た
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
注
2
）
の
枠
組
み
が

整
っ
て
き
た
と
い
え
る
（
笹
岡 

２
０
１
７
）。

複
雑
化
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

紙
原
料
の
責
任
あ
る
生
産
・
消
費
を
目
指
す
「
企
業

の
自
主
行
動
計
画
」
を
軸
と
し
た
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
は

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
な
か
で
、
独
立
し
た
第
三
者

に
よ
る
Ｆ
Ｃ
Ｐ
実
施
状
況
の
検
証
を
歓
迎
す
る
、
と
し

て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ｐ
履
行
状
況
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
企
業
の
「
責
任
あ
る
」
生
産
・
流
通
を
支
援
す
る

「
非
営
利
組
織
」、ザ
フ
ォ
レ
ス
ト
ト
ラ
ス
ト
（
Ｔ
Ｆ
Ｔ
） 

が
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
が
所
期

の
目
標
を
ど
の
程
度
達
成
で
き
た
の
か
の
評
価
を
レ
イ

ン
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
、
15
年
に
い
く
つ
か

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
（
な
お
、
そ
こ

で
は
、
天
然
林
伐
採
禁
止
な
ど
の
点
で
前
進
が
あ
っ
た

が
、
土
地
紛
争
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
前
進
が
な
か
っ

た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
）。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
履
行
状
況
に
関
す
る
苦

情
（
グ
リ
ー
バ
ン
ス
）
に
対
応
す
る
た
め
の
制
度

も
設
け
た
。
こ
れ
は
、
紛
争
当
事
者
で
あ
る
住
民

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
原
則
が
守
ら
れ
て

い
な
い
事
実
を
確
認
し
た
場
合
、
そ
れ
を
報
告
で

き
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
妥
当
性
を

第
三
者
を
交
え
た
検
証
チ
ー
ム
で
検
証
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
の
な
か
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
「
国

際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
認
証
の
原
則
と
基

準
の
順
守
」
を
謳
っ
て
お
り
、
認
証
制
度
は
責
任

あ
る
紙
原
料
の
生
産
・
消
費
の
た
め
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
支
え
る
重
要
な
制
度
で
あ
り
続
け
る
は
ず

だ
。
な
お
、
こ
う
し
た
民
間
の
認
証
制
度
の
ほ
か

に
、
政
府
組
織
に
よ
る
持
続
可
能
性
や
木
材
の
合
法
性

を
審
査
す
る
木
材
合
法
性
証
明
制
度
（
Ｓ
Ｖ
Ｌ
Ｋ
）
も

あ
る
。

こ
う
し
た
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
支
え
る
制
度
的
要
素
の

増
加
に
伴
い
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
か
か
わ
る
ア
ク
タ
ー
も

増
え
た
。
次
ペ
ー
ジ
の
図
は
、
原
料
生
産
か
ら
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
が
消
費
者
の
手
に
届
く
ま
で
の
一
連
の
繋つ

な

が

り
の
ア
ッ
プ
ス
ト
リ
ー
ム
側
（
原
料
生
産
・
加
工
）
と

ダ
ウ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
側
（
最
終
製
品
の
流
通
・
消
費
）

を
横
軸
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る

主
要
ア
ク
タ
ー
が
重
視
す
る
価
値
と
し
て
、「
環
境
・

地
域
生
活
の
持
続
可
能
性
」
を
志
向
し
て
い
る
か
、
そ

れ
と
も
「
企
業
経
営
の
持
続
可
能
性
」
を
志
向
し
て
い

る
か
と
い
う
点
を
縦
軸
に
と
っ
て
、
主
要
ア
ク
タ
ー
の

関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

熱
帯
地
域
に
お
け
る
紙
原
料
の
責
任
あ
る
生
産
・
消

費
を
目
指
す
「
企
業
の
自
主
行
動
計
画
」
を
軸
と
し
た

環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
制
度
的
整
備
が
進
む
な
か
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
支
え
る
、
あ
る
い
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
影
響
を

与
え
る
新
た
な
ア
ク
タ
ー
が
出
現
し
て
き
て
い
る
。
例

え
ば
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
広
報
・
Ｐ

Ｒ
支
援
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
Ｐ
Ｒ
企
業
で
あ
る

（
図
右
下
）。
ア
イ
ズ
オ
ン
ザ
フ
ォ
レ
ス
ト
の
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
自
社
の
環
境
対
策
を
広
く
社

会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
専
門
と
す
る
会
社

（Cohn &
 W

olfe

や
Ｅ
Ｒ
Ｍ
な
ど
）
を
利
用
し
て
自

社
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
広
報
を
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
（Eyes on the Forest 2011

）、
こ

う
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
広
報
支
援
企
業
も
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
影
響
力
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

APP 社の森林保全方針 (Forest Conservation Policy)（抄訳）
方針１ 保全価値の高い森林（HCVF）と炭素蓄積量の多い（HCS）森林

・HCVF 評価および HCS 評価を通じて特定された非森林地において
のみ事業を実施

・HCVF および HCS 地域の保護
・これら誓約に違反したサプライヤーからの買い入れ中止・契約撤回
・The Forest Trust（TFT）による誓約順守状況のモニタリング
・第三者による FCP 実施状況の検証を歓迎

方針２ 泥炭地管理
・インドネシア政府の低炭素開発目標と温室効果ガスの排出削減目

標を支持
・森林に覆われた泥炭地の保護を保証
・泥炭地の最善慣行管理（best practice management）の実施

方針３ 社会やコミュニティの関与（engagement）
・社会的紛争の回避・解決に向け、「情報を与えられた上での自由意

思に基づく事前の合意（FPIC）」、苦情への責任ある対応、責任ある
紛争解決、ステークホルダーとの建設的で開かれた対話などを実
施

・新規事業計画地における先住民・地域コミュニティの権利尊重
・ステークホルダーとの協議を通じて、FPIC 実施のための将来の方

策を発展させる
・FPIC と紛争解決のための実施要項（protcol）と手順（procedure）

が国際的最善慣行に一致するようステークホルダーと協議を行う
方針４ 第三者のサプライヤー（Third party suppliers）

・責任ある森林管理を支持する原料調達
出所：APP 社ホームページ
(https://asiapulppaper.com/sites/default/files/app_forest_conservation_policy_final_english.pdf)
注：この方針は、1）APP 社およびインドネシア国内のすべての APP 社のサ

プライヤー、2）中国を含め、APP 社のあらゆるパルプ工場で利用され
る原料、3）将来のあらゆる事業展開に適用される。



10

ま
た
、
類
似
の
役
割
を
持

つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
組

織
と
し
て
、
持
続
可
能
性
に

関
す
る
企
業
の
報
告
書
の
質

を
高
め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
信
用
を
高
め
る
こ
と
を
支

援
し
て
い
る
、「
持
続
可
能
性

報
告
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
の
よ
う
な
組

織
も
あ
る
（
図
左
下
）。
こ
の

団
体
は
、
社
会
的
責
任
（
Ｓ

Ｒ
）
に
関
す
る
企
業
の
報
告

書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広

報
を
毎
年
評
価
し
、
質
の
高

い
報
告
を
行
っ
て
い
る
企
業

に
、
持
続
可
能
性
報
告
賞
（
Ｓ

Ｒ
Ａ
）
を
贈
っ
て
い
る
。
な

お
、
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
18
年
、
Ａ

Ｐ
Ｐ
社
に
５
度
目
の
賞
を
授

与
し
て
い
る
（
そ
の
こ
と
を

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
自
社
が
運
営
す

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
大
き
く
宣
伝
し
た
）。

ま
た
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
達
成
度
を
評
価
す
る

国
際
的
に
有
名
な
第
三
者
評
価
組
織
も
存
在
す
る
（
図

右
下
）。
例
え
ば
、
企
業
の
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

（
持
続
可
能
性
）」
に
関
す
る
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い

る
フ
ラ
ン
ス
の
エ
コ
バ
デ
ィ
ス
（EcoV

adis

）
社
や

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
デ
ッ
ト
ノ
ル
ス
ケ
ベ
リ
タ
ス
（
Ｄ
Ｎ
Ｖ

－
Ｇ
Ｌ
）
社
な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
エ
コ
バ
デ
ィ

ス
社
は
、
16
年
と
17
年
、
同
社
が
実
施
す
る
持
続
可
能

性
評
価

―
同
社
が
指
名
し
た
企
業
に
、
環
境
、
社
会
、

倫
理
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
を

し
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
専
門
家
が
分
析
し
て
、
４

段
階
で
評
価
す
る
も
の
―
―
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
に
最
高
ラ
ン

ク
の
「
ゴ
ー
ル
ド
」
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
も
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
大

き
く
宣
伝
し
て
き
た
（
例
え
ば
『
日
経
Ｅ
Ｓ
Ｇ
』
18
年

８
月
号
）。
こ
う
し
た
、
企
業
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
民
間
組
織
も
、
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
行
方
を
左
右

す
る
新
た
な
ア
ク
タ
ー
だ
。

図
の
左
側
の
中
ほ
ど
に
ブ
ラ
ン
タ
ラ
財
団
が
あ
る
。

こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
10
の
地
域
を
対
象
に
、
保
護

地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
生
保
全
の
取
り
組
み
強
化

や
、
環
境
教
育
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
活
動
を

進
め
て
い
る
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
資
金
提
供
に
よ
り
で
き
た

「
非
営
利
組
織
」
で
あ
る
。
こ
の
組
織
の
活
動
成
果
を

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
積
極
的
に
報
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
社

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
う
し
た
、
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
動
き
も
、
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
何
ら
か
の
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
し
く
み
が
整
う
な
か
で
そ
れ
に
か
か

わ
る
ア
ク
タ
ー
が
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
観
と
利
害
に
基
づ
い
て
、
多
様
な
「
言
説
」（
あ

る
「
現
実
」
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
現
実
」
を
作

り
出
す
効
果
を
持
っ
た
言
語
表
現
）
を
放
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
わ
れ
わ
れ
消
費
者
市
民
が
認
識
す
る

紙
原
料
生
産
を
め
ぐ
る
「
現
実
」
は
、
強
い
情
報
発
信

力
を
持
つ
パ
ワ
フ
ル
な
ア
ク
タ
ー
の
言
説
に
よ
っ
て
形

作
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

土
地
紛
争
を
生
き
る
人
び
と

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
取
り
組
み
が
華
々
し
く
喧
伝
さ
れ
る
た

び
に
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
私
が
15
年
か
ら
通
っ
て
い
る

ス
マ
ト
ラ
島
ジ
ャ
ン
ビ
州
Ｌ
村
Ｂ
集
落
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
ウ
ィ
ラ
カ
ル
ヤ

サ
ク
テ
ィ
社
（
Ｗ
社
）
が
Ｌ
村
の
領
域
に
や
っ
て
き
た

の
は
06
年
。
道
路
を
造
る
と
い
う
名
目
だ
っ
た
。
Ｗ
社

は
道
路
建
設
後
、
住
民
が
農
業
を
行
っ
た
り
、
林
産
物

紙パルプ原料の「責任ある生産」を目指すガバナンスのアクター相関図（筆者作成）

注：図は網羅的なものではない。またそれぞれの象限内の各アクターの位置は、志向性の強弱を示すものではない。図中の太線の
矢印はサプライチェーン ( 原料の段階から製品やサービスが消費者の手に届くまでの全プロセスの繋がり ) を示す。細線の矢
印は特定のアクターへの働きかけや影響を、点線の矢印は不特定多数のアクターへの働きかけや影響を示す。
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採
取
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
土
地
を
紙
の
原
料
と
な
る

ア
カ
シ
ア
の
植
林
地
に
変
え
た
。
そ
れ
を
実
力
で
阻
止

す
る
た
め
、
住
民
た
ち
は
重
機
を
焼
き
討
ち
し
、
数
名

の
村
人
が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
も
起
き
た
。
そ
の
後
、
紆

余
曲
折
を
経
て
、
13
年
９
月
、
住
民
約
50
世
帯
が
集
落

か
ら
少
し
離
れ
た
ア
カ
シ
ア
収
穫
直
後
の
土
地
に
再
び

農
地
を
開
き
新
た
に
集
落
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
が
Ｂ
集

落
で
あ
る
。

彼
ら
が
求
め
て
い
る
の
は
、
Ｗ
社
の
事
業
地
内
の
約

１
５
０
０
㌶
の
土
地
を
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
（
植

林
事
業
許
可
発
給
対
象
地
）
か
ら
出
し
、
自
分
た
ち
に

戻
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
紛
争
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

は
あ
ま
り
前
に
進
ん
で
い
な
い
。
再
入
植
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
18
年
６
月
、
係
争
中
の
土
地

を
三
つ
の
地
区（
住
民
が
農
地
を
造
成
し
て
い
る
地
区
、

ア
カ
シ
ア
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
地
区
、
住
民
の
作
物
と

ア
カ
シ
ア
が
混
在
し
た
地
域
）
に
区
分
し
、
そ
れ
ら
の

分
布
を
示
す
地
図
を
、
住
民
と
Ｗ
社
双
方
の
検
証
チ
ー

ム
で
作
成
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
18
年
７
月
に
、

双
方
の
チ
ー
ム
で
現
場
検
証
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
Ｗ
社
が
延
期
を
求
め
た
た
め
、
現
在
（
18
年
９

月
時
点
）
も
検
証
作
業
は
始
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
な
か
、
住
民
た
ち
は
州
議
会
庁
舎
前
で
行
っ
た
デ

モ
で
、
土
地
の
早
期
返
還
を
改
め
て
求
め
た
。

今
や
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
は
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
あ
わ
せ
て
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
変
革
し
た
世
界
の
優
良
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
一
つ

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
陰
で
、
Ｂ
集
落

住
民
の
よ
う
に
10
年
以
上
も
土
地
紛
争
の
な
か
を
生

き
、
今
も
土
地
返
還
を
求
め
て
声
を
あ
げ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
後
求
め
ら
れ
る
こ
と

「
森
林
保
全
方
針
（
Ｆ
Ｃ
Ｐ
）」
の
宣
言
か
ら
約
5
年

後
の
18
年
５
月
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
に
協
力
し
て
き
た
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
は
、
そ
の
協
力
関
係
を
破
棄
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
が
自
分
た
ち
と
は
関

係
が
な
い
と
説
明
し
て
き
た
企
業
で
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
宣
言
後

も
天
然
林
伐
採
を
行
っ
た
り
、
森
林
火
災
を
引
き
起
こ

し
た
り
し
て
き
た
い
く
つ
か
の
企
業
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｇ
傘
下

企
業
の
職
員
や
、
Ｓ
Ｍ
Ｇ
設
立
者
一
族
に
よ
っ
て
所
有

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
だ
。こ
れ
を
受
け
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
、
18
年
６
月
、
事
態
が
改
善

さ
れ
る
ま
で
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
製
品
の
購
入
お
よ
び
同
社
へ

の
投
資
を
避
け
る
よ
う
呼
び
か
け
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

（
勧
告
）
を
出
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
社
の
取
り
組
み
を
称
揚
す
る
広
報
や
そ
れ
を

結
果
的
に
後
押
し
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
っ
て
大

量
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
か
、
こ
れ
ら
団
体
の

「
声
」
は
な
か
な
か
表
に
出
て
こ
な
い
。
環
境
ガ
バ
ナ

ン
ス
研
究
を
行
っ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
者
は
、
こ

う
し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
（
主
流
で
は
な
い
、
そ
れ

と
は
別
の
）
情
報
を
吟
味
し
、広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
力
の
あ
る
ア
ク
タ
ー

の
言
説
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
「
現
実
」
と
は
異
な

る
、
現
場
の
名
も
な
き
人
び
と
の
語
り
か
ら
浮
か
び
上

が
る
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
、

消
費
者
市
民
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

注
１　

企
業
の
環
境
に
対
す
る
活
動
や
、
あ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
環
境
に
与

え
る
好
影
響
に
関
し
て
、
消
費
者
に
誤
っ
た
認
識
を
持
つ
よ
う
に
導
く
行
為
。

注
２　
「
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
多
義
的
な
概
念
だ
が
、
こ
こ
で
は
、「
環
境
に

対
し
て
何
ら
か
の
利
害
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
（
地
域
住
民
、
私
企
業
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
政
府
組
織
な
ど
）
が
、
公
式
・
非
公
式
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

例
え
ば
、
環
境
利
用
の
持
続
可
能
性
の
向
上
、
あ
る
い
は
、
環
境
利
用
に
お
け

る
社
会
的
公
正
性
の
確
保
、
あ
る
い
は
、
環
境
・
資
源
を
め
ぐ
る
対
立
の
解
消

と
い
っ
た
目
標
に
む
け
て
協
働
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い

る
（
笹
岡
２
０
１
７
）。
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８
年
10
月
５
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）．

笹
岡
正
俊
（
２
０
１
７
）「
隠
れ
た
物
語
」
を
掘
り
起
こ
す
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
視
角
，
井
上
真
（
編
）『
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
入
門
』，
慶
応
大

学
出
版
会
，
pp. 
195

－

214
．

鈴
木
遥
（
２
０
１
６
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
紙
パ
ル
プ
企
業
に
よ
る
森
林

保
全
の
取
り
組
み
―
実
施
過
程
に
お
け
る
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
，
林
業
経
済

研
究 

62 

(1)
，
52

－

62
．

ジャンビ州議会庁舎前で、とられた土地の早期返還を W 社に求めて
示威行動をする S 農民組合のメンバー（2018 年９月、筆者撮影）
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バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
際
に
必
需
品
の
木
炭
。
私
た

ち
が
何
気
な
く
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
た
木
炭
の

段
ボ
ー
ル
箱
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
原
料
が
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
で
マ
レ
ー
シ
ア
産
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
と
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
林
野
庁
（
２
０
１
８
）
に

よ
る
と
、
木
炭
の
国
内
生
産
量
は
１
９
９
０
年
代
半
ば

以
降
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
輸
入
量
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
２
０
１
６
年
に
は
12
・
６
万
㌧
の
木
炭
が
中

国
お
よ
び
熱
帯
諸
国
（
マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
）
か
ら
輸
入
さ
れ
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
２
カ
国
で
輸
入
量
全
体

の
47
㌫
を
占
め
た
（
平
成
28
年
特
用
林
産
物
生
産
統
計

調
査
）。
本
稿
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
の
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
木
炭
を
通
し
て
見
え
て
く
る
熱
帯
林
と
人
び
と
の
暮

ら
し
を
紹
介
し
た
い
。

「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
」
の
形
成

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
無
数
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
世

界
最
大
の
島と

う

嶼し
ょ

国
家
で
あ
り
、「
サ
バ
ン
か
ら
メ
ラ
ウ

ケ
ま
で
」
と
も
称
さ
れ
る
国
土
に
ア
ジ
ア
最
大
の
熱

帯
林
を
有
す
る
。
世
界
の
陸
地
面
積
の
約
１
・
３
㌫
に

過
ぎ
な
い
国
土
に
約
32
万
５
０
０
０
種
も
の
野
生
動
植

物
種
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
メ
ガ
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
国
家
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
（
河
本
２
０
１
１
）。

ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
多
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
多
種
多
様
な
文
化
、
言

語
、
宗
教
が
混
在
し
て
お
り
、「
多
様
性
の
中
の
統
一

（Bhinneka T
unggal Ika

）」
が
国
是
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

木
炭
生
産
の
話
に
入
る
前
に
、
そ
の
原
料
で
あ
る

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
生
育
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
熱

帯
林
」
の
制
度
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て

お
き
た
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
約
70
㌫
の
国
土
（
約

１
億
３
０
０
０
万
㌶
）
は
、「
恒
久
的
な
林
地
と
し
て

そ
の
存
在
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
、
政
府
に
よ
っ
て
指

定
も
し
く
は
決
定
さ
れ
る
特
定
の
地
域
」（
１
９
９
９

年
法
律
第
41
号
「
林
業
法
」
第
１
条
）
と
し
て
法

的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
「
国
有
林
地
（K

aw
asan 

H
utan

）」
で
あ
る
。
国
有
林
地
は
、保
護
林
、保
全
林
、

生
産
林
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
面
積
の
約
60
㌫
は

生
産
林
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

国
有
林
地
は
そ
の
歴
史
的
形
成
か
ら
「
ポ
リ
テ
ィ

カ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
」（V

andergeest and Peluso 

2015

）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

１
８
７
０
年
の
土
地
法
に
よ
っ
て
「
個
人
お
よ
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
な

い
全
て
の
土
地
は
国
有
地
で
あ
る
」
と
す
る
国
有
地
宣

言
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
国
有
地
宣
言
に
よ
っ
て
、
農
園

企
業
に
よ
る
大
規
模
な
投
資
を
可
能
に
す
る
た
め
の
制

度
的
枠
組
み
が
作
ら
れ
る
一
方
で
、
山
間
部
で
焼
畑
耕

作
が
行
わ
れ
て
い
た
土
地
も
、
住
民
の
使
用
権
や
占
有

権
が
な
い
と
見
な
さ
れ
て
西
欧
人
に
対
す
る
長
期
事
業

用
益
権
が
付
与
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
今
日
ま
で
続
く

土
地
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た（
水
野
・
ク
ス
マ
ニ
ン
チ
ャ

ス
２
０
１
２
）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
国
有
林
地

の
形
成
は
、
１
９
６
７
年
法
律
第
５
号
「
林
業
法
」
と

１
９
８
０
年
代
初
頭
に
実
施
さ
れ
た
「
森
林
利
用
協
定

（
Ｔ
Ｇ
Ｈ
Ｋ
）」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ス
ハ
ル
ト
体
制
の

開
発
独
裁
下
に
お
け
る
政
府
機
関
や
企
業
に
よ
る
莫ば

く

大だ
い

な
利
潤
の
蓄
積
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
植
民
地
期
と

同
様
に
、
多
く
の
住
民
が
居
住
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
暴
力
に
よ
っ
て
外
島
（
ジ
ャ
ワ
島
・
マ
ド
ゥ
ラ

島
以
外
）
の
大
部
分
を
国
有
林
地
に
編
入
し
、
住
民
の

慣
習
権
を
無
効
に
し
た
た
め
、
多
く
の
土
地
紛
争
を
引

き
起
こ
し
た
。
ス
ハ
ル
ト
体
制
が
終し

ゅ
う
え
ん焉

を
迎
え
る
と
、

住
民
が
慣
習
的
な
土
地
権
に
対
し
て
積
極
的
に
声
を
上

げ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
土
地
保
有
改
革

が
活
発
化
し
て
い
る
。
近
年
で
は
「
国
家
中
期
開
発
計

画
（
２
０
１
５
～
２
０
１
９
）」
の
中
で
９
０
０
万
㌶

の
土
地
保
有
改
革
と
１
２
７
０
万
㌶
の
社
会
林
業
が
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
准
教
授
　
藤
原
敬
大

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
生
産
者
の「
顔
」

その３

暮らしの
中の熱帯
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リ
ア
ウ
諸
島
州
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
製
炭
業

リ
ア
ウ
諸
島
州
は
多
数
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
、
州

面
積
の
96
㌫
は
海
域
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
国
境
を
接
し
て

い
る
。

出
典
に
よ
っ
て
数
値
が
異
な
る
の
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
正
確
な
面
積
を
把
握
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
最
大
の
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
保
有
国
で
あ
る
。
現
在
バ
タ
ム
島
に
お
い
て
住

民
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
利
用
の
中
で
最
も
規
模
の
大
き
い

も
の
は
製
炭
業
で
あ
り
（
原
田
・
小
林
２
０
１
２
）、

長
ら
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
輸
出
を

目
的
と
し
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
生
産
が
行
わ
れ
て

き
た
（
渕
上
２
０
１
６
）。
筆
者
が
リ
ア
ウ
諸
島
州
で

実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
２
０
１
６
年
１
月
お

よ
び
２
０
１
７
年
３
月
）
に
お
い
て
も
「
１
９
３
０
年

代
に
は
リ
ア
ウ
諸
島
州
で
炭
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
」

と
の
話
が

住
民
か
ら

聞
か
れ
、

１
９
３
３

年
７
月
17

日
に
地
方

政
府
が
発

行
し
た
オ

ラ
ン
ダ
語

と
中
国
語

で
書
か
れ

た
炭
窯
の

更
新
許
可

証
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
住
民
の
中
に
は
「
オ

ラ
ン
ダ
に
よ
る
植
民
地
化
が
始
ま
っ
た
１
６
０
０
年
代

に
は
す
で
に
炭
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
」
と
の
話
を
す
る
者
も
お
り
、
リ
ア
ウ
諸
島
州
で

炭
焼
き
が
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

１
０
０
年
以
上
に
及
ぶ
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
た
。

炭
焼
き
の
現
場
を
訪
ね
て

炭
焼
き
の
現
場
を
見
る
た
め
、
カ
リ
ム
ン
県
の
県
庁

所
在
地
で
あ
る
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
バ
ラ
イ
・
カ
リ
ム
ン
で

小
型
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
同
県
ブ
ル
郡
Ｔ
Ｂ
Ｋ
村
へ

向
か
っ
た
。
我
々
の
訪
問
に
応
対
し
て
く
れ
た
Ｌ
氏
に

よ
る
と
、
Ｔ
Ｂ
Ｋ
村
は
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
有

し
、
住
民
は
主
に
炭
焼
き
、
漁
労
、
ヤ
ギ
の
肥
育
で
生

計
を
立
て
て
い
た
。
炭
焼
き
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
１
回
の
炭
焼
き
に
２
～
３
カ
月
か
か
り
、
90
㌧
の

原
料
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
）
か
ら
12
㌧
の
木
炭
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
木
炭
は
品
質
に

よ
っ
て
選
別
し
、
低
品
質
な
も
の
は
ロ
ー
カ
ル
用
と
し

て
４
万
ル
ピ
ア
（
３
５
０
円
程

度
［
２
０
１
６
年
１
月
時
点
］）

／
20
㌔
㌘
で
販
売
さ
れ
、
高
品

質
な
も
の
は
輸
出
用
と
し
て
バ

タ
ム
島
へ
送
ら
れ
る
。
し
か
し
、

バ
タ
ム
島
で
の
木
炭
の
輸
出
価

格
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。

炭
窯
は
伝
統
的
に
男
子
へ
相
続

さ
れ
、
現
在
の
炭
窯
は
レ
ン
ガ

で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
増
え

て
い
る
が
、
古
い
炭
窯
は
粘
土

で
作
ら
れ
て
お
り
、
レ
ン
ガ
製
の
も
の
よ
り
も
耐
久
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

炭
窯
を
見
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
原
料
で
あ
る
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
炭
窯
へ
搬
入
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
原
料
の
搬
入
は
手
作
業
で
行
わ

れ
て
お
り
、
大
変
な
重
労
働
で
あ
る
と
感
じ
た
。
ま
た

村
内
を
散
策
し
て
い
る
と
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
葉
を
ヤ

ギ
へ
与
え
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
Ｌ
氏
に
よ
る
と
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
葉
を
ヤ
ギ
に
与
え
る
の
は
伝
統
的
な

も
の
で
は
な
い
が
、
す
で
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
ヤ
ギ
に
岩
塩
を
与

え
る
と
良
い
の
で
、
塩
分
が
含
ま
れ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
葉
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
）。

続
い
て
同
県
北
カ
ン
ド
ゥ
ー
ル
郡
の
Ｔ
Ｒ
村
を
訪
問

し
た
。
応
対
し
て
く
れ
た
Ｎ
氏
に
よ
る
と
、
炭
窯
は
華

人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
お
り
、
生
産
さ
れ
た
木
炭
は

三
つ
の
等
級
（
輸
出
用
二
つ
、
ロ
ー
カ
ル
用
一
つ
）
に

選
別
さ
れ
、
１
袋
当
た
り
20
㌔
㌘
で
袋
詰
め
し
た
後
、

輸
出
用
の
も
の
は
バ
タ
ム
島
へ
送
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｎ

氏
も
木
炭
の
輸
出
価
格
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。

カリムン県ブル郡 TBK 村

炭窯

リアウ諸島州カリムン県のマングローブ
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炭
焼
き
の
原
料
と
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
根
、
枝
、
幹

が
使
わ
れ
、
葉
は
Ｔ
Ｂ
Ｋ
村
と
同
様
に
飼
料
と
し
て
ヤ

ギ
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
木
炭
の
生
産
に
は
３
カ
月
程

度
（
火
入
れ
・
燃
焼
に
１
カ
月
、
冷
却
に
１
カ
月
、
袋

詰
め
に
１
カ
月
）
か
か
り
、
炭
焼
き
1
回
当
た
り
で

３
０
０
万
～
４
０
０
万
ル
ピ
ア
（
2
万
６
０
０
０
～

3
万
５
０
０
０
円
程
度
［
２
０
１
６
年
１
月
時
点
］）

の
収
入
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

タ
ン
ジ
ュ
ン
・
バ
ラ
イ
・
カ
リ
ム
ン
に
戻
り
、Ｋ
氏（
カ

リ
ム
ン
県
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
長
）
に
木
炭
の
輸
出
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
輸
出
価
格
は
４
５
０
万
ル
ピ

ア
（
約
４
万
円
［
２
０
１
６
年
1
月
時
点
］）
／
㌧

で
、
バ
タ
ム
島
の
企
業
へ
売
ら
れ
た
木
炭
は
日
本

や
台
湾
へ
輸
出
さ
れ
る
と
の
回
答
を
得
た
。
し
か

し
、
輸
出
先
（
例
え
ば
日
本
）
で
の
木
炭
の
販
売

価
格
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
氏
か
ら
は
、
炭
焼
き
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の

伐
採
、炭
窯
へ
の
原
料
の
搬
入
、炭
窯
の
火
の
管
理
、

炭
窯
か
ら
の
木
炭
の
搬
出
等
）
に
従
事
す
る
労
働

者
の
多
く
は
契
約
労
働
者
で
あ
り
、
近
隣
の
村
か

ら
働
き
に
来
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
30
年
近
く
に

わ
た
っ
て
住
み
込
み
で
働
い
て
い
る
人
も
い
る
と
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
伐
採
禁
止
令
と
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
の
設
立

リ
ア
ウ
諸
島
州
で
は
長
き
に
わ
た
っ
て
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
を
原
料
と
す
る
製
炭
業
が
住
民
た
ち
に
よ
っ

て
営
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
減
少
が
深
刻
で
あ
り
、
１
９
９
０
年

に
約
３
０
６
万
㌶
あ
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
２
０
１
５

年
ま
で
に
約
２
２
４
万
㌶
へ
と
減
少
し
た
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
２
０
１
５
）。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
保
護
す
る
た
め
、

１
９
９
５
年
大
統
領
令
第
37
号
に
よ
っ
て
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
天
然
林
の
伐
採
が
禁
止
さ
れ
、
２
０
０
７
年
バ
タ
ム

規
制
第
６
号
に
よ
っ
て
伐
採
許
可
証
の
効
力
が
正
式
に

停
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
在
バ
タ
ム
島
で
見
ら
れ
る

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
材
を
用
い
た
製
炭
業
は
、
法
律
上
は

全
て
違
法
で
あ
る
（
原
田
２
０
１
１
、
原
田
・
小
林

２
０
１
２
、
渕
上
２
０
１
６
）。
そ
の
一
方
で
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
木
炭
は
国
外
輸
出
品
と
し
て
州
や
国
に
と
っ
て

も
大
き
な
収
入
源
で
あ
り
、
ま
た
製
炭
業
に
代
わ
る
仕

事
を
行
政
が
提
示
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
厳
重
な

取
り
締
ま
り
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
住
民
が
伝
統
的
な

手
法
を
維
持
し
以
前
と
同
程
度
に
人
為
イ
ン
パ
ク
ト
を

抑
え
る
の
で
あ
れ
ば
行
政
は
黙
認
す
る
と
い
う
法
と
実

態
の
乖か

い

離り

の
中
で
、
住
民
た
ち
に
よ
る
「
自
主
規
制
」

と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
製
炭
業
は
続
け
ら
れ
て
い

る
（
原
田
２
０
１
１
、
原
田
・
小
林
２
０
１
２
、
渕
上

２
０
１
６
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合

を
設
立
す
る
こ
と
で
合
法
的
に
製
炭
業
を
営
も
う
と

す
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ
る
。
Ｈ
Ｔ
Ｒ
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
生
産
林
の
木
材
生
産

機
能
を
高
め
る
た
め
に
、
個
人
ま
た
は
協
同
組
合
に
対

し
て
生
産
林
に
お
け
る
60
年
間
（
35
年
間
の
延
長
が

可
能
）
の
事
業
許
可
を
交
付
す
る
社
会
林
業
政
策
の

一
つ
で
あ
る
。
リ
ア
ウ
諸
島
州
で
は
２
０
１
０
年
に

K
operasi W

ana Jaya K
arim

un

（
カ
リ
ム
ン
県
）

とK
operasi M

angrove Lestari Indah Lingga
（
リ
ン
ガ
県
）
の
二
つ
の
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
９
３
３
５
㌶
お
よ
び
1
万
２
１
９
５
㌶
の

生
産
林
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
）
を
管
理
し
て
い
る
。
Ｋ
氏

に
よ
る
と
、
２
０
０
６
年
以
前
は
個
人
で
マ
ン
グ
ロ
ー

炭窯への搬入作業

出来上がった木炭の袋詰め作業

ヤギの飼料として与えられているマングローブの葉

木炭の原料となるマングローブ
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ブ
の
伐
採
許
可
を
申
請
し
て
い
た
が
、
２
０
０
７
年
の

規
則
改
正
に
よ
っ
て
申
請
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

現
在
は
Ｈ
Ｔ
Ｒ
協
同
組
合
と
し
て
許
可
を
取
得
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
組
合
は
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

を
１
本
伐
採
し
た
ら
４
本
植
え
る
」
と
い
う
規
則
を
定

め
て
お
り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
活
動
で
林
業
省
か

ら
表
彰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
、マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
人
工
林
を
持
続
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
天
然
林
を
保
護
し
な
が
ら
製
炭
業
を
営
む
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
顔
」
を
思
い
浮
か
べ
る

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
大
手
９
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
見
て
み
る
と
、
４
社
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

産
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
取
り
扱
い
が
あ
り
、
そ

の
平
均
価
格
は
１
㌔
㌘
当
た
り
１
２
９
円
で
あ
っ
た

（
２
０
１
８
年
10
月
９
日
時
点
）。
為
替
レ
ー
ト
や
物
価

の
変
動
も
あ
る
の
で
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
参
考

と
し
て
バ
タ
ム
島
に
お
け
る
輸
出
価
格
４
万
円
／
㌧

（
２
０
１
６
年
１
月
時
点
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
バ

タ
ム
島
で
輸
出
さ
れ
た
木
炭
が
日
本
の
消
費
者
の
手
に

渡
る
ま
で
の
間
に
価
格
は
３
倍
以
上
（
１
㌔
㌘
当
た
り

40
円
が
１
２
９
円
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の
生
産
お
よ
び
輸
出
に
は
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
伐
採
し
製
炭
す
る
「
村
集
落
住
民
」、
木

炭
を
運
搬
す
る
「
運
搬
業
者
」、
運
搬
さ
れ
た
木
炭
を

分
類
し
て
輸
出
業
者
に
販
売
す
る
「
仲
買
企
業
」、
そ

し
て
実
際
に
輸
出
す
る
「
貿
易
企
業
」
の
四
つ
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
渕
上

２
０
１
６
）。
筆
者
が
実
施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ

る
と
、
製
炭
業
に
従
事
す
る
住
民
の
多
く
は
契
約
労
働

者
で
あ
り
、
住
民
は
輸
出
価
格
に
つ
い
て
知
ら
ず
、
ま

た
Ｈ
Ｔ
Ｒ
組
合
長
も
日
本
で
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
は

知
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
も
見
た

よ
う
に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
炭
焼
き
の
多
く
は
手
作
業
で

行
わ
れ
て
お
り
、大
変
な
重
労
働
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

私
た
ち
が
購
入
し
た
木
炭
の
代
金
が
適
正
に
住
民
へ
還

元
さ
れ
る
仕
組
み
作
り
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
炭
焼
き

を
営
む
人
び
と
の
暮
ら
し
を
持
続
的
に
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
仕
組
み
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

で
あ
ろ
う
（
原
田
２
０
１
８
）。

ま
た
住
民
た
ち
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
め
ぐ
る
制
度
の

変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
は
法
と
実
態
が
乖
離

す
る
中
で
製
炭
業
を
営
ん
で
い
る
。
木
炭
は
東
南
ア
ジ

ア
に
お
い
て
生
活
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、

現
在
は
ア
ジ
ア
先
進
国
に
お
け
る
需
要
に
応
じ
る
形
で

薪
炭
材
用
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
お
り
、
バ
タ
ム
島
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
渕
上
２
０
１
６
）。
し
か
し

２
０
０
７
年
に
施
行
さ
れ
た
規
制
に
よ
っ
て
伐
採
許
可

証
の
効
力
が
停
止
さ
れ
た
た
め
、
現
在
バ
タ
ム
島
で
見

ら
れ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
原
料
と
す
る
製
炭
業
は
、
法

律
上
全
て
違
法
で
あ
る
。
日
本
で
は
２
０
１
７
年
５
月

に
「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）」
が
施
行
さ
れ
て

お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
木
炭
の

輸
入
や
製
炭
業
を
営
む
住
民
の
生
計
に
も
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
Ｈ
Ｔ

Ｒ
協
同
組
合
は
違
法
状
態
と
な
っ
て
い
る
住
民
の
伝
統

的
な
製
炭
業
を
合
法
化
し
、
生
計
を
支
援
す
る
有
効
な

政
策
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
「
生
産
」
と
「
消
費
」
の
現
場
は
遠
く
離
れ
て

お
り
、
現
場
を
知
ろ
う
と
す
る
「
意
識
」
が
な
け
れ
ば

生
産
者
の
「
顔
」
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

私
た
ち
が
何
気
な
く
消
費
し
て
い
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

木
炭
を
通
じ
て
熱
帯
林
や
人
び
と
の
暮
ら
し
を
見
て
み

る
と
、
制
度
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
法
と
実
態
が

乖
離
す
る
中
で
、
住
民
た
ち
が
重
労
働
を
伴
い
な
が
ら

手
作
業
に
よ
っ
て
生
産
し
て
い
る
姿
が
あ
っ
た
。
毎
日

の
生
活
の
中
で
私
た
ち
が
何
気
な
く
消
費
し
て
い
る
製

品
は
ど
の
よ
う
な
現
場
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の

意
識
を
持
ち
始
め
る
こ
と
が
熱
帯
地
域
の
み
な
ら
ず
、

持
続
的
な
資
源
管
理
や
人
び
と
の
暮
ら
し
を
考
え
る
た

め
の
第
一
歩
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
謝
辞
）
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP15H

05122

（「
国
際
的

な
気
候
変
動
・
森
林
保
全
政
策
下
で
住
民
の
生
計
向
上

を
促
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
林
業
の
創
出
」
研
究
代
表

者
：
原
田
一
宏
［
名
古
屋
大
学
］）
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
モ
ノ
と
し
て

「
石
炭
」
を
取
り
上
げ
、
石
炭
採
掘
地
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
熱
帯
林
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
石
炭
消

費
地
・
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。「
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
の
ど
こ
に
石
炭
が
あ
る

の
？
」
と
多
く
の
読
者
が
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
石
炭
は
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
を
下
支
え
し
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
実
態
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

２
０
１
６
年
度
、
日
本
の
石
炭
消
費
量
は
２
億
㌧
を

超
え
た
。
石
炭
を
消
費
す
る
主
な
業
種
は
電
気
業
（
消

費
量
１
億
１
１
１
９
万
㌧
）
と

鉄
鋼
業
（
消
費
量
６
５
１
５
万

㌧
）
で
、
両
業
種
を
合
わ
せ
る

と
全
石
炭
消
費
量
の
85
・
２
㌫

に
達
す
る
（
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

２
０
１
８

ａ
）。
電
気
業
で
は
発
電
用
と

し
て
石
炭
を
燃
焼
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
度
末
の
発
電
電
力

の
電
源
構
成
を
見
る
と
、
石
炭

火
力
が
全
体
の
32
・
３
㌫
を
占

め
て
い
る
。
天
然
ガ
ス
に
次
ぐ

２
番
目
に
重
要
な
電
力
源
な
の

で
あ
る
。
ま
た
、
鉄
鋼
業
で
は
、

鉄
鉱
石
か
ら
鉄
分
を
取
り
出
す
た
め
に
コ
ー
ク
ス
が
使

用
さ
れ
る
の
だ
が
、
コ
ー
ク
ス
は
石
炭
を
原
料
と
し
て

い
る
。
コ
ー
ク
ス
な
く
し
て
、
鉄
を
作
り
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
電
力
と
鉄
。
こ
の
電

力
と
鉄
の
生
産
に
お
い
て
石
炭
が
欠
か
せ
な
い
。
石
炭

は
私
た
ち
の
生
活
を
下
支
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

石
炭
業
界
に
お
け
る
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

世
界
の
石
炭
の
生
産
量
、
消
費
量
、
貿
易
の
実
態
を

確
認
し
な
が
ら
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
特
徴
を
確

認
し
て
み
よ
う
。
２
０
１
６
年
の
主
要
国
の
石
炭
生
産

量
・
消
費
量
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
石
炭
を
大
量
に
消
費
し
て

い
る
国
は
、
大
量
に
生
産
も
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本

は
石
炭
消
費
量
が
世
界
第
６
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
内
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
99
㌫
を
海
外

の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
炭
生

産
量
は
世
界
第
５
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
量
の

約
80
㌫
を
国
外
に
輸
出
し
て
い
る
た
め
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｍ

２
０
１
５
：
61
）、
国
内
消
費
量
は
少
な
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

次
に
世
界
の
石
炭
貿
易
の
状
況
を
確
認
し
よ
う
。

２
０
１
６
年
の
主
要
国
の
石
炭
輸
出
量
と
輸
入
量
を
み

東
洋
大
学
社
会
学
部
助
教
　
寺
内
大
左

石
炭
が
蝕
む
熱
帯
林
と
大
気
と
人
々
の
生
活

その４

暮らしの
中の熱帯

2016 年の主要国の石炭生産量・消費量（百万 t）

主要生産国 生産量 主要消費国 消費量

中国 3,268 中国 3,643 

インド 712 インド 902 

アメリカ 661 アメリカ 658 

オーストラリア 500 ドイツ 232 

インドネシア 464 ロシア 217 

ロシア 366 日本 187 

南アフリカ 255 南アフリカ 186 

ドイツ 176 ポーランド 135 

ポーランド 131 韓国 135 

カザフスタン 103 オーストラリア 117 

その他 688 その他 1,095 

世界合計 7,324 世界合計 7,506 
注）一般炭、原料炭、褐炭を合わせた値

（出典：IEA (2018: x, VI.15-VI.21）に基づき筆者作成）

2016 年の主要国の石炭輸出量・輸入量（百万 t）

主要輸出国 輸出量 主要輸入国 輸入量

オーストラリア 389 中国 256 

インドネシア 373 インド 194 

ロシア 171 日本 186 

コロンビア 83 韓国 135 

南アフリカ 70 台湾 66 

アメリカ 55 ドイツ 58 

オランダ 35 オランダ 50 

カナダ 30 トルコ 36 

カザフスタン 26 マレーシア 27 

モンゴル 24 ロシア 24 

その他 71 その他 288 

合計 1,327 合計 1,318 
注）一般炭、原料炭、褐炭を合わせた値

（出典：IEA (2018: xiii-xiv）に基づき筆者作成）

2016 年の発電電力の電源構成

石炭 天然ガス 石油等 原子力 水力 新エネル
ギー等注１ 合計

32.3% 42.1% 9.3% 1.7% 7.6% 6.9% 100.0%

注 1）太陽光発電、風力発電、地熱発電、バイオマス燃料発電を含む
（出典：経済産業省資源エネルギー庁（2018b）の「第 214-1-6 発受電電力量の推移」

に基づき筆者作成）
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る
と
、
石
炭
輸
出
量
第
１
位
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、

僅き
ん

差さ

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
続
い
て
い
る
。
２
０
０
５
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
石
炭
輸
出
量
第
１
位
は
、
常
に

こ
の
２
国
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
（
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー 

２
０
１
６
：
25
）。
こ
の
２
国
が
世
界
へ
の
石

炭
供
給
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
世
界

の
石
炭
輸
入
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
経
済
成
長
に
伴

い
自
国
の
石
炭
生
産
で
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
中
国
と
イ
ン
ド
が
１
位
と
２
位
の
座
を
占
め

て
い
る
。
そ
し
て
、第
３
位
に
日
本
が
位
置
し
て
い
る
。

し
か
し
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
実
は
日
本
は
１
９
８
０

年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
世
界
で
最
も
石
炭
を
輸
入
す

る
国
で
あ
っ
た
。
世
界
第
１
位
だ
っ
た
２
０
１
０
年
の

石
炭
輸
入
量
は
１
億
８
６
６
８
万
㌧
。
２
０
１
６
年
の

輸
入
量
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
石
炭
の
大
量
輸
入

は
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
石
炭
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
６
：
25
）。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
石
炭
輸
出
大
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
石
炭
輸
入
大

国
・
日
本
と
い
う
特
徴
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
日
本
は
ど
の
国
か
ら
石
炭
を
輸
入
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
２
０
１
５
年
の
デ
ー
タ
を
確
認
す

る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
１
億
２
２
４
７
万
㌧

（
全
体
の
約
66
㌫
）、
次

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

３
２
７
８
万
㌧
（
約
18

㌫
）
を
輸
入
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
２
国

か
ら
の
輸
入
量
・
輸
入
比

率
は
２
０
０
５
年
か
ら
大

き
く
変
わ
ら
ず
に
推
移
し

て
い
る
（
石
炭
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
０
１
６
：
２
１
５
）。
で
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
ど
こ
へ
石
炭
を
輸
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
２
０
１
５
年
で
は
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
に
続
い

て
、
日
本
は
第
４
位
の
輸
出
相
手
国
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
は
２
０
０
８
年
ま
で
は
日
本
へ
の
輸
出
量
が
最

も
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
か
ら

２
０
１
５
年
に
か
け
て
、
日
本
へ
は
毎
年
３
２
０
０
万

～
３
７
０
０
万
㌧
の
石
炭
が
輸
出
さ
れ
て
お
り
（
Ｂ
Ｐ

Ｓ 

２
０
１
８
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
日
本
が
重

要
な
輸
出
相
手
国
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
双
方
に

と
っ
て
重
要
な
石
炭
貿
易
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

石
炭
採
掘
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

こ
こ
で
は
筆
者
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
石
炭
採
掘
現
場
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
（
注
１
）。

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
内
陸
部
に
は
豊
か
な
熱
帯
林

が
現
存
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
サ
イ
、
ラ
フ

レ
シ
ア
な
ど
希
少
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
。ま
た
、

熱
帯
林
地
域
で
は
焼や

き

畑は
た

先
住
民
が
様
々
な
形
で
森
林
を

利
用
し
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

焼
畑
民
の
生
活
を
紹
介
し
よ
う
。
焼
畑
民
は
森
を
伐き

り
開
き
、
火
入
れ
を
行
い
、
そ
こ
で
陸
稲
や
野
菜
を
生

産
し
、
自
家
消
費
し
て
い
る
。
焼
畑
跡
地
に
は
何
も
植

え
ず
に
焼
畑
休
閑
林
と
し
て
維
持
し
、
年
数
が
た
っ
て

か
ら
再
度
焼
畑
用
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
焼
畑
跡
地
に
ラ
タ
ン
（
籐と

う

）
や
ゴ
ム
ノ
キ
な
ど
の

有
用
樹
を
植
え
て
、樹
園
地
を
造
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

樹
園
地
で
収
穫
さ
れ
た
ラ
タ
ン
や
ゴ
ム
樹
液
は
仲
買
人

に
販
売
さ
れ
、焼
畑
民
の
現
金
収
入
源
に
な
っ
て
い
る
。

老
齢
に
な
っ
た
樹
園
地
は
焼
畑
用
地
と
し
て
再
利
用
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
村
か
ら
離
れ
た
上
流
域
に
は
原
生

的
な
森
林
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
沈じ

ん

香こ
う

採
集
や
野

生
動
物
の
狩
猟
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

2015 年の日本の石炭輸入先

輸出先 輸入量（千 t） ％

オーストラリア 122,465 66%

インドネシア 32,782 18%

ロシア 14,766 8%

カナダ 8,005 4%

アメリカ 5,341 3%

中国 597 0%

その他 1,204 1%

合計 185,159 100%
注）一般炭、原料炭を合わせた値

（出典：経済産業省資源エネルギー庁（2018a）
の「 第 213-1-21 石 炭 の 輸 入 先（2015 年 度 ）」
に基づき筆者作成）

2015 年のインドネシアの石炭輸出先

輸出先 輸出量（千 t） ％

インド 124,482 34%

中国 72,741 20%

韓国 34,016 9%

日本 32,509 9%

台湾 24,393 7%

タイ 17,865 5%

その他 60,965 17%

合計 366,970 100%
（出典：BPS（2018）に基づき筆者作成）

焼畑民の集落と熱帯林
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東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
で
最
も

石
炭
採
掘
が
盛
ん
な
州
で
も
あ
る
。
２
０
１
４
年
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
石
炭
生
産
量
は
４
億
５
８
１
０
万
㌧

で
、
そ
の
う
ち
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
か
ら
の
生
産
量
は

２
億
４
６
０
９
万
㌧
。
実
に
全
石
炭
生
産
量
の
54
㌫
が

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ

Ｍ 

２
０
１
５
：
50
）。
石
炭
開
発
に
は
露
天
掘
り
と
坑

内
掘
り
の
２
種
類
が
存
在
す
る
。
露
天
掘
り
と
は
石
炭

層
（
石
炭
か
ら
な
る
地
層
）
の
上
に
あ
る
地
表
・
地
層

を
発
破
で
破
砕
し
、
剥
ぎ
取
り
、
石
炭
を
上
か
ら
採
掘

す
る
方
法
で
あ
る
。
一
方
、
坑
内
堀
り
は
石
炭
層
ま
で

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
、
石
炭
層
の
中
へ
人
間
が
入
り
込

ん
で
石
炭
を
採
炭
す
る
方
法
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
石
炭
採
掘
方
法
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
露
天
掘
り
で

あ
る
。
こ
の
石
炭
露
天
掘
り
が
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の

熱
帯
林
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

石
炭
露
天
掘
り
に
よ
る
熱
帯
林
へ
の
影
響
は
多
大
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
で
は
木
材
伐
採

や
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
な
ど
様
々
な
企
業
に
よ
る
開

発
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
石
炭
開
発
は
史
上
最

悪
の
熱
帯
林
破
壊
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
数
千
か
ら
数
万
㌶
規
模
で
熱
帯
林
を
皆
伐
し
、
地

表
・
地
層
を
剥
ぎ
取
る
か
ら
で
あ
る
。
熱
雨
林
の
消
失

は
地
球
の
環
境
問
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
を
促
進
し
、

生
物
多
様
性
の
減
少
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
へ
の
影
響
も
多
大
で
あ
る
。
採

掘
現
場
で
は
住
民
が
退
去
さ
せ
ら
れ
、
石
炭
開
発
現
場

付
近
で
は
洪
水
や
川
・
大
気
・
土
壌
の
汚
染
に
よ
る
住

民
の
生
活
環
境
の
悪
化
、
健
康
被
害
、
農
地
・
漁
場
・

狩
猟
場
の
破
壊
に
よ
る
生
業
へ
の
悪
影
響
、
外
来
者
の

増
加
に
よ
る
地
元
文
化
の
攪か

く

乱ら
ん

な
ど
の
問
題
が
各
地
で

報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
負
の
影
響
を
考
え

れ
ば
、
森
林
資
源
を
利
用
し
て
生
活
す
る
焼
畑
民
は
石

炭
開
発
に
反
対
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
現
場
は

そ
う
単
純
で
は
な
い
。
筆
者
が
調
査
し
て
い
る
焼
畑
民

の
Ｂ
村
は
石
炭
開
発
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
村
で
は
上
流
の
原
生
的
な
森
林
が
残
る
地
域
で
石

炭
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
石
炭
開
発
計
画
に

対
し
て
Ｂ
村
の
焼
畑
民
が
と
っ
た
行
動
と
は
、
石
炭

開
発
計
画
地
内
に
焼
畑
を
作
り
、
自
分
が
利
用
し
て

い
る
土
地
で
あ
る
と
石
炭
企
業
に
主
張
し
、
土
地
に

対
す
る
補
償
金
を
要
求
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
民
主
化
・
地

方
分
権
化
が
進
み
、
先
住
民
は
企
業
に
意
見
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
企
業
は
先
住
民
の
意
向
を
無
視
で
き
な
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
補
償
金
額
は
㌶
当
た
り
約

10
万
円
。
Ｂ
村
の
人
々
の
平
均
年
収
が
約
20
万
円
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
額
な
補
償
金
で
あ
る
。

で
は
、
焼
畑
民
は
心
か
ら
石
炭
開
発
を
歓
迎
し
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
補
償

金
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
喜
ぶ
一
方
で
、
将
来
の
焼
畑

の
た
め
の
原
生
的
森
林
が
減
少
す
る
こ
と
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人
も
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
石
炭
開
発
に
反
対

し
、
森
を
残
そ
う
と
い
う
声
が
な
い
の
か
と
い
う
と
、

反
対
し
て
も
企
業
や
政
府
は
聞
く
耳
を
持
っ
て
く
れ
な

い
と
諦
め
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
上
流
の
原
生
的
森

林
地
域
は
村
か
ら
離
れ
て
い
る
。
焼
畑
民
は
時
々
訪
れ

て
、
沈
香
採
集
や
狩
猟
な
ど
を
行
う
程
度
で
あ
る
。
焼

畑
や
樹
園
地
な
ど
目
に
見
え
る
土
地
利
用
を
行
っ
て
い

な
い
た
め
、
企
業
・
政
府
の
目
に
は
「
利
用
さ
れ
て
い

な
い
森
」
と
映
っ
て
し
ま
い
、
焼
畑
民
が
「
私
た
ち
の

森
で
開
発
を
す
る
な
」
と
主
張
し
て
も
、
企
業
・
政
府

に
認
め
て
も
ら
え
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
何

も
得
ら
れ
ず
に
原
生
的
森
林
を
開
発
さ
れ
て
し
ま
う
く

ら
い
な
ら
、
焼
畑
を
行
っ
て
、
補
償
金
を
獲
得
し
た
ほ

う
が
ま
し
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
実
際
は
、
た
と
え
焼

畑
や
樹
園
地
を
造
成
し
て
い
な
く
て
も
、
先
住
民
は
伝

統
的
に
利
用
・
管
理
し
て
き
た
森
を
「
慣
習
林
」
と
し

て
、
そ
の
法
的
所
有
権
を
政
府
に
請
求
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
法
律
を
知
っ
て
い

る
先
住
民
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、仮
に
知
っ
て
い
て
も
、

そ
の
承
認
プ
ロ
セ
ス
で
は
厳
し
い
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
権
利
の
取
得
が
困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

焼
畑
休
閑
林
や
樹
園
地
が
存
在
す
る
村
周
辺
の
地
域

で
は
、
何
が
あ
っ
て
も
石
炭
開
発
を
受
け
入
れ
な
い
姿

勢
で
い
た
。
こ
の
地
域
は
日
常
的
に
管
理
・
利
用
し
て

い
る
土
地
で
あ
り
、
現
在
の
焼
畑
の
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
土
地
と
位
置
づ
け
て
い

Ｂ村上流域の石炭露天掘り現場（寺内 2016 より引用）
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た
。
石
炭
開
発
に
よ
っ
て
将
来
の
焼
畑
の
た
め
の
森
林

が
減
少
す
る
中
で
、
村
周
辺
の
焼
畑
休
閑
林
と
樹
園
地

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
電
気
と
鉄
の
消
費
は
東

カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
熱
帯
林
減
少
を
引
き
起
こ
し
、
焼

畑
民
を
困
惑
さ
せ
、
焼
畑
継
続
を
困
難
に
す
る
こ
と
に

間
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

日
本
の
石
炭
消
費
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

日
本
で
最
も
石
炭
を
消
費
し
て
い
る
電
気
業
界
は
、

今
、
激
動
の
さ
な
か
に
あ
る
。
２
０
１
１
年
３
月
の
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
原
子
力

発
電
を
復
活
さ
せ
る
の
か
、
化
石
燃
料
の
火
力
発
電
を

強
化
す
る
の
か
、
ま
た
は
太
陽
光
・
水
力
・
風
力
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
推
進
す
る
の
か
、
と

い
う
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
を
根
本
か
ら
再
検
討

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
本

政
府
が
示
し
た
方
針
は
原
子
力
発
電
の
回
復
と
石
炭

火
力
発
電
所
の
増
設
で
あ
っ
た
。
現
在
、
日
本
に
は

１
０
０
基
以
上
の
石
炭
火
力
発
電
所
が
存
在
す
る
が
、

２
０
１
２
年
以
降
の
わ
ず
か
数
年
で
、
50
基
も
の
石
炭

火
力
発
電
所
の
新
規
増
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

石
炭
火
力
発
電
所
の
増
設
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
満
た
さ
れ
る
反
面
、
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
。
一
つ
は
大
気
汚
染
で
あ
る
。
石
炭
火

力
発
電
所
は
、他
の
発
電
所
と
比
較
し
て
硫
黄
酸
化
物
、

窒
素
酸
化
物
、
煤ば

い

塵じ
ん

、
水
銀
な
ど
を
多
く
排
出
し
、
大

気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
石
炭
火
力
発
電
所
の

大
気
汚
染
由
来
の
早
期
死
亡
者
数
（
大
気
汚
染
の
被
害

が
な
け
れ
ば
も
っ
と
長
生
き
し
た
は
ず
の
人
の
数
）
は

年
間
１
１
１
７
人
に
及
び
、
新
規
石
炭
火
力
発
電
所
が

稼
働
す
れ
ば
、
さ
ら
に
１
６
０
０
人
増
加
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、仙
台
、神
戸
、東
京
湾
地
域
（
千

葉
県
と
神
奈
川
県
）
で
は
、
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計

画
に
対
す
る
市
民
の
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
問
題
で
あ
る
。
石
炭
火
力
発
電
は
発
電
量

当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
他
の
発
電
方
法
と
比

べ
て
多
い
。
２
０
１
５
年
12
月
、
第
21
回
気
候
変
動
枠

組
条
約
締
約
国
会
議
で
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
地
球

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
今
世
紀
後
半
に
は
地
球
全

体
で
温
室
効
果
ガ
ス
（
主
に
二
酸
化
炭
素
）
の
排
出
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
世
界
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

日
本
も
正
式
に
パ
リ
協
定
に
参
加
し
、
自
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
を
定
め
て
い
る
。
現
在
の
日
本
の
石

炭
火
力
発
電
所
の
増
設
計
画
は
パ
リ
協
定
に
逆
行
し
て

お
り
、
世
界
の
「
脱
石
炭
」
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
増
設
さ
れ
れ
ば
自
国
目
標
の
達
成
は
困

難
で
あ
る
と
い
う
声
が
日
本
政
府
内
か
ら
も
あ
が
っ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
自
国
の
み
な
ら
ず
、
途
上

国
の
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
も
支
援
し
て
い
る
。
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
後
ろ
向
き
な
国
に
対

し
て
締
約
国
会
議
の
場
で
「
化
石
賞
」
を
贈
っ
て
い
る

の
だ
が
、
日
本
は
繰
り
返
し
「
化
石
賞
」
を
受
賞
し
て

し
ま
っ
て
い
る
（
注
２
）。

電
力
事
業
者
選
択
は
燃
料
に
も
注
目
を

以
上
の
よ
う
に
、
石
炭
は
日
本
の
電
力
・
鉄
生
産
を

支
え
る
一
方
で
、
採
炭
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
熱
帯

林
を
減
少
さ
せ
、
焼
畑
民
の
焼
畑
継
続
を
困
難
に
し
、

消
費
地
日
本
で
は
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、
そ
し

て
、
地
球
規
模
で
は
温
暖
化
を
招
い
て
い
る
。
熱
帯
林

と
大
気
と
人
々
の
生
活
が
蝕む

し
ばま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
日
本
で
は
電
力
小
売
り
全
面
自

由
化
が
始
ま
り
、
私
た
ち
は
電
力
購
入
に
お
い
て
電
気

事
業
者
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
論
考
を

読
ん
だ
読
者
に
は
価
格
の
み
な
ら
ず
、
是
非
、
発
電
燃

料
に
も
注
目
し
て
、
電
力
事
業
者
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
（
注
３
）。

注
１　
「
石
炭
採
掘
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」
は
寺
内
（
２
０
１
６
）
に

基
づ
き
執
筆
し
た

注
２　
「
日
本
の
石
炭
消
費
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
」
は
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
編
（
２
０
１
８
）
に
基
づ
き
執
筆
し
た

注
３　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
環
境
に
や
さ
し
い
と
さ
れ
る
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
に
パ
ー
ム
油
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
パ
ー
ム

油
生
産
の
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
熱
帯
林
が
破
壊
さ
れ
、
焼
畑
民
の
生
活
を

脅
か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
る
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低
い
消
費
者
の
関
心

パ
ー
ム
油
は
、
西
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の

実
を
搾
っ
た
油
脂
か
ら
作
ら
れ
る
。
日
本
で
消
費
さ
れ

る
植
物
油
の
う
ち
菜
種
油
に
つ
い
で
２
番
目
に
多
く
消

費
さ
れ
、
国
民
一
人
当
た
り
年
に
４
～
５
㍑
消
費
し
て

い
る
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ 

２
０
１
５
）。
食
用
油
、マ
ー
ガ
リ
ン
・

シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
化
粧
品
、
洗
剤

な
ど
幅
広
い
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

こ
数
年
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
種
子
か
ら
パ
ー
ム
核
油
を

取
り
出
し
た
後
の
残ざ

ん

渣さ

で
あ
る
パ
ー
ム
核
殻
が
輸
入
さ

れ
、
国
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
（
滝
沢 

２
０
１
５
等
）。
よ
っ
て
、
パ
ー

ム
油
は
そ
の
生
産
過
程
で
生
じ
る
副
産
物
も
含
め
て
、

私
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
身
近
な
存
在
と
い
え
る
。
し

か
し
、
日
本
で
は
パ
ー
ム
油
を
使
用
す
る
商
品
の
原
材

料
名
に
は
「
植
物
油
脂
」
と
記
載
さ
れ
る
の
で
、
普
段

パ
ー
ム
油
を
消
費
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
も
つ
の
が

難
し
く
、
一
般
消
費
者
の
関
心
は
ま
だ
ま
だ
低
い
よ
う

で
あ
る
。

パ
ー
ム
油
の
主
な
生
産
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

レ
ー
シ
ア
で
、
両
国
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
急
拡
大

に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
の
豊
か
な
熱
帯
林
が
消
失

し
、
泥
炭
湿
地
で
は
開
発
に
伴
う
乾
燥
化
と
火
災
に
よ

る
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
森
林
と
と
も
に
生
活
を
営
ん
で
き
た
地
域

住
民
が
、
先
祖
代
々
利
用
し
て
き
た
慣
習
地
が
農
園
企

業
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
た
り
、
農
園
で
は
強
制
労
働
や

児
童
労
働
が
行
わ
れ
た
り
と
い
っ
た
社
会
問
題
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（
岡
本 

２
０
０
２
等
）。
一
方
で
、
負
の

側
面
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
経
済
状
況
を
改
善

す
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
背
景
と
な
る
文
脈
を
注
意
深
く
読
み
解
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
私
た
ち
消
費
者
は
、
現
地
に
お
け
る
森

林
減
少
、
生
物
多
様
性
の
破
壊
、
地
域
住
民
の
権
利
の

侵
害
に
関
与
し
て
い
な
い
パ
ー
ム
油
を
選
ぶ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。「
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
た
め
の
円
卓

会
議
（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）」
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
パ
ー
ム

油
を
購
入
す
る
な
ど
、
企
業
に
よ
る
「
責
任
あ
る
調

達
」
や
消
費
者
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
消
費
」
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ 

２
０
１
５
）。
た

だ
し
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
の
パ
ー
ム
油
を
調
達
し
て
も
、

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
農
園
の
面
積
に
は
限

り
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
基
準
で
は
、
原
生
林

や
保
全
価
値
の
高
い
森
林
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
Ｆ
）
の
保
護
に
つ

い
て
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
森
林
に
つ

い
て
は
伐
採
し
農
園
開
発
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
伐
採
の
入
っ
た
こ
と

の
あ
る
天
然
二
次
林
も
、
多
く
の
野
生
動
物
に
と
っ
て

は
非
常
に
重
要
な
生
息
地
で
あ
り
、
こ
う
し
た
森
林
の

保
全
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
川
上 

２
０
１
８
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ 

２
０
１
８
）。

本
稿
で
紹
介
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
カ
リ
マ
ン
タ

ン
州
は
１
９
８
０
年
代
に
一
部
の
県
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
開
発
が
始
ま
っ
た
後
、
特
に
２
０
０
０
年
代
後
半
か

ら
、
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
急
拡

大
し
て
お
り
、
私
の
調
査
地
を
含
め
て
、
今
で
も
天
然

二
次
林
が
伐
採
さ
れ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
造
成
さ
れ

て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
と
地
域
住
民
の
土
地

の
権
利
を
巡
る
争
い
も
数
多
く
起
き
て
お
り
、
地
元
の

新
聞
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。私
の
問
題
意
識
は
、

こ
の
よ
う
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
は
ど
こ
ま
で
続

く
の
か
で
あ
る
。
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
れ
を
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
森
林
の
状
況
、
政

策
、
制
度
、
開
発
、
地
域
住
民
の
経
済
状
況
、
土
地
の

収
用
と
い
っ
た
複
数
の
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
ボ
ル
ネ
オ
島
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
領
の
東
に
位
置
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
２
番
目
に
大

き
な
州
で
、
そ
の
面
積
は
約
１
２
７
３
万
㌶
で
あ
る
。

か
つ
て
は
全
域
に
広
大
な
熱
帯
林
が
広
が
っ
て
い
た
が

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
　
河
合
真
之

「
持
続
可
能
な
」パ
ー
ム
油
生
産
実
現
の
課
題

その５

暮らしの
中の熱帯
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（
Ｆ
Ｗ
Ｉ
／
Ｇ
Ｆ
Ｗ 

２
０
０
１
）、
１
９
７
０
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
大
規
模
な
商
業
伐
採
、
森
林
火
災
、
石
炭

開
発
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
、
違
法
伐
採
等
を
通
じ

て
、急
速
な
森
林
減
少
と
劣
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
た
め
、

今
で
は
原
生
林
を
見
る
に
は
相
当
な
奥
地
に
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０
１
２
年
時
点
の
森
林
面
積
は
約

６
８
０
万
㌶
で
州
全
体
の
面
積
に
対
す
る
森
林
被
覆
率

は
53
・
４
％
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
環
境
林
業
省
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
、
残
さ
れ
て
い
る
森
林
と
そ
の
他

の
土
地
利
用
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
興
味
の
あ
る
読
者
は
サ
イ
ト
を
訪
れ
て
頂
き

た
い
。
平
野
部
の
多
く
で
森
林
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
頂
け
る
と
思
う
（
環
境
林
業
省 

２
０
１
８
）。

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
面
積
は

州
農
園
局
の
統
計
に
よ
る
と
２
０
１
６
年
時
点
で
約

１
１
５
万
㌶
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
87
・
３
万
㌶

が
企
業
の
直
営
農
園
で
、
27
・
７
万
㌶
が
小
規
模
農
家

（
地
域
住
民
を
含
む
）
の
農
園
で
あ
る
。
東
カ
リ
マ
ン

タ
ン
州
で
は
地
域
住
民
が
慣
習
的
な
権
利
（
注
１
）
を

持
た
な
い
土
地
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
の
で
、
企
業

農
園
の
多
く
は
地
域
住
民
の
土
地
を
収
用
（
注
2
）
し

て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、

州
の
農
園
作
物
の
栽
培
面
積
（
約
１
３
０
万
㌶
）
の
実

に
９
割
を
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
天
然
ゴ
ム
、
コ
コ
ナ
ツ
、
コ
シ
ョ
ウ
、
カ
カ
オ
、

コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
た
そ
の
他
の
農
園
は
合
わ
せ
て
も
１

割
程
度
で
し
か
な
い
。
い
か
に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
突

出
し
た
存
在
で
あ
る
か
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
州
農
園

局
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
時
点
で
農
園
事
業

許
可
を
有
す
る
全
３
２
３
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
の

う
ち
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
は
わ

ず
か
５
社
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
生
産
の
認

証
は
進
ん
で
い
な
い
。

た
だ
し
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
は
行
政
上
の
土
地
利
用

区
分
で
あ
る
「
そ
の
他
利
用
地
域
（
Ａ
Ｐ
Ｌ
）」（
注

3
）
と
い
う
地
域
に
限
っ
て
開
発
が
許
さ
れ
る
の
で
、

無
秩
序
に
拡
大
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
物
多
様
性

を
保
全
す
る
た
め
の
保
全
林
、
水
源
涵か

ん

養よ
う

を
目
的
と
す

る
保
安
林
、木
材
生
産
の
た
め
の
生
産
林
と
い
っ
た「
国

有
林
地
」
は
対
象
外
で
あ
る
（
た
だ
し
違
法
な
栽
培

は
除
く
）。
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
「
国
有
林
地
」
は

２
０
１
６
年
時
点
で
約
８
４
０
万
㌶
存
在
し
、
州
の
面

積
の
約
65
％
を
占
め
る
。
よ
っ
て
「
国
有
林
地
」
が
第

一
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
の
制
限
と
な
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
行
政
上
の
土
地
利
用
区
分
の
詳
細
は
河
合

ら
（
２
０
１
８
）
を
参
照
頂
き
た
い
。
一
方
、「
そ
の

他
利
用
地
域
」（
推
定
４
２
０
万
～
４
４
０
万
㌶
）で
は
、

約
３
２
７
万
㌶
が
州
の
土
地
利
用
計
画
（
２
０
１
６
～

２
０
３
６
年
）
で
農
園
用
地
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
２
０
１
６
年
時
点
の
１
１
５
万
㌶
か
ら
さ
ら
に

最
大
約
２
０
０
万
㌶
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
造
成
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。「
そ
の
他
利
用
地
域
」
の
多
く
は
、

地
域
住
民
の
居
住
地
が
存
在
し
、
焼や

き

畑は
た

等
の
生
業
が
営

ま
れ
る
エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
土
地
の
権
利
を
巡
る
衝
突

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
そ
し
て「
そ
の
他
利
用
地
域
」

に
も
天
然
林
は
残
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
問
題
と

な
る
。
以
下
、
マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
の
事
例
か
ら
よ

り
詳
細
を
示
す
。

マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
の
開
発
事
例

面
積
の
９
割
が
天
然
林
で
あ
る
マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー

県
は
、
そ
の
名
の
通
り
マ
ハ
カ
ム
川
の
上
流
に
位
置
す

る
県
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
が
森
林
減
少
に
直
結

し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
村
々
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園

開
発
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
た
の

は
２
０
０
７
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
鍵
と
な
る
の

は
、か
つ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
木
材
産
業
の
衰
退
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
大
規
模
な
商
業
伐

採
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
急
速
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
し

た
。
調
査
村
で
は
２
０
０
４
年
に
私
が
最
初
に
訪
れ
た

と
き
、
す
で
に
テ
レ
ビ
、
船
外
機
、
自
家
発
電
機
な
ど

が
普
及
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
村
人
は
伝
統
的
な
生
業

で
あ
る
焼
畑
で
米
や
野
菜
を
栽
培
し
、川
で
魚
を
取
り
、

森
で
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
取
る
。
食
べ
る
に
困
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
長
年
の
過
剰
伐
採
で
有
用
樹
が
減

少
し
、
木
材
伐
採
企
業
の
活
動
が
縮
小
し
た
う
え
に
、

２
０
０
６
年
ご
ろ
か
ら
違
法
伐
採
の
取
り
締
ま
り
が
強

化
さ
れ
、
企
業
で
の
賃
労
働
や
違
法
伐
採
か
ら
収
入
を

得
て
い
た
地
域
住
民
は
現
金
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ

こ
に
現
れ
た
の
が
政
府
の
政
策
に
よ
る
大
規
模
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
農
園
開
発
で
あ
っ
た
。
当
時
、
私
も
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
村
々
を
ま
わ
っ
た
が
、
賛
成
、
反
対
で
村
人
の
意
見東カリマンタン州の調査県

マハカム・
ウルー県
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は
割
れ
て
い
た
。
先
祖
伝
来
の
土
地
を
企
業
に
渡
し
て

し
ま
う
こ
と
は
、
将
来
世
代
の
土
地
を
奪
う
こ
と
に
な

る
と
い
う
理
由
で
反
対
す
る
住
民
が
い
る
一
方
で
、
国

の
方
針
で
あ
り
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
こ
と
は
必
要

と
考
え
、
賛
成
す
る
村
人
も
い
た
。
ま
た
、
村
長
や
慣

習
法
長
と
い
っ
た
有
力
者
に
対
す
る
企
業
に
よ
る
買
収

の
噂う

わ
さも

流
れ
た
。
県
知
事
が
村
長
を
呼
び
出
し
、
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
の
受
け
入
れ
を
迫
っ
て
い
る
と
い
う

話
も
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
は
、
多
く
の
村
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
貨
幣
経
済
の
浸

透
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
以

上
、
地
域
住
民
は
現
金
収
入
の
獲
得
手
段
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
レ
ビ
や
船
外
機
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
普
及
も
そ
う
だ
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
今
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
奥
地
の
村
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。

彼
ら
も
ま
た
身
近
な
モ
ノ
で
世
界
と
繋つ

な

が
っ
て
い
る
。

村
々
は
国
と
地
方
自
治
体
か
ら
予
算
や
補
助
金
な
ど

様
々
な
支
援
を
得
て
お
り
、
政
府
の
方
針
に
逆
ら
う
こ

と
は
難
し
い
。
一
定
の
土
地
を
渡
し
た
上
で
、
企
業
か

ら
補
償
金
や
雇
用
機
会
を
得
る
と
い
う
選
択
が
合
理
的

と
な
る
。
企
業
に
は
全
農
園
の
20
％
の
面
積
の
地
域
住

民
の
農
園
造
成
を
支
援
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
住
民
の
権
利
が
向
上
し
て
い
る
の
で
、
義

務
不
履
行
の
場
合
、
地
域
住
民
た
ち
は
企
業
へ
の
デ
モ

や
訴
訟
と
い
う
手
段
で
抵
抗
で
き
る
。

マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
で
は
、
州
農
園
局
の
統
計

で
は
２
０
１
７
年
時
点
で
約
26
万
㌶
の
企
業
が
事
業

実
施
に
必
要
な
土
地
の
権
利
を
取
得
す
る
活
動
を
行

う
た
め
の
許
可
（
Ｉ
Ｌ
／Izin Lokasi

）（
第
一
段

階
）、
約
12
万
㌶
の
農
園
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
許

可
（
Ｉ
Ｕ
Ｐ
／Izin U

saha Perkebunan

）（
第
二

段
階
）、
約
３
・
５
万
㌶
の
土
地
の
開
発
権
（
Ｈ
Ｇ
Ｕ

／H
ak Guna U

saha

）（
第
三
段
階
）
が
発
行
さ
れ
、

す
で
に
存
在
す
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
は
企
業
の
農
園
が

１
万
８
２
１
４
㌶
、
小
規
模
農
家
の
農
園
が
６
７
８
㌶

で
あ
る
。Ｉ
Ｕ
Ｐ
の
取
得
で
は
環
境
影
響
評
価
の
実
施
、

Ｈ
Ｇ
Ｕ
の
取
得
で
は
地
域
住
民
か
ら
合
意
を
得
て
土
地

の
権
利
を
得
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
段
階
を
踏
む
に
つ

れ
て
許
可
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
。
計
画
さ
れ
た
土

地
が
す
べ
て
直
ち
に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
に
変
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。
第
一
段
階
の
Ｉ
Ｌ
を
得
て
い
る
企
業
が
住

民
と
土
地
の
権
利
の
獲
得
に
向
け
た
交
渉
を
開
始
す
る

が
、
慣
習
的
な
土
地
の
権
利
を
有
す
る
地
域
住
民
は
、

さ
ら
に
土
地
を
企
業
に
渡
す
の
か
、
二
次
林
、
焼
畑
、

ゴ
ム
園
、
カ
カ
オ
園
等
を
維
持
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
に
切
り
替
え
て
栽
培
し
て
い
く
の
か

と
い
っ
た
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
マ
ハ
カ

ム･

ウ
ル
ー
県
の
最
上
流
の
村
々
は
、
企
業
に
土
地
を

渡
さ
ず
に
拒
否
し
、
カ
カ
オ
栽
培
で
現
金
を
得
て
い
く

と
い
う
選
択
肢
を
取
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

２
０
１
５
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は

主
生
産
物
の
パ
ー
ム
油
が
多
様
な
用
途
を
も
ち
、
果
房

か
ら
果
実
を
取
っ
た
後
の
空
果
房
（Em

pty Fruits 

Bunch

）、
パ
ー
ム
核
殻
な
ど
の
副
産
物
が
バ
イ
オ
マ

東カリマンタン州のアブラヤシ農園

マハカム・ウルー県の調査村
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ス
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
、
需
要
は
今
後
も
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
内
外
で
伸
び
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本

稿
で
見
た
よ
う
に
「
国
有
林
地
」
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
開
発
は
行
わ
れ
な
い
の
で
、
無
秩
序
に
農
園
開
発

が
拡
大
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
東
カ
リ

マ
ン
タ
ン
州
で
は
「
そ
の
他
利
用
地
域
」
で
最
大
約

３
０
０
万
㌶
ま
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
拡
大
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
残
さ
れ
て
い
る
天
然
林
を
い

か
に
保
全
す
る
か
、
地
域
住
民
の
慣
習
地
の
権
利
を
い

か
に
守
る
か
、
焼
畑
、
ゴ
ム
園
、
カ
カ
オ
園
と
い
っ
た

多
様
な
選
択
を
い
か
に
残
す
か
が
重
要
と
な
る
。
さ
ら

に
現
時
点
で
進
ん
で
い
な
い
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
の

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
取
得
も
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
２
０
１
５
年
に
世

界
銀
行
の
森
林
炭
素
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
の
炭
素

基
金
に
よ
る
州
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
「
森
林
減
少
お

よ
び
劣
化
に
由
来
す
る
排
出
削
減
プ
ラ
ス
（
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｄ
＋
）」
の
実
施
対
象
地
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
５
年
に
か
け
て
達

成
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
結
果
に
応

じ
て
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
州
政
府
は
農
園
開
発
の
予
定
地
の
64
万
㌶
の

天
然
林
、
５
万
㌶
の
泥
炭
湿
地
を
保
全
す
る
と
い
う
計

画
を
立
て
て
い
る
（H

erdianto 

２
０
１
８
）。
ま
た

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
下
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
自
の
持
続
可

能
な
パ
ー
ム
油
の
認
証
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

（Indonesia Sustainable Palm
 O

il

）
認
証
（
注
４
）

や
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
も
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
書
の

草
案
（ERPD

／Em
ission Reduction Program

 

D
ocum

ent

）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
依
然
と
し
て
環

境
、
社
会
両
面
で
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
過
去
と
比
較

す
る
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
の
持
続
性
を
高
め
る
た

め
の
法
制
度
は
整
え
ら
れ
て
お
り
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン

州
で
は
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
で
天
然
林
の
伐
採
を
抑
え
つ
つ
、

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
を
促
進
す
る
こ
と
で
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
全
体
の
持
続
性
を
高
め
て
い
く
と
い

う
展
開
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
機
会
を
有
効

に
活
用
し
、
今
後
は
持
続
可
能
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開

発
へ
の
シ
フ
ト
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

自
治
体
の
権
限
の
境
界
（「
国
有
林
地
」
に
お
け
る
森
林
資
源
の
利
用
許
可
の

発
行
権
限
は
環
境
林
業
省
が
有
す
る
一
方
、「
そ
の
他
利
用
地
域
」
に
お
け
る

様
々
な
事
業
実
施
許
可
は
市
長
や
県
知
事
と
い
っ
た
自
治
体
首
長
、
土
地
の
所

有
権
や
利
用
権
は
国
家
土
地
局
が
発
行
権
限
を
有
す
）
を
示
し
て
い
る
の
で
、

実
際
の
植
生
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
「
国
有
林
地
」
で
も
過

剰
伐
採
や
違
法
伐
採
な
ど
の
影
響
で
森
林
植
生
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
土

地
が
あ
れ
ば
、「
そ
の
他
利
用
地
域
」
で
も
森
林
植
生
が
残
さ
れ
て
い
る
土
地

が
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
は
上
流
域
に
位
置
す
る
の

で
下
流
と
比
較
し
て
開
発
の
進
展
が
遅
く
、「
国
有
林
地
」
と
「
そ
の
他
利
用

地
域
」
の
い
ず
れ
に
も
多
く
の
森
林
植
生
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注
4　

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
と
比
較
し
て
要
件
や
監
査
方
法
が
脆
弱
で
あ
る

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
す
べ
て
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
に

そ
の
認
証
の
取
得
を
義
務
づ
け
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン

州
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
は
、
ま
ず
義
務
と
し
て
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
取
得
要
件
を

ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
要
件
の
厳
し
い
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
取
得
へ
と
段
階
的
に
持

続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
現
実
的
な
方
法
か
も
し
れ
な
い
。
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注
１　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
旧
蘭
領
東
イ
ン
ド
が
第
２
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し

て
で
き
た
国
民
国
家
で
あ
り
、多
様
な
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
、文
化
、伝
統
、

慣
習
を
保
持
し
た
ま
ま
、
国
家
と
し
て
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
上
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
る
制
度
と
し
て
国
家
に
よ
る
土
地
利
用
区
分
が

存
在
す
る
一
方
、
全
く
別
の
文
脈
で
地
域
住
民
の
慣
習
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
土
地
利
用
区
分
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
併
存
し
、
時
に
対
立
し
て
き
た
。

１
９
９
９ 

年
の
林
業
基
本
法
の
４
条
で
は
、
森
林
地
域
に
現
実
的
に
は
存
在
す

る
慣
習
法
に
よ
る
住
民
の
権
利
の
存
在
を
国
益
に
反
し
な
い
限
り
で
考
慮
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に
は
憲
法
裁
判
所
が
１
９
４
５
年
憲
法
の
18

Ｂ
条
に
照
ら
し
て
、
林
業
基
本
法
で
「
慣
習
林
」
を
「
国
有
林
」
と
規
定
し
て

い
る
こ
と
は
違
憲
と
の
判
決
を
下
し
、「
慣
習
林
は
慣
習
法
共
同
体
の
領
域
に

あ
る
森
林
」
と
さ
れ
、「
国
有
林
」
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ジ
ョ

コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大
統
領
は
２
０
１
６
年
12
月
に
９
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
慣
習

的
に
利
用
管
理
し
て
き
た
森
林
を
「
慣
習
林
」
と
し
て
そ
の
慣
習
的
な
権
利
を

公
式
に
認
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
住
民
の
慣
習
的
な
権
利
の
存
在
は
認
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

注
２　

こ
の
場
合
、
理
想
的
に
は
権
利
を
持
つ
地
域
住
民
と
の
「
自
由
意
思
に

よ
る
、
事
前
の
、
十
分
な
情
報
を
与
え
ら
れ
た
上
で
の
合
意
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）」

の
も
と
十
分
な
対
価
や
補
償
と
引
き
換
え
に
合
法
的
に
土
地
が
引
き
渡
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
合
意
と
十
分
な
対
価
、
補
償
が
な
い
ま
ま

に
一
部
の
村
長
や
慣
習
法
長
な
ど
の
有
力
者
と
の
合
意
を
も
っ
て
土
地
が
企
業

に
収
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
地
域
住
民
同
士
あ
る
い
は
企
業

と
地
域
住
民
の
争
い
に
発
展
す
る
場
合
が
あ
る
。
慣
習
的
な
土
地
の
権
利
が
明

確
な
土
地
の
権
利
書
に
基
づ
く
も
の
で
な
く
あ
い
ま
い
な
こ
と
も
争
い
の
原
因

に
な
る
。
ま
た
１
９
９
８
年
以
前
の
ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制
期
に
は
、
軍
隊

に
守
ら
れ
た
企
業
に
よ
っ
て
強
制
的
に
地
域
住
民
の
土
地
が
収
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

注
３　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
土
地
利
用
区
分
は
大
き
く
、「
国
有
林
地
」
と
「
そ

の
他
利
用
地
域
」
に
分
類
さ
れ
る
。「
そ
の
他
利
用
地
域
」
は
「
非
林
業
生
産

地
域
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
用
語
の
意
味
は
森
林
あ
る
い
は
林
業
以
外
に
用
い

ら
れ
る
土
地
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
他
利
用
地
域
」
で
は
農
業
、
鉱
業
、

工
業
お
よ
び
商
業
関
連
施
設
の
建
設
等
あ
ら
ゆ
る
土
地
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
実
際
に
は
名
前
に
反
し
て
林
業
を
行
っ
て
も
よ
い
の
で
、「
国
有
林
地
」

と
比
較
し
て
非
常
に
自
由
度
の
高
い
土
地
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
管
轄
省
庁
と
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筆
者
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
北
部
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山

の
西
斜
面
に
あ
る
ル
カ
ニ
村
（
標
高
約
１
５
０
０
～

１
７
０
０
㍍
、
人
口
１
４
８
２
人
、
世
帯
数
３
５
５
戸
）

に
お
い
て
、
20
年
前
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
コ
ー
ヒ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
農
林
畜
産
物
の
生
産
・
販
売
を
め

ぐ
る
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。
本
論
で
焦
点
を
当
て

る
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
住
民
（
チ
ャ
ガ
民
族
）
の
伝
統

的
な
農
法
（
農
地
利
用
形
態
）
で
あ
る
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
の
魅
力
に
つ
い
て
も
、
い
ち
早
く
見
い
だ
し

て
お
り
、
世
界
へ
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
筆
者
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
間
も
な
く
、
同

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
は
す
ぐ
に
、
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
例
え
ば
ス
イ
ス
の
環
境
・
開
発
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
る
バ
イ
オ
ビ
ジ
ョ
ン
財
団
は
、
世
界
の
ア
グ

ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
、
①
農
林
シ
ス
テ
ム
（
林
木
と

農
産
物
の
複
合
）、
②
林
畜
シ
ス
テ
ム
（
林
木
と
牧
草
・

家
畜
・
潅か

ん

木ぼ
く

の
複
合
）、
③
農
林
畜
シ
ス
テ
ム
（
林
木

と
農
産
物
と
家
畜
の
複
合
）
に
３
区
分
し
た
上
で
、
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
「
チ
ャ

ガ
民
族
の
ホ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
」
と
呼
称
し
、
③
の
代
表

事
例
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
１
１
年
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
中
南
部

の
シ
ン
ブ
ウ
ェ
・
ジ
ュ
ウ
村
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
（
チ
ャ
ガ
民
族
の
「
キ
ハ
ン
バ
」
シ
ス
テ
ム
）
が
、

国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の
世
界
農
業
遺
産（
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
の
認
定
を
受
け
た
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
は
５
つ
の
基
準
（
①
食
料
・
生
計
の
安
全
保

障
、
②
農
業
関
連
の
生
物
多
様
性
、
③
地
元
の
伝
統
的

知
識
シ
ス
テ
ム
、
④
文
化
・
価
値
シ
ス
テ
ム
と
社
会
組

織
、
⑤
景
観
の
特
徴
）
に
基
づ
い
て
、「
世
界
的
に
顕

著
な
特
徴
を
有
し
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
遺
産
価
値

の
あ
る
も
の
」
と
み
な
し
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
を
認
定
し
て

い
る
（
注
１
）。

本
論
で
は
ま
ず
、
同
村
の
「
キ
ハ
ン
バ
」（
筆

者
は
「
家
庭
畑
」
と
和
訳
し
て
い
る
）
が
右
記
の

５
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
評

価
に
基
づ
い
て
確
認
す
る
。

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
理
由

（
１
）
基
準
①
「
食
料
・
生
計
の
安
全
保
障
」

地
元
の
基
礎
的
食
料
で
あ
る
バ
ナ
ナ
、
芋
類
な

ど
多
様
な
食
料
作
物
を
生
産
で
き
て
い
る
。
樹
木

は
、
地
元
の
飼
料
、
薪ま

き

、
材
木
な
ど
の
需
要
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
が
主
要
な

換
金
作
物
に
な
っ
て
い
る
。
家
畜
が
家
族
の
栄
養

水
準
を
高
め
、
牛
乳
販
売
が
農
業
収
入
を
増
や
し

て
い
る
。

（
２
）
基
準
②
「
農
業
関
連
の
生
物
多
様
性
」

５
０
０
種
以
上
（
栽
培
は
１
０
０
種
）
を
保
全

す
る
高
い
生
物
多
様
性
を
誇
る
。
高
い
バ
イ
オ
マ

ス
（
生
物
量
）・
有
機
物
循
環
が
、
地
上
部
及
び

京
都
大
学
農
学
研
究
科
・
農
業
食
料
組
織
経
営
学
　
辻
村
英
之

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
森
林
を
守
る

その６

暮らしの
中の熱帯

キリマンジャロ山とアグロフォレストリー「キハンバ」

タ
ン
ザ
ニ
ア
・
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
「
キ
ハ
ン
バ
」
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地
下
部
で
の
炭
素
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
。
林
木
や
密

な
植
生
は
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
が
同
地
域
の
給
水
塔

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
３
）
基
準
③
「
地
元
の
伝
統
的
知
識
シ
ス
テ
ム
」

熱
帯
林
に
類
似
の
多
層
な
植
生
を
持
つ
。
主
に
４
層

で
、
木
陰
、
飼
料
、
果
物
、
薪
、
窒
素
固
定
な
ど
に
役

立
つ
林
木
が
最
上
層
、
２
層
目
に
バ
ナ
ナ
、
３
層
目
に

コ
ー
ヒ
ー
の
木
、
最
下
層
に
多
様
な
野
菜
が
あ
る
。
こ

の
多
層
シ
ス
テ
ム
は
、
不
足
す
る
土
地
の
利
用
を
効
率

化
し
、
多
種
の
食
料
を
周
年
で
供
給
す
る
。

（
４
）
基
準
④
「
文
化
・
価
値
シ
ス
テ
ム
と
社
会
組
織
」

チ
ャ
ガ
民
族
は
家
族
で
管
理
す
る
「
キ
ハ
ン
バ
」
を
、

自
ら
の
文
化
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
、
強
い
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
る
。
社
会
的
、
儀
礼
的
生
活
の
中
心
地
で

あ
り
、
こ
こ
で
生
ま
れ
、
年
を
取
り
、
結
婚
し
、
埋
葬

さ
れ
る
。

（
５
）
基
準
⑤
「
景
観
の
特
徴
」

熱
帯
林
に
類
似
の
多
層
な
植
生
構
造
と
い
う
独
自
性

が
顕
著
で
あ
る
。「
キ
ハ
ン
バ
」
の
た
め
の
伝
統
灌か

ん

漑が
い

の
水
は
、
山
奥
の
森
林
を
水
源
と
す
る
小
川
や
水
路
か

ら
流
れ
て
く
る
。

「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」
と
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
崩
壊

（
１
）
ル
カ
ニ
村
に
お
け
る
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
残
存

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
中
に
は
約
６
０
０
の
村
が
あ

り
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
伝
統

を
共
有
し
て
い
る
。
シ
ン
ブ
ウ
ェ
・
ジ
ュ
ウ
村
だ
け
が

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
を
受
け
た
理
由
は
、
既
に
「
キ
ハ
ン

バ
」
崩
壊
の
村
が
多
い
中
、
伝
統
的
、
典
型
的
な
も
の

が
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
関
係
者
は
言
う
。

筆
者
が
調
査
す
る
ル
カ
ニ
村
に
お
い
て
も
上
記
の
５

基
準
を
満
た
す
、「
世
界
的
に
顕
著
な
特
徴
を
有
し
次

世
代
に
受
け
継
ぐ
べ
き
遺
産
価
値
の
あ
る
」「
キ
ハ
ン

バ
」
が
残
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
農
業
経
営
学
の
視
覚

か
ら
、
環
境
保
全
性
の
高
い
農
法
や
、
高
い
資
源
循
環

性
（
バ
ナ
ナ
の
茎
・
葉
を
家
畜
の
飼
料
と
し
、
家
畜
堆

肥
を
バ
ナ
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
根
元
に
投
入
す
る
な
ど
）

が
実
現
す
る
低
費
用
（
高
価
な
化
学
肥
料
・
購
入
飼
料

を
利
用
し
な
い
）
農
業
な
ど
、
魅
力
を
上
乗
せ
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
他
村
同
様
、「
キ
ハ
ン
バ
」
の
崩
壊
が
進
み
、

そ
れ
を
憂
い
て
始
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
崩
壊
を
せ
き
止
め
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
後
半
に
お
い
て
は
、
ル
カ
ニ
村
を
事
例

と
し
、「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」
を
「
キ
ハ
ン
バ
」
崩
壊
の

直
接
的
な
要
因
と
位
置
付
け
た
上
で
、
村
民
自
身
に
よ

る
コ
ー
ヒ
ー
産
業
や
「
キ
ハ
ン
バ
」
の
復
興
の
取
り
組

み
を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
後
押
し
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
を
世
界
一
愛
好
す

る
日
本
の
消
費
者
と
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
お
け
る

コ
ー
ヒ
ー
生
産
や
森
林
・
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と

の
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
い
。

（
２
）
取
引
構
造
を
よ
り
不
公
正
に
す
る
「
コ
ー
ヒ
ー

危
機
」

植
民
地
時
代
に
確
立
さ
れ
た
生
産
国
・
生
産
者
に
不

利
な
コ
ー
ヒ
ー
の
取
引
構
造
（
安
い
生
産
者
価
格
の
お

か
げ
で
、
先
進
国
・
消
費
国
に
お
け
る
安
い
コ
ー
ヒ
ー

飲
用
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
構
造
）
は
、
大
き
く
変

わ
っ
て
い
な
い
。
私
た
ち
消
費
者
が
楽
し
む
コ
ー
ヒ
ー

の
香
味
の
３
～
４
割
を
、
生
産
者
に
よ
る
原
料
豆
の
栽

培
・
一
次
加
工
が
形
成
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
注

家屋を取り巻く平均１ｈａの「キハンバ」＝被陰樹の下でのコーヒー生産
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２
）。
そ
れ
な
の
に
、
例
え
ば
１
９
９
８
年
度
に
お
い

て
、
１
杯
の
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
に
対
す
る
消
費
者

の
４
５
０
円
の
支
払
い
の
う
ち
、
約
２
円
し
か
生
産
者

の
取
り
分
に
な
っ
て
い
な
い
（
注
３
）。

さ
ら
に
２
０
０
１
～
02
年
、
世
界
最
大
の
生
産
国
・

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
豊
作
や
そ
れ
に
基
づ
く
投
機
家
の

売
り
攻
勢
を
主
因
と
し
、
コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
価
格
は
史

上
最
安
値
水
準
に
ま
で
暴
落
し
（
２
０
０
１
年
12
月
に

41
・
５
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
）、
世
界
中
の
コ
ー
ヒ
ー
生

産
者
が
さ
ら
な
る
貧
困
に
苛
ま
れ
る「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」

と
呼
ば
れ
た
。

ル
カ
ニ
村
民
を
含
む
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
の

生
産
者
た
ち
は
、
特
に
子
供
た
ち
の
教
育
費
を
確
保

す
る
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
生
産
を
続
け
て
き
た
。
し

か
し
そ
の
生
産
者
価
格
（
生
産
者
に
よ
る
販
売
価

格
）
も
最
安
値
水
準
と
な
り
、
私
た
ち
消
費
者
が

支
払
う
４
５
０
円
の
う
ち
、
約
０
・
５
円
し
か
生
産

者
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
状

況
が
３
年
間
続
い
た
こ
と
で
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
で

教
育
費
を
満
た
せ
な
い
こ
と
が
あ
か
ら
さ
ま
に
な

り
、
若
者
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
街
へ
の
出
稼
ぎ

（
離
農
）
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
転
作
を
一
気
に
進

め
て
し
ま
っ
た
。

「
キ
ハ
ン
バ
」
が
不
可
欠
な
コ
ー
ヒ
ー
栽
培

コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
直
射
日
光
を
嫌
い
、
木
陰
を

不
可
欠
と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
キ
ハ
ン
バ
」

は
４
層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
最
上
層
の
林
木
と

２
層
目
の
バ
ナ
ナ
が
、
３
層
目
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

に
木
陰
を
与
え
る
庇ひ

陰い
ん

樹じ
ゅ

と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

そ
の
一
方
で
転
作
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
コ
ー

ヒ
ー
と
は
対
照
的
に
直
射
日
光
を
求
め
る
。
邪
魔
に
な

る
林
木
や
バ
ナ
ナ
が
伐
採
さ
れ
、「
キ
ハ
ン
バ
」
の
崩

壊
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
販
売
に
代
わ
る
収

入
源
と
し
て
の
材
木
販
売
も
、
森
林
伐
採
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ル
カ
ニ
村
に
お
い
て
も
、「
コ
ー
ヒ
ー

危
機
」
を
直
接
的
な
要
因
と
し
て
、
村
民
た
ち
は
コ
ー

ヒ
ー
栽
培
を
断
念
し
（
ル
カ
ニ
村
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー

の
収
穫
量
は
半
減
）、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
「
キ

ハ
ン
バ
」
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
林
木
の
過
剰
販
売
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
過
剰
生
産
を
進
め
て
し
ま
っ
た
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
消
費
者
の
役
割

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
に
は
国
際
的
に
共
有
さ
れ
て

い
る
定
義
や
認
証
制
度
・
基
準
が
あ
り
、
そ
の
定
義
・

認
証
基
準
に
基
づ
い
て
「
コ
ー
ヒ
ー
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
」
を
定
義
す
る
と
、「
最
低
輸
出
価
格
保
障
と
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
支
払
（
産
地
の
社
会
開
発

経
費
と
し
て
利
用
）
の
二
つ
の
価
格
形
成
を
基
本
的
手

段
と
し
て
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
者
価
格
を
引
き
上
げ
、
不

利
な
状
況
に
あ
る
途
上
国
の
小
農
民
た
ち
の
生
計
・
福

祉
改
善
・
人
権
擁
護
・
持
続
的
発
展
を
め
ざ
す
提
携
型

の
交
易
」
と
な
る
。

２
０
０
７
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
ル
カ
ニ
村
・

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
注
４
）
に
つ
い

て
は
、ル
カ
ニ
村
農
協
の
理
事
と
筆
者
が
議
論
を
重
ね
、

ココヤム・コーヒー・バナナ・林木の４層構造の「キ
ハンバ」

トウモロコシへの転作─後方のコーヒー畑とは対照的に森林伐採が進む
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前
述
の
国
際
基
準
の
下
で
１
４
０
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
の

最
低
輸
出
価
格
を
、１
７
１
セ
ン
ト（「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」

時
の
41
・
５
セ
ン
ト
の
４
・
１
倍
）
ま
で
引
き
上
げ
た
。

１
７
１
セ
ン
ト
の
輸
出
価
格
が
保
障
さ
れ
、
か
つ
収
穫

量
を
「
コ
ー
ヒ
ー
危
機
」
前
の
水
準
（
２
倍
）
に
戻
せ

ば
、
１
世
帯
２
人
の
子
供
た
ち
を
、
下
記
の
ル
カ
ニ
中

学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
議
決
か
ら
で

あ
る
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
い
て
も
、
国

際
基
準
の
20
セ
ン
ト
／
ポ
ン
ド
よ
り
も
３
セ
ン
ト
多
く

支
払
っ
て
、ル
カ
ニ
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー

（
図
書
室
、
会
議
室
、
保
育
園
な
ど
）、
中
学
校
、
コ
ー

ヒ
ー
加
工
・
育
苗
場
の
建
設
費
の
一
部
な
ど
、
社
会
開

発
の
経
費
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
村
民
か
ら
の
募
金
や
政
府
か
ら
の
支
援
で
建

設
を
始
め
な
が
ら
資
金
不
足
で
未
完
成
だ
っ
た
ル
カ
ニ

中
学
校
を
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
で
完
成

さ
せ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
身
近
で
安
価
な

中
学
校
に
子
供
た
ち
を
通
わ
せ
る
費
用
が
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
村
民
た

ち
は
す
ぐ
に
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
意
欲
を
取
り
戻
し
た

の
で
あ
る
。農
協
が
主
体
と
な
っ
て
、ま
ず
は
コ
ー
ヒ
ー

（
有
機
生
産
可
能
な
耐
病
性
を
高
め
た
新
品
種
）
の
苗

木
、
そ
し
て
庇
陰
樹
用
林
木
の
苗
木
を
村
民
た
ち
に
配

布
し
、コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
復
興
に
努
め
は
じ
め
た
。「
キ

ハ
ン
バ
」
の
さ
ら
な
る
崩
壊
は
止
ま
り
、
苗
木
の
成
長

に
と
も
な
っ
て
森
林
や
「
キ
ハ
ン
バ
」
も
復
興
し
て
い

く
。完

全
な
る
復
興
に
は
数
十
年
か
か
る
が
、
街
に
出
稼

ぎ
に
出
た
若
者
た
ち
の
帰
村
も
進
ん
で
、「
コ
ー
ヒ
ー

危
機
」
で
25
㌧
ま
で
半
減
し
た
収
穫
量
が
、
危
機
前
の

水
準
を
超
え
る
65
㌧
（
２
０
１
７
年
）
に
ま
で
回
復
し

た
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
コ
ー
ヒ
ー
と
し
て
日
本
へ
輸

出
し
て
い
る
の
は
高
品
質
の
原
料
豆
の
み
18
㌧
（
１
コ

ン
テ
ナ
分
）
で
あ
る
が
、
今
や
２
コ
ン
テ
ナ
分
の
輸
出

が
可
能
に
な
り
、
新
た
な
販
売
先
を
見
つ
け
だ
す
新
た

な
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

ル
カ
ニ
村
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

価
格
形
成
の
基
準
に
則の

っ
とり

、
日
本
に
輸
入
す
る
の
は
京

都
の
キ
ョ
ー
ワ
ズ
珈
琲
で
あ
る
。
ル
カ
ニ
村
農
協
か
ら

の
よ
り
直
接
的
な
購
入
で
、
品
質
劣
化
の
回
避
や
流
通

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
い
る
が
、
生
産
者
支
援
の
た

め
の
高
い
購
入
価
格
は
や
は
り
、
焙
煎
豆
の
小
売
価
格

を
大
き
く
引
き
上
げ
る
（
非
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
約
１
・
５
倍
）。
そ
こ
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
高
価
で
も
消
費
が
進
む
よ
う
に
、
コ
ー

ヒ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

消
費
者
に
ル
カ
ニ
村
に
滞
在
し
て
も
ら
い
、

上
記
の
よ
う
な
産
地
・
生
産
者
支
援
や
森
林

保
全
が
で
き
る
と
い
う
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

が
上
乗
せ
す
る
品
質
を
、
自
ら
の
目
で
確
認

し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
品
質
、す
な
わ
ち
「
社

会
貢
献
で
き
る
」
品
質
に
対
し
て
積
極
的
に

代
金
を
支
払
う
消
費
者
は
、「
消
費
者
教
育
推

進
法
」（
２
０
１
２
年
施
行
）
に
よ
っ
て
政

府
が
育
成
を
め
ざ
す
「
消
費
者
市
民
」（「
現

在
お
よ
び
将
来
の
世
代
に
わ
た
っ
て
社
会
経

済
情
勢
や
地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

こ
と
を
自
覚
し
て
消
費
行
動
を
す
る
」
市
民
）

で
あ
る
と
言
え
る
。「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」
の

産
地
・
ル
カ
ニ
村
に
お
け
る
森
林
・
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
再
生
は
、
同
コ
ー
ヒ
ー
の
世
界
一

の
消
費
地
・
日
本
に
お
け
る
飲
用
の
仕
方
に
依
存
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

注
１　

Food and A
griculture O

rganization (FA
O

), Globally Im
portant 

A
gricultural H

eritage System
s (GIA

H
S), http://w

w
w

.FA
O

.org/
GIA

H
S/en/ 

、
遠
藤
芳
英
「
世
界
農
業
遺
産
の
概
要
」
第
１
～
３
回
、
Ｆ
Ａ

Ｏ
駐
日
連
絡
事
務
所
、http://w

w
w

.FA
O

.org/japan/portal-sites/giahs/
jp/ 注

２　

例
え
ば
、
堀
口
俊
英
『
コ
ー
ヒ
ー
の
テ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
』
柴
田
書
店
、

２
０
０
７
年
、
７
頁
、
辻
村
英
之
『
増
補
版　

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
経
済
論
』

太
田
出
版
、
２
０
１
２
年
、
１
０
５
頁
。

注
３　

詳
し
く
は
、
前
掲
書
、
98

－

１
０
６
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い

注
４　

詳
し
く
は
、
辻
村
英
之
『
農
業
を
買
い
支
え
る
仕
組
み
』
太
田
出
版
、

２
０
１
３
年
、
第
５
章
、
キ
ョ
ー
ワ
ズ
珈
琲
株
式
会
社
、https://w

w
w

.
kyow

as.co.jp/torikum
i/kyoiku_rukani.htm

l

、 

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い

フェアトレード・プレミアムで後押しするルカニ中学校の建設
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神
の
食
べ
物
「
テ
オ
ブ
ロ
マ
・
カ
カ
オ
」

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
人
気
が
加
速
し
て
い
る
。
全
日
本

菓
子
協
会
の
統
計
に
よ
る
と
、
小
売
り
販
売
市
場
は
、

２
０
０
０
年
代
は
４
０
０
０
億
円
／
年
を
超
え
る
程
度

で
推
移
し
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年
に
は
５
５
０
０
億

円
に
達
し
た
。
背
景
に
は
、
カ
カ
オ
の
健
康
効
果
へ
の

注
目
が
あ
る
。
カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
テ
オ
ブ
ロ

ミ
ン
な
ど
カ
カ
オ
豆
の
成
分
は
、
動
脈
硬
化
予
防
や
美

容
、
抗
ス
ト
レ
ス
効
果
、
が
ん
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
、
か
つ
て
は
高
い
砂
糖
含
有
量
ゆ
え
に
「
虫
歯
に

な
る
」「
太
る
」と
認
識
さ
れ
て
い
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
、

高
カ
カ
オ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
限
っ
て
は
む
し
ろ
積
極
的

に
摂
取
さ
れ
る
食
品
へ
と
変へ

ん

貌ぼ
う

し
つ
つ
あ
る
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
は
も
ち
ろ
ん
、
カ
カ
オ
で
あ

る
。
学
名
を
「
テ
オ
ブ
ロ
マ
・
カ
カ
オ
」
と
言
い
、
ギ

リ
シ
ャ
語
で
「
神
（
テ
オ
）」
の
「
食
べ
物
（
ブ
ロ
マ
）」

を
意
味
す
る
。
赤
道
を
挟
ん
で
南
北
20
度
以
内
の
カ
カ

オ
ベ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
生
育
す
る
。
幹
や
太

め
の
枝
に
直
接
小
さ
な
花
が
咲
き
、
カ
カ
オ
ポ
ッ
ド
と

呼
ば
れ
る
黄
色
や
紫
、
赤
色
の
鮮
や
か
な
実
が
ぶ
ら
下

が
る
。
ポ
ッ
ド
の
大
き
さ
や
形
は
品
種
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
が
、
一
般
的
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う

な
形
と
さ
れ
、
硬
い
ポ
ッ
ド
を
割
る
と
白
い
果
肉
（
パ

ル
プ
）
に
包
ま
れ
た
種
子
（
豆
）
が
30
～
40
個
程
入
っ

て
い
る
。
パ
ル
プ
の
80
％
ほ
ど
は
水
分
で
あ
る
が
、
糖

分
や
ク
エ
ン
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
も
含
ま

れ
て
お
り
、
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
歩
き
回
っ
た
後
に

食
べ
る
と
ラ
イ
チ
の
よ
う
な
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
格
別
に
美お

味い

し
い
。

「
発
酵
食
品
」
で
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

で
は
、
熱
帯
雨
林
で
生
ま
れ
た
カ
カ
オ
が
魅
惑
的
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
る
過
程
を
見
て
み
よ
う
。
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
は
実
は
発
酵
食
品
で
あ
り
、
発
酵
が
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
品
質
を
大
き
く
左
右
す
る
。
発
酵
に
よ
る
複

雑
な
化
学
変
化
に
よ
っ
て
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
香
り
の

も
と
と
な
る
前
駆
体
が
作
ら
れ
、
苦
味
や
え
ぐ
み
を
軽

減
し
、
複
雑
な
ア
ロ
マ
や
フ
レ
ー
バ
ー
を
生
み
出
す
の

で
あ
る
。
カ
カ
オ
パ
ル
プ
の
約
10
％
は
糖
分
で
あ
り
、

多
く
の
場
合
は
バ
ナ
ナ
の
葉
に
生
息
す
る
酵
母
に
よ
る

嫌
気
発
酵
で
発
酵
が
始
ま
る
。
パ
ル
プ
を
直
接
バ
ナ
ナ

の
葉
に
く
る
ん
だ
り
、
パ
ル
プ
を
入
れ
た
木
箱
を
バ
ナ

ナ
の
葉
で
蓋ふ

た

を
し
た
り
す
る
。
酵
母
が
糖
分
を
エ
タ

ノ
ー
ル
に
分
解
し
、
糖
分
が
減
少
し
た
頃
に
パ
ル
プ
を

攪か
く

拌は
ん

し
て
空
気
を
入
れ
る
こ
と
で
、
好
気
性
の
乳
酸
菌

や
酢
酸
菌
が
増
え
る
。
酢
酸
菌
が
エ
タ
ノ
ー
ル
か
ら
酢

酸
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
豆
に
染
み
込
み
、
胚は

い

乳に
ゅ
う

中

の
た
ん
ぱ
く
質
を
加
水
分
解
し
、
拡
散
す
る
こ
と
で
、

糖
や
酸
が
生
じ
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
フ
レ
ー
バ
ー
に
重

要
な
前
駆
物
質
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

カ
カ
オ
発
酵
の
難
し
さ
は
、
外
部
条
件
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
あ
る
。
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
の
よ
う
に
、
野
生

の
菌
の
働
き
を
抑
制
で
き
る
環
境
で
、
ス
タ
ー
タ
ー
菌

を
用
い
て
発
酵
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
訳
で
は
な

い
。な
に
せ
微
生
物
の
宝
庫
で
あ
る
熱
帯
雨
林
で
あ
る
。

カ
カ
オ
ポ
ッ
ド
を
割
っ
た
瞬
間
か
ら
、
な
に
か
し
ら
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ク
ル
ミ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ン 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ア
マ
モ
ス
・
ア
マ
ゾ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
　
武
田
真
由
子

農
作
物
と
し
て
の
カ
カ
オ
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
を
考
え
る

その７

暮らしの
中の熱帯

40

170

240

240

260

260

880

2,000

0 500 1,000 1,500 2,000

パプア
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ナイジェリア
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ガーナ
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ジボワール

単位:1,000ｔ出典：国際カカオ機関

国別のカカオ豆生産量（2017/2018)  
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発
酵
が
始
ま
っ
て
い
る
。カ
カ
オ
の
品
種
や
収
穫
時
期
、

バ
ナ
ナ
の
葉
に
生
息
す
る
酵
母
菌
の
種
類
、
発
酵
に
用

い
る
木
箱
に
生
息
す
る
在
来
菌
、
温
度
や
雨
量
、
一
度

に
発
酵
す
る
量
や
攪
拌
期
間
、
発
酵
時
間
、
な
ど
が
影

響
す
る
。
こ
れ
ら
の
変
数
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
り
、
同
じ
農
家
で
も
バ
ッ
チ

ご
と
に
味
が
違
っ
た
り
す
る
。
加
え
て
、
カ
カ
オ
の
発

酵
自
体
、
産
地
と
消
費
地
が
離
れ
て
お
り
、
生
産
者
と

消
費
者
の
交
流
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
や

日
本
酒
と
比
べ
て
も
研
究
が
遅
れ
て
お
り
、
ま
だ
分

か
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

地
域
や
品
種
に
よ
る
が
、
１
週
間
前
後
の
発
酵
期
間

の
の
ち
、乾
燥
の
プ
ロ
セ
ス
に
進
む
。水
分
を
７
～
８
％

ま
で
落
と
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
乾
燥
が
遅
す
ぎ
る

と
発
酵
が
進
み
す
ぎ
て
し
ま
う
し
、
早
す
ぎ
る
と
表
面

の
み
乾
い
て
酸
味
が
中
に
残
っ
て
し
ま
う
。

〝Bean to bar

〟
新
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
形

「
発
酵
」の
他
に
も「
カ
カ
オ
の
遺
伝
子
」「
テ
ロ
ワ
ー

ル
」
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
質
に
影
響
を
与
え
る
と
言

わ
れ
、
ワ
イ
ン
の
よ
う

に
品
種
や
産
地
ご
と
で

フ
レ
ー
バ
ー
も
か
な
り

特
徴
が
出
て
く
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
大
企
業

は
豆
の
品
質
よ
り
も
、

よ
り
安
く
、
よ
り
大
量

に
購
入
で
き
る
産
地
を

求
め
、
結
果
様
々
な
カ

カ
オ
豆
を
混
ぜ
て
大
量

の
砂
糖
や
香
料
、
植
物
油
、
乳
化
剤
な
ど
を
加
え
る
こ

と
で
、
均
一
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

製
品
を
生
産
し
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
そ
の
フ
レ
ー
バ
ー
の
違
い
に
注

目
し
た
新
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
「Bean to bar

」
の

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。Bean

（
カ
カ
オ
豆
）
か
ら

Bar

（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）
ま
で
一
貫
し
て
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
作
ら
れ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
、『
＊
＊
＊
産　

82
％
』
な
ど
、
カ
カ
オ
豆
の
産
地
に
こ
だ
わ
り
、
そ
の

フ
レ
ー
バ
ー
を
生
か
す
た
め
カ
カ
オ
の
含
有
量
が
多

か
っ
た
り
、他
の
原
料
が
砂
糖
の
み
で
あ
っ
た
り
す
る
。

発
祥
の
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
０
７
年
に
10
ブ

ラ
ン
ド
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
の
、
２
０
１
６
年
に
は

１
５
０
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
が
存
在
し
て
お
り
、
日
本
で

も
こ
の
10
年
で
急
増
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
現
在

１
０
０
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
う
。

Bean to bar

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
そ
の
値
段
も
従
来
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
一
線
を
画
し
、
50
㌘
で
１
０
０
０
円

以
上
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
原
料
で
あ
る
カ
カ

オ
も
従
来
の
先
物
取
引
銘
柄
で
あ
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
・

カ
カ
オ
市
場
で
は
な
く
、
質
に
こ
だ
わ
る
フ
ァ
イ
ン
・

カ
カ
オ
市
場
か
ら
調
達
さ
れ
る
。
フ
ァ
イ
ン
・
カ
カ
オ

豆
の
確
保
に
は
、
農
家
た
ち
の
品
質
追
求
へ
の
協
力
と

細
や
か
な
仕
事
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
場
間
で
２
～
３

倍
の
価
格
差
が
あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
こ
の
動
き

は
、
貧
し
い
小
農
が
大
半
を
占
め
る
世
界
の
カ
カ
オ
農

家
に
と
っ
て
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
、
今
、
カ
カ
オ
は

貧
困
削
減
や
環
境
保
全
の
分
野
か
ら
も
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る
。

カ
カ
オ
の
高
付
加
価
値
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
こ
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
お
け

る
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
た
い
。
ブ
ラ
ジ
ル

は
世
界
の
約
８
分
の
１
の
森
林
を
有
す
る
一
方
で
、
世

界
一
の
森
林
減
少
国
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
森
林
面
積

の
約
７
割
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ

の
豊
か
な
生
態
系
は
、
年
間
減
少
量
こ
そ
ピ
ー
ク
と
比

べ
た
ら
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
森
林

減
少
が
続
い
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
法
定
ア
マ
ゾ
ン
地
域

の
約
45
％
の
森
林
が
集
中
し
て
い
る
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

は
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
率
40
％
を
超
え
る
他
州
に
囲
ま

れ
な
が
ら
も
、
主
要
都
市
と
陸
路
で
繋
が
っ
て
お
ら
ず

ア
ク
セ
ス
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
２
０
１
４
年
時
点
で

は
減
少
率
２
％
と
森
林
が
比
較
的
守
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
近
年
幹
線
道
路
の
整
備
に
伴
い
州
南
部
で
の
森

林
減
少
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、
２
０
１
６
年
に
は

他
州
と
比
べ
て
も
最
も
高
い
森
林
減
少
率
を
記
録
し
、

２
０
１
７
年
に
は
政
府
が
定
め
る
「m

unicipalities 

for actions of prevention, m
onitoring and 

control of deforestation

」
に
、
新
た
に
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
南
部
の
３
都
市
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
で

あ
る
マ
ニ
コ
レ
市
（
行
政
区
）
に
お
い
て
、
日
本
の

幹から直接実がなるカカオの木。剪定（せんてい）して４～５
ｍくらいに保つことが多いが、野生種カカオは高さ15ｍほどあ
るものも珍しくない

ライチのように甘酸っぱいパルプ。パルプの糖分量が発酵の質
に大きく関与する
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
２
０
０
８
～
２
０
１
５
年
は
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
、

２
０
１
６
年
以
降
は
筆
者
が
所
属
す
る
ク
ル
ミ
ン
・

ジ
ャ
ポ
ン
）
が
中
心
と
な
っ
た
「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト

リ
ー
＆
カ
カ
オ
の
高
付
加
価
値
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
ニ
コ
レ
市
の
農
村
部
住
民
の
多
く
は
、
伝
統
的
に

川
べ
り
で
の
焼や

き

畑は
た

に
よ
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
芋
単
一
栽
培
な

ど
で
半
自
給
自
足
生
活
を
送
っ
て
き
た
が
、
近
年
現
金

収
入
を
求
め
た
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
絶
え
な
い
。
ア

マ
ゾ
ン
地
域
の
大
規
模
森
林
破
壊
の
主
な
原
因
は
、
大

規
模
伐
採
（
違
法
を
含
む
）、
牧
場
開
発
、
大
規
模
農

場
開
発
で
あ
る
が
、「
森
の
番
人
」
で
あ
る
農
民
の
人

口
流
出
が
そ
の
森
林
破
壊
を
悪
化
さ
せ
る
。
広
大
な
ア

マ
ゾ
ン
地
域
に
お
い
て
、
法
に
よ
る
伐
採
規
制
の
実
効

性
は
必
ず
し
も
期
待
で
き
ず
、
従
来
「
森
の
番
人
」
の

機
能
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、
持
続
的
な
形
で
自
然
資

源
を
利
用
し
て
き
た
農
民
た
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
収
奪

的
な
伐
採
は
彼
ら
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、
リ

ス
ク
が
発
生
す
る
と
地
元
の
農
民
た
ち
が
黙
っ
て
は
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
森
の
番
人
」
が
不
在
と
な
っ
た

土
地
は
、
木
材
伐
採
業
者
や
牧
場
開
発
者
に
転
売
さ
れ

る
な
ど
、
大
規
模
な
森
林
破
壊
へ
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
が
高
く

な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
農
業
へ
の
先
行
き
不

安
か
ら
違
法
金
採
掘
に
従
事
す
る
も
の
が
急
増
し
て
お

り
水
銀
汚
染
の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る
。
農
民
た
ち
の

大
半
は
、
暮
ら
し
慣
れ
た
森
を
離
れ
て
街
に
移
住
す
る

こ
と
も
、
貴
重
な
食
料
源
で
あ
り
生
活
の
基
盤
で
あ
る

川
を
汚
す
こ
と
も
望
ん
で
お
ら
ず
、
経
済
的
困
窮
ゆ
え

に
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
環
境

保
全
型
農
業
に
よ
る
農
民
の
収
入
向
上
が
、
ア
マ
ゾ
ン

の
森
や
川
の
保
全
を
担
保
す
る
と
し
、
２
０
０
８
年
よ

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
第

一
人
者
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｔ
Ａ
（
ト
メ
ア
ス
総
合
農
業
協

同
組
合
）
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
遷
移
型
ア
グ
ロ
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
（
二
次
林
の
植
生
遷
移
を
模
し
て
有
用
植

物
の
時
系
列
栽
培
を
行
う
農
法
。
森
林
生
態
系
を
積
極

的
に
模
倣
、
活
用
し
な
が
ら
農
家
に
と
っ
て
経
済
価
値

の
高
い
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、
森
林
保
全
と
収
入

向
上
の
両
立
が
期
待
さ
れ
る
。）
の
普
及
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
結
果
、
元
々
「
苗
を
植
え
る
」「
農
業
で
生

計
を
安
定
さ
せ
る
」
と
い
う
習
慣
す
ら
な
か
っ
た
地
域

に
少
し
ず
つ
意
識
の
変
化
が
生
ま
れ
始
め
、
森
林
生
態

系
を
維
持
し
な
が
ら
、
収
入
向
上
を
目
指
す
ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
農
場
が
増
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
鍵

と
な
る
高
付
加
価
値
換
金
作
物
と
し
て
目
を
つ
け
た
の

が
カ
カ
オ
で
あ
る
。
実
は
カ
カ
オ
は
元
々
、
そ
の
性
質

上
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
方
式
と
相
性
が
良
い
。
カ

カ
オ
の
発
育
に
は
、
強
烈
な
熱
帯
の
日
光
か
ら
実
を
守

る
シ
ェ
ー
ド
ツ
リ
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
熱
帯
植
物

の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
受
粉
に
虫
が
必
要
な
虫

媒
花
で
あ
る
こ
と
、
土
中
に
大
量
の
水
分
が
必
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
多
種
多
様
な
樹
木
と
混
植
す
る

こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
ま
た
、
カ
カ
オ
の
木
は
落

葉
が
多
い
た
め
、
他
の
作
物
の
良
い
肥
料
に
も
な
る
。

そ
の
上
、
世
界
的
に
需
要
が
伸
び
て
お
り
、
ま
た
、
適

切
に
乾
燥
さ
せ
れ
ば
１
～
２
年
は
保
存
で
き
る
こ
と
か

ら
も
、
非
常
に
広
範
な
範
囲
に
ま
ば
ら
に
暮
ら
し
、
市

場
ア
ク
セ
ス
が
極
端
に
悪
い
多
く
の
ア
マ
ゾ
ン
農
家
で

も
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
原
産
地
に
近

い
こ
の
地
域
で
は
伝
統
的
に
育
て
ら
れ
て
い
る
作
物
で

あ
り
、
世
界
的
に
も
貴
重
な
野
生
種
も
存
在
す
る
。

よ
り
源
泉
に
近
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
へ

野
生
種
カ
カ
オ
は
バ
ル
ゼ
ア
（
氾は

ん

濫ら
ん

原げ
ん

）
と
い
う
川

沿
い
の
土
地
に
育
つ
。
ア
ン
デ
ス
山
脈
か
ら
流
れ
出
し

て
く
る
多
く
の
有
機
質
の
お
か
げ
で
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域

随
一
の
肥ひ

沃よ
く

さ
を
誇
る
バ
ル
ゼ
ア
地
域
は
肥
料
を
使
用

し
な
く
と
も
、
作
物
が
非
常
に
よ
く
育
ち
、
野
生
種
カ

カ
オ
も
、
肥
料
も
農
薬
も
使
わ
ず
育
つ
。
ま
た
、
こ
の

野
生
種
カ
カ
オ
は
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
で
普
及
さ
れ
て
い
る

品
種
改
良
種
に
比
べ
豆
の
サ
イ
ズ
が
非
常
に
小
さ
く
、

経
済
的
価
値
が
劣
る
と
し
て
、長
年
見
放
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
商
品
価
値
を
あ
げ
る
発
酵
技
術
が
普
及
し

て
お
ら
ず
、貴
重
な
カ
カ
オ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

カ
カ
オ
バ
タ
ー
抽
出
用
に
非
常
に
安
価
で
取
引
さ
れ
て

い
た
。そ
こ
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
技
術
を
教
え
試
験
的

に
発
酵
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
フ
ロ
ー
ラ
ル

で
味
わ
い
豊
か
な
カ
カ
オ
が
出
来
上
が
っ
た
。そ
の
後
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
改
善
を
重
ね
つ
つ
、
２
０
１
８
年

に
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
初
と
な
る
日
本
へ
の
カ
カ
オ
豆
の

輸
出
も
行
わ
れ
、bean to bar

の
先
駆
者
で
あ
る
三

枝
俊
介
氏
が
展
開
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「
パ
レ 

ド 

オ
ー
ル
」

の
中
で
も
、
彼
が
高
く
評
価
す
る
カ
カ
オ
で
作
ら
れ
る

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
〝
テ
ロ
ワ
ー
ル
シ
ョ
コ
ラ

２
０
１
９
〟
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
高
評
価
を
得
た
。

現
在
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
農
家
へ
の
支
払

額
は
、
12
～
14
レ
ア
ル
（
約
３
・
５
㌦
）
／
㌔
㌘
で
あ

り
、
未
発
酵
豆
の
２
～
３
倍
で
あ
る
上
、
世
界
的
に
見

て
も
高
い
買
い
取
り
価
格
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
カ

カ
オ
発
酵
は
非
常
に
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
携
帯

電
話
も
通
じ
ず
、
陸
路
が
な
い
た
め
車
の
７
～
８
倍
近

く
の
ガ
ソ
リ
ン
量
を
消
費
す
る
ボ
ー
ト
し
か
交
通
手
段
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が
な
い
本
地
域
で
は
、
農
家
を
指
導
訪
問
す
る
だ
け
で

も
非
常
に
苦
労
が
伴
い
、
輸
出
用
の
発
酵
が
で
き
る
農

家
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
き
た
関
係
者
や
農
家
た
ち

に
と
っ
て
、
世
界
的
に
見
た
ア
マ
ゾ
ン
と
い
う
自
然
の

価
値
、か
つ
そ
れ
を
守
る
環
境
保
全
型
農
作
物
が
持
つ
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
付
加
価
値
や
可
能
性
を
知
る
こ

と
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で
生
産
さ
れ
る
唯
一
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
「N

a'kau

」
の
製
造
工
房
と
協
力
関
係
を

結
び
、
現
地
に
お
い
て
共
同
の
発
酵
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
た
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
開
発
も
行
っ
た
り
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
遠
く
離
れ
て
い
た
生
産
者
と
加
工
者
の

距
離
が
ぐ
ん
と
近
く
な
っ
た
。「N

a'kau

」の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
は
、
カ
カ
オ
農
家
の
顔
が
印
刷
さ
れ
、
ア
マ
ゾ

ン
の
豊
か
さ
や
各
農
家
の
人
生
、
カ
カ
オ
と
の
関
わ
り

な
ど
が
説
明
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
封
入
さ
れ
て
い

る
。
ア
マ
ゾ
ン
発
祥
の
カ
カ
オ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ

て
以
来
、
ス
タ
ー
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
や
多
国
籍
企
業
の

も
の
で
あ
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。「N

a'kau

」
は
、
カ

カ
オ
原
産
地
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
の
土
地
や
農
家
に
よ
り

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
、
よ
り
源
泉
に
近
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、

現
在
ブ
ラ
ジ
ル
、日
本
、ア
メ
リ
カ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

不
安
定
な
自
然
が
生
み
出
す
風
味

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
発
酵
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
質

を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
の
発
酵
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
の
は
容
易
で
な
い
。
イ
ン
フ
ラ
や
資
本
の
整
っ
た
地

域
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
、
安
定
し
た
品
質

を
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
圧
倒

的
に
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
す
る
ア
マ
ゾ
ン
奥
地
で
あ
る
。

従
来
、
そ
の
不
安
定
さ
は
市
場
に
お
い
て
不
利
な
も
の

と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
て
み
れ
ば
、

カ
カ
オ
は
農
作
物
で
あ
り
、
元
々
農
作
物
は
気
候
や
自

然
環
境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

農
作
物
を
工
業
製
品
の
よ
う
に
、
効
率
よ
く
、
画
一
規

格
で
そ
ろ
え
る
た
め
、
種
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
肥
料
・

農
薬
を
大
量
投
入
す
る
大
規
模
工
業
型
農
業
が
生
ま
れ

た
結
果
が
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
お
け
る
大
豆
畑
の
よ
う

に
熱
帯
雨
林
破
壊
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
農
作
物
」
に
つ
い
て
一
考
を
投
じ
る
価
値
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
森
林
生
態
系
と
共
存
し
、
ア
ン
デ
ス
山

脈
と
川
の
栄
養
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
世
界
一
を
誇
る
生

態
系
に
く
ら
す
膨
大
な
微
生
物
た
ち
が
う
ま
み
を
醸
し

出
す
。
ま
さ
に
自
然
そ
の
も
の
の
カ
カ
オ
で
あ
る
。
画

一
的
な
テ
イ
ス
ト
で
な
く
と
も
、
そ
れ
こ
そ
が
自
然
の

生
み
出
す
風
味
で
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者

は
、
現
地
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
中
で
、
持
続

性
担
保
の
た
め
に
は
ア
マ
ゾ
ン
と
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
感
じ
、「
ア
マ
モ
ス
・

ア
マ
ゾ
ン
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
上
記
「N

a'kau

」

や
カ
カ
オ
、
そ
の
他
ア
マ
ゾ
ン
の
社
会
と
環
境
を
助
け

る
ア
マ
ゾ
ン
産
品
を
日
本
で
普
及
・
販
売
す
る
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
食
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、「
工
業
製
品
」
で
な
い
「
農
作
物
」
と
し

て
の
食
品
の
楽
し
み
方
が
広
が
る
こ
と
が
、
結
果
的
に

森
林
や
環
境
、
農
家
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
を
込
め
な
が
ら
、
カ
カ
オ
豆

か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

や
、
ア
マ
ゾ
ン
野
生
種
カ
カ
オ
豆
体
験
パ
ッ
ク
の
販
売

を
行
っ
て
い
る
。

温度や香り、カカオ豆のカットテストによって発酵具合を確
認する

地域によって様々な乾燥台が存在するが、アマゾン地域で
は直射日光で乾燥させ、夜や雨の日は移動式屋根をかぶ
せるタイプが多い

農家の顔がパッケージに印刷された「Na`kau」タブレット
シリーズ。クプアスやブラジルナッツなど、アマゾン特産食
材と組み合わせたシリーズもある
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日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
果
物
、
バ
ナ
ナ

南
国
の
果
物
〝
バ
ナ
ナ
〟。
手
で
簡
単
に
皮
を
む
い

て
食
べ
ら
れ
る
。
皮
が
厚
く
、
弁
当
や
遠
足
の
お
や
つ

に
持
っ
て
い
く
こ
と
も
容
易
だ
。
種
が
な
く
、
か
ぶ
り

つ
く
こ
と
が
で
き
る
。価
格
は
１
年
を
通
し
て
安
定
し
、

安
く
て
庶
民
の
味
方
で
あ
る
。
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養

が
豊
富
で
、
小
腹
を
満
た
し
て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
食
と
し
て
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
り
、
朝
食
代
わ

り
に
し
た
り
、

離
乳
食
に
使
わ

れ
た
り
と
幅
広

い
層
に
好
ま
れ

て
い
る
。
い
つ

で
も
気
軽
に
食

べ
ら
れ
て
、
健

康
を
支
え
て

く
れ
る
バ
ナ
ナ

は
、
私
た
ち
日

本
人
の
生
活
に

す
っ
か
り
溶
け

込
ん
で
い
る
。

近
年
、
日
本

の
食
文
化
は
変

化
し
、
果
物
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
特
に
ミ

カ
ン
と
リ
ン
ゴ
は
、
国
内
で
作
ら
れ
、
日
本
の
食
卓
に

馴な

染じ

み
深
い
果
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
は
右
肩
下

が
り
で
あ
る
。
総
務
省
の
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
一
世

帯
当
た
り
の
ミ
カ
ン
の
支
出
金
額
は
、
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
に
８
６
４
８
円
だ
っ
た
が
、
２
０
１
８
（
平

成
30
）年
に
は
３
７
６
６
円
と
半
分
以
下
に
な
っ
た（
総

務
省　

２
０
１
９
）。
リ
ン
ゴ
も
同
様
に
、
６
４
４
６

円
か
ら
３
９
２
８
円
と
４
割
減
に
な
っ
て
い
る
。一
方
、

バ
ナ
ナ
は
２
８
３
７
円
か
ら
４
１
１
３
円
に
増
加
。
ミ

カ
ン
を
追
い
抜
き
、
日
本
人
が
最
も
購
入
す
る
果
物
に

成
り
上
が
っ
た
の
だ
。
一
方
、
バ
ナ
ナ
と
同
様
に
輸
入

が
大
半
を
占
め
る
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
、
バ
ブ
ル
期

に
消
費
が
増
え
た
も
の
の
、近
年
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
。

バ
ナ
ナ
が
こ
こ
ま
で
愛
さ
れ
る
果
物
に
な
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
、
冒
頭
に
述
べ
た
バ
ナ
ナ
の
特
徴
が
日
本
人

の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

で
は
、
バ
ナ
ナ
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
。
バ

ナ
ナ
を
栽
培
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
役

割
を
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

日
本
で
の
バ
ナ
ナ
の
歴
史
と
バ
ナ
ナ
の
種
類

そ
も
そ
も
バ
ナ
ナ
と
は
ど
ん
な
植
物
な
の
か
。
バ
ナ

ナ
は
東
南
ア
ジ
ア
が
原
産
と
さ
れ
る
、
バ
シ
ョ
ウ
科
バ

シ
ョ
ウ
属
（M

usa spp.

）
の
多
年
生
草
本
。「
バ
ナ

ナ
の
木
」
と
い
う
が
、実
際
は
大
き
な
草
な
の
で
あ
る
。

植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
に
９
カ
月
以
上
か
か
る
。
食

用
バ
ナ
ナ
の
多
く
が
三
倍
体
（
注
１
）
で
、
種
を
作
ら

ず
、根
か
ら
出
た
吸
芽
を
移
植
し
て
増
や
さ
れ
て
き
た
。

現
在
は
ア
ジ
ア
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

バ
ナ
ナ
が
初
め
て
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
は
、

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
で
、
１
１
０
年
以
上
も
前
に

な
る
（
日
本
バ
ナ
ナ
輸
入
組
合 

２
０
１
９
）。
最
初
の

バ
ナ
ナ
は
台
湾
か
ら
や
っ
て
来
た
。
輸
入
会
社
の
設
立

に
よ
り
、
台
湾
か
ら
の
バ
ナ
ナ
の
輸
入
が
本
格
化
。
し

か
し
昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
庶
民
に
と
っ
て
バ
ナ
ナ
は

高
級
果
実
だ
っ
た
。
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

る
と
、
バ
ナ
ナ
の
輸
入
は
一
時
減
少
す
る
が
、
戦
後
は

輸
入
自
由
化
を
受
け
て
、
台
湾
以
外
か
ら
バ
ナ
ナ
の
輸

入
が
始
ま
っ
た
。
量
が
増
え
て
価
格
が
安
く
な
り
、
庶

民
の
手
が
届
く
果
物
と
な
っ
た
。

輸
入
自
由
化
後
の
バ
ナ
ナ
の
輸
入
量
は
、
一
時
は
エ

ク
ア
ド
ル
産
が
１
位
と
な
っ
た
が
、
現
在
に
至
る
ま
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
が
約
９
割
を
占
め
、
首
位
を
維
持
し

て
い
る
（
財
務
省 

２
０
１
９
）。
日
本
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
近
い
だ
け
で
な
く
、
米
国
の
多
国
籍
企
業
が
戦
後
の

日
本
の
市
場
成
長
に
注
目
し
、
米
国
の
植
民
地
だ
っ
た

バ
ナ
ナ
が
支
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
家
の
く
ら
し

その８

日
本
農
業
新
聞
編
集
局
　
北
村
碧

暮らしの
中の熱帯

果物の１世帯当たりの年間支出金額の推移（総務省のデータを基に筆者作成）
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フ
ィ
リ
ピ
ン
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
栽
培

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

２
０
１
７
年
の
世
界
の
バ
ナ
ナ
の
生
産
量
は

1
億
１
３
９
２
万
㌧
で
、
イ
ン
ド
の
生
産
量
が
最
も
多

く
、
全
体
の
４
分
の
1
を
占
め
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ 

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ 

２
０
１
７
）。
次
い
で
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
続
く
。
イ

ン
ド
で
生
産
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
は
ほ
ぼ
国
内
で
消
費
さ

れ
、
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
バ
ナ
ナ
大
国
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
の
米
に
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
と
い
う
品
種
が
あ
る
よ
う
に
、
バ
ナ
ナ
に
も
多
く

の
品
種
が
あ
る
。
日
本
で
流
通
す
る
バ
ナ
ナ
の
ほ
と

ん
ど
は
「
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（M

.acum
inata 

Cavendish Subgroup

）」
と
い
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

９
１
６
万
６
３
３
４
㌧
の
バ
ナ
ナ
が
生
産
さ
れ
て
い
る

（CountryST
A

T
 Philippines 2017

）。
そ
の
う
ち
、

キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
４
８
４
万
㌧
で
、
全
体
の
半

分
以
上
を
占
め
る
。
そ
の
多
く
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
に

位
置
す
る
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
、
大
規
模
な
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
（O

xfam
 2013

）。

そ
れ
以
外
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
消
費
さ
れ
る

ロ
ー
カ
ル
な
品
種
（
国
内
消
費
用
の
品
種
）
が
作
ら
れ

て
い
る
。
主
要
品
種
の
「
ラ
カ
タ
ン
（M

.acum
inata 

Lakatan

）」「
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
（M

.

× paradisiaca 
Latundan

）」「

カ

ル

ダ

バ
（M

.balbisiana 
Cardaba

）」
な
ど
、
約
90
種
類
が
あ
る
（Valm

ayor 

et al. 2000

）。
ラ
カ
タ
ン
と
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
は
、
キ
ャ

ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
同
様
、
生
の
ま
ま
食
べ
る
バ
ナ
ナ

で
あ
る
。
一
方
、
カ
ル
ダ
バ
は
、
ゆ
で
た
り
、
揚
げ
た

り
し
て
料
理
に
使
わ
れ
る
。

味
も
用
途
も
異
な
る
バ
ナ
ナ
品
種

筆
者
は
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年
に
か
け
て
複
数
回

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

品
種
の
栽
培
と
役
割
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
国
内
に
流

通
す
る
品
種
を
確
認
す
る
た
め
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
最
大

の
都
市
ダ
バ
オ
で
、
露
店
が
並
ぶ
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
訪
れ
た
。
ロ
ー
カ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
ラ
カ
タ
ン
と
カ
ル
ダ
バ
の
品
ぞ
ろ
え

が
豊
富
だ
が
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
売
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
カ
ル
ダ
バ
は
果
皮
が
緑
色
で
未
熟
な
も
の

と
、
熟
し
た
黄
色
の
も
の
が
売
ら
れ
て
い
た
。
包
装
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
並
べ
る
か
、
ひ
も
で
つ
る

さ
れ
て
い
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
訪
問
し

た
４
店
舗
の
う
ち
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
を
取
り

扱
っ
て
い
る
の
は
１
店
舗
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
店
舗
で

は
日
本
と
同
様
に
ポ
リ
袋
で
包
ま
れ
て
い
た
。

ダ
バ
オ
の
友
人
や
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
農
家
に
よ

る
と
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
日
常
的
に
食
べ
な
い

と
い
う
。
そ
の
理
由
の
多
く
は「
甘
く
な
い
か
ら
」だ
っ

た
。一
方
、フ
ィ

リ
ピ
ン
で
人
気

の
品
種
は
ラ
カ

タ
ン
だ
っ
た
。

ラ
カ
タ
ン
は
甘

み
が
強
い
の
が

特
徴
。
果
肉
は

濃
い
黄
色
で
、

こ
く
が
あ
り
、

芳ほ
う
じ
ゅ
ん

醇
な
香
り
が

口
に
広
が
る
。

甘
い
も
の
を
好
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ
て
は
、
た
ま

ら
な
い
品
種
だ
と
い
う
。
小
ぶ
り
で
皮
が
薄
い
ラ
ト
ゥ

ン
ダ
ン
は
、
白
い
果
肉
が
特
徴
。
酸
味
が
強
く
、
さ
っ

ぱ
り
と
し
て
い
て
、リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
風
味
も
感
じ
る
。

整
腸
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
時

に
食
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

料
理
用
バ
ナ
ナ
の
カ
ル
ダ
バ
は
、
露
店
や
飲
食
店
で

さ
ま
ざ
ま
な
調
理
が
さ
れ
、
頻
繁
に
食
べ
ら
れ
て
い

る
。
果
皮
が
緑
色
の
未
熟
な
も
の
は
、
包
丁
で
皮
を
む

き
、
ス
ー
プ
な
ど
の
具
材
に
使
わ
れ
る
。
用
途
は
イ
モ

と
同
様
で
、
食
感
や
味
も
サ
ツ
マ
イ
モ
に
近
い
。
果
皮

が
黄
色
く
熟
し
て
き
た
も
の
は
、
皮
ご
と
蒸
し
て
軽
食

に
す
る
。
熟
し
た
カ
ル
ダ
バ
を
油
で
揚
げ
て
砂
糖
を
ま

ぶ
し
、串
に
刺
し
た
も
の
は「
バ
ナ
ナ
キ
ュ
ー（banana 

que

）」
と
呼
ば
れ
、
露
店
な
ど
で
人
気
の
お
や
つ
で

あ
る
。
他
に
も
、
カ
ル
ダ
バ
を
春
巻
き
の
皮
で
巻
い
て

揚
げ
た
「
ト
ゥ
ロ
ン
（turon

）」
や
、
小
麦
粉
の
衣
に

つ
け
て
揚
げ
た
お
菓
子
も
あ
る
。
ま
た
、
バ
ナ
ナ
チ
ッ

プ
ス
や
バ
ナ
ナ
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
原
料
も
カ
ル
ダ
バ
で
あ

る
。
果
実
だ
け
で
な
く
、
花
（
雄
花
）
も
、
ゆ
で
て
サ

ラ
ダ
な
ど
に
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
日
本
で
一
般
的
に
流
通
し
て
い
る
キ
ャ

ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど
消

費
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
国
内
消
費

用
の
品
種
は
、
日
常
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
消
費
さ

れ
て
い
た
。

企
業
と
契
約
栽
培
す
る
「
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィッ
シ
ュ
」

バ
ナ
ナ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
多
数
存
在
す
る
パ

ナ
ボ
市
で
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
生
産
者
に
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
の
生
産
者
は
、
15
年
契
約

露店で売られるバナナ。手前がラカタン、奥にカルダバがある
（ダバオ市で、筆者撮影）
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で
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
単
一
栽
培
を
し
て
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
バ
ナ
ナ
は
１
年
を
通
し
て
収
穫
で

き
る
。
契
約
栽
培
で
は
1
週
間
に
１
回
収
穫
し
、
収
量

と
品
質
に
応
じ
た
金
額
が
支
払
わ
れ
る
。
１
週
間
の
収

穫
量
は
２
５
０
㌔
㌘
前
後
で
、
約
２
５
０
０
ペ
ソ
（
約

５
３
５
０
円
）（
注
２
）
の
収
入
を
得
て
い
た
。
房
１

㌔
当
た
り
の
単
価
は
、
高
品
質
な
Ａ
級
で
、
９
・
４
ペ

ソ
（
約
20
円
）
だ
っ
た
。

栽
培
に
か
か
る
農
薬
や
肥
料
な
ど
の
資
材
は
、
出
荷

時
の
金
額
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
。
契
約
期
間
中
は
バ
ナ

ナ
を
栽
培
す
る
農
地
に
他
の
作
物
を
植
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
企
業
と
の
価
格
の
交
渉
も
難
し
い
。
契
約
栽

培
の
生
産
者
は
農
業
に
従
事
し
、
他
の
仕
事
を
し
て
い

な
い
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
一
般
的
に
消
費
さ
れ
な
い
た

め
、
規
格
外
品
を
家
庭
で
食
べ
る
こ
と
は
な
く
、
豚
な

ど
の
家
畜
の
餌
や
堆た

い

肥ひ

に
さ
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
海

外
へ
輸
出
さ
れ
る
〝
製
品
〟
と
し
て
割
り
切
っ
た
栽
培

を
し
て
い
る
。
調
査
し
た
生
産
者
は
、
２
０
１
７
年
の

満
期
を
も
っ
て
、
契
約
を
解
除
し
た
と
聞
い
た
。

高
単
価
な
「
ラ
カ
タ
ン
」
と
非
常
食
に
な
る
「
カ
ル
ダ
バ
」

国
内
消
費
用
品
種
の
バ
ナ
ナ
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る

ダ
バ
オ
市
ラ
マ
ナ
ン
村
の
一
つ
の
集
落
で
、
生
産
者
に

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。
集
落
内
で
は
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
バ
ナ
ナ
の
単
一
栽
培
は
な
く
、
他
品

目
と
の
複
合
栽
培
が
さ
れ
て
い
た
。バ
ナ
ナ
以
外
に
は
、

コ
コ
ヤ
シ（Cocos nucifera

）や
カ
カ
オ（Theobrom

a 
cacao

）、
ド
リ
ア
ン
（Durio zibethinus

）、
ラ
ン

ソ
ネ
ス
（Lansium

 dom
esticum

）、
ラ
ン
ブ
ー
タ

ン
（Nephelium

 lappaceum

）、
パ
パ
イ
ア
（Carica 

papaya

）
な
ど
、多
く
の
果
樹
が
栽
培
さ
れ
る
。
一
方
、

米
や
野
菜
の
栽
培
は
少
な
い
。
こ
れ
は
ラ
マ
ナ
ン
村
が

中
山
間
地
に
位
置
し
、
平へ

い

坦た
ん

な
土
地
が
少
な
い
か
ら
と

考
え
ら
れ
る
。
生
産
者
は
農
業
以
外
の
仕
事
に
就
い
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
農
業
を
副
業
的
な
収
入
に
す
る
世

帯
も
あ
る
。

土
地
を
所
有
す
る
20
世
帯
の
う
ち
、
全
て
の
世
帯
で

カ
ル
ダ
バ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
自
家
消
費
が

中
心
で
あ
り
、
収
穫
量
が
多
け
れ
ば
仲
買
人
に
売
る
。

カ
ル
ダ
バ
を
販
売
す
る
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
の
は
、

20
世
帯
中
10
世
帯
だ
っ
た
。
そ
の
他
、
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン

を
栽
培
す
る
の
は
15
世
帯
で
、
自
家
消
費
す
る
他
、
収

穫
量
が
多
い
時
は
仲
買
人
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
か
、

軒
先
で
販
売
す
る
。
ラ
カ
タ
ン
栽
培
は
６
世
帯
に
と
ど

ま
っ
た
。
た
だ
、
ラ
カ
タ
ン
を
栽
培
す
る
６
世
帯
の
う

ち
、
５
世
帯
は
販
売
目
的
で
あ
り
、
仲
買
人
に
よ
る
定

期
的
な
買
い
取
り
が
さ
れ
て
い
た
。

仲
買
人
は
地
元
ダ
バ
オ
の
他
、
マ
ニ
ラ
な
ど
他
都
市

の
市
場
と
取
引
す
る
。
買
い
付
け
頻
度
は
ラ
カ
タ
ン
が

１
カ
月
に
２
回
、
カ
ル
ダ
バ
と
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
は
１
カ

月
に
１
回
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
１
㌔
当
た
り
の
平

均
単
価
は
、
ラ
カ
タ
ン
が
22
・
４
ペ
ソ
（
約
48
円
）、

カ
ル
ダ
バ
が
５
・
２
ペ
ソ
（
約
11
円
）、
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン

が
６
ペ
ソ
（
約
13
円
）。
甘
く
て
人
気
の
高
い
ラ
カ
タ

ン
は
単
価
が
高
く
、
生
産
者
に
と
っ
て
大
き
な
収
入
源

に
な
る
。

ラ
カ
タ
ン
の
生
産
者
は
、
農
業
収
入
に
占
め
る
ラ
カ

タ
ン
の
販
売
金
額
が
大
き
い
。
販
売
目
的
の
５
世
帯
の

う
ち
、
４
世
帯
は
農
業
収
入
の
７
割
以
上
を
ラ
カ
タ
ン

が
占
め
て
い

た
。
一
方
、
他

の
世
帯
で
は
、

コ
コ
ヤ
シ
や
カ

カ
オ
、
ド
リ
ア

ン
な
ど
が
農
業

収
入
の
大
半
を

占
め
る
。
コ
コ

ヤ
シ
は
３
カ
月

に
１
回
、
カ
カ

オ
は
１
年
に
２

キャベンディッシュを栽培する園地。果実は袋がかけられ、
地面は除草が徹底されている（パナボ市で、筆者撮影）

家の裏庭に植えられたカルダバ（ラマナン村で、筆者撮影）

ラカタンを買い付けに来た仲買人（ラマナン村で、筆者撮影）

庭先で販売されるラトゥンダン（ラマナン村で、筆者撮影）
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回
、
ド
リ
ア
ン
は
１
年
に
１
回
の
収
穫
で
、
収
入
を
得

る
回
数
は
バ
ナ
ナ
よ
り
少
な
い
。
金
額
は
小
さ
く
て
も

定
期
的
な
収
入
に
な
る
の
が
バ
ナ
ナ
な
の
で
あ
る
。
あ

る
生
産
者
に
よ
る
と
「
バ
ナ
ナ
の
収
入
は
給
料
で
、
コ

コ
ヤ
シ
や
ド
リ
ア
ン
な
ど
は
ボ
ー
ナ
ス
の
よ
う
な
も

の
」
だ
と
い
う
。

ラ
マ
ナ
ン
村
で
は
２
０
１
５
年
に
甚
大
な
干
ば
つ
が

発
生
し
、
そ
の
後
、
栽
培
す
る
作
物
に
変
化
が
生
じ
た
。

料
理
用
バ
ナ
ナ
の
カ
ル
ダ
バ
は
、
干
ば
つ
前
に
は
全
世

帯
が
栽
培
し
て
い
た
が
、
木
が
枯
れ
る
な
ど
で
17
世
帯

に
減
っ
た
。
干
ば
つ
前
ま
で
、
食
べ
る
よ
り
も
換
金
す

る
こ
と
を
優
先
し
て
い
た
世
帯
で
も
、
災
害
後
は
食
用

と
し
て
確
保
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
自
家
消
費
す
る
と
答
え
た
世
帯
は
13
世
帯
で
、
干

ば
つ
前
よ
り
も
増
加
。
あ
る
世
帯
で
は
カ
ル
ダ
バ
を
栽

培
す
る
理
由
に
つ
い
て
「
貧
し
く
て
米
が
買
え
な
い
時

に
主
食
に
な
る
か
ら
」
と
話
し
て
い
た
。

ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
は
３
世
帯
が
栽
培
を
や
め
、
販
売
す

る
割
合
も
減
少
し
た
。
ラ
カ
タ
ン
も
６
世
帯
か
ら
５
世

帯
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
４
世
帯
が
販

売
目
的
の
栽
培
を
続
け
た
。
バ
ナ
ナ
は
他
の
果
樹
と
異

な
り
、
植
え
付
け
か
ら
１
年
以
内
で
収
穫
で
き
る
。
コ

コ
ヤ
シ
や
カ
カ
オ
な
ど
収
穫
ま
で
数
年
を
要
す
る
果
樹

よ
り
も
、
早
く
収
入
を
得
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
他
の

品
種
よ
り
も
単
価
が
高
い
ラ
カ
タ
ン
は
、
農
業
収
入
を

確
保
す
る
た
め
に
選
ば
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
バ
ナ
ナ
栽
培

以
上
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
バ
ナ
ナ
の
役
割
を
ま

と
め
て
み
よ
う
。
私
た
ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
キ
ャ
ベ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ほ
と
ん
ど
消
費

さ
れ
ず
、〝
海
外
へ
輸
出
す
る
た
め
の
製
品
〟
と
し
て

栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
あ
く
ま
で
換
金

目
的
で
、
工
業
製
品
に
近
い
よ
う
に
も
感
じ
る
（
味

も
彼
ら
に
と
っ
て
、
さ
ほ
ど
お
い
し
く
な
い
よ
う
だ
）。

そ
れ
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
バ
ナ
ナ
生
産
量
の
半
分

以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
産
業
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
内
消
費
用
の
バ
ナ
ナ
は
、

品
種
に
よ
っ
て
生
産
者
へ
の
役
割
が
異
な
っ
て
い
た
。

甘
く
て
人
気
が
高
い
ラ
カ
タ
ン
は
、
国
内
市
場
に
需
要

が
あ
り
、
換
金
目
的
で
の
栽
培
が
目
立
っ
た
。
単
価
は

輸
出
す
る
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
よ
り
も
高
く
、
収
益

性
に
も
優
れ
て
い
る
。
農
業
収
入
の
主
役
に
な
り
得

る
品
種
で
あ
る
。
ラ
ト
ゥ
ン
ダ
ン
と
カ
ル
ダ
バ
は
、
自

家
消
費
を
目
的
に
し
た
栽
培
が
基
本
だ
っ
た
。
収
穫

時
に
余
剰
が
あ
れ
ば
販
売
に
回
す
。
特
に
カ
ル
ダ
バ
は

主
食
の
米
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
際
に
、
救
荒
植
物

と
し
て
役
立
っ
て
い
た
。
土
地
を
持
つ
世
帯
の
多
く

は
カ
ル
ダ
バ
を
植
え
て
い
た
。
非
常
時
の
食
料
と
し

て
、
ま
た
、
多
く
を
収
穫
で
き
た
と
き
に
は
売
っ
て
収

入
に
換
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
統
計
局

（CountryST
A

T
 Philippines

）
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、２
０
１
２
年
の
１
人
当
た
り
の
料
理
用
バ
ナ
ナ（
注

３
）
の
年
間
消
費
量
は
、
富
裕
層
で
６
・
５
㌔
に
対
し
、

貧
困
層
で
９
・
２
㌔
、
最
貧
困
層
で
12
・
１
㌔
と
な
っ

て
い
る
。
実
際
に
貧
し
い
人
々
は
、
米
の
代
わ
り
に
バ

ナ
ナ
を
食
べ
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
バ
ナ
ナ
は
、
品
種
に

よ
っ
て
特
徴
は
違
え
ど
、
収
入
源
で
あ
り
食
料
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
あ
っ
た
品
種
を
選
び
、

栽
培
し
て
い
る
。
１
年
中
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

干
ば
つ
な
ど
気
象
災
害
の
後
に
植
え
て
、
主
な
農
業
収

入
源
の
「
つ
な
ぎ
」
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
な
に
げ
な

く
庭
先
に
植
え
ら
れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
な
の
だ
。

近
年
、
日
本
で
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
バ
ナ
ナ
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
社
は
、
貧
し
い
農
家
の
自
立
を
目
指
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
在
来
品
種
「
バ
ラ
ン
ゴ
ン
（M

.acum
inata

‘Buńgulan

’）」
の
輸
入
に
取
り
組
む
。
化
学
農
薬
・

肥
料
を
使
わ
な
い
栽
培
で
、
生
産
者
に
も
消
費
者
に
も

安
心
な
バ
ナ
ナ
を
提
供
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
並
ん

で
い
る
バ
ナ
ナ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
が
選
択
肢

か
ら
選
ん
だ
品
種
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
バ
ナ
ナ

を
購
入
す
る
際
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
生
産
者
や
他
の

品
種
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

注
１　

基
本
数
の
３
倍
の
染
色
体
数
を
持
つ
生
物
体
。
正
常
な
減
数
分
裂
が
起

こ
ら
ず
、
種
子
が
作
れ
な
い
場
合
が
多
い
。

注
２　

１
フ
ィ
リ
ピ
ン
ペ
ソ
は
２
・
14
円
で
計
算
。

注
３　

カ
ル
ダ
バ
以
外
の
料
理
用
品
種
も
含
む
。
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料
理
、
お
菓
子
、
お
茶
な
ど
の
香
辛
料
と
し
て
広
く

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
シ
ナ
モ
ン

は
、
ク
ス
ノ
キ
科
の
木
で
あ
り
、
セ
イ
ロ
ン
シ
ナ
モ

ン
（
学
名: Cinnam

om
um

 verum

）
と
カ
ッ
シ
ア

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
主
に
ス
リ
ラ
ン

カ
で
栽
培
さ
れ
、
後
者
は
栽
培
量
の
多
い
も
の
と
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
栽
培
さ
れ
る
ジ
ャ
ワ
ニ
ッ
ケ
イ

（
学
名: C. burm

annii

）、
中
国
で
栽
培
さ
れ
る
シ
ナ

ニ
ッ
ケ
イ
（
学
名: C. cassia

）、
ベ
ト
ナ
ム
で
栽
培

さ
れ
る
サ
イ
ゴ
ン
シ
ナ
モ
ン
（
学
名: C. loureiroi

）

と
い
っ
た
種
類
が
あ
る
。
ニ
ッ
キ
飴あ

め

や
京
都
の
八
つ
橋

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
ニ
ッ
キ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
シ

ナ
ニ
ッ
ケ
イ
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ニ
ッ
ケ
イ
属

（Cinnam
om

um

）
を
総
称
し
て
シ
ナ
モ
ン
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
い
。
全
日
本
ス
パ
イ
ス
協
会
（
２
０
１
９
）

に
よ
る
と
日
本
は
毎
年
20
㌧
近
く
の
シ
ナ
モ
ン
を
輸
入

し
て
お
り
、
上
記
４
種
類
の
う
ち
日
本
で
も
っ
と
も
流

通
し
て
い
る
シ
ナ
モ
ン
は
中
国
産
の
シ
ナ
ニ
ッ
ケ
イ
で

あ
る
が
、
世
界
で
最
も
シ
ナ
モ
ン
が
栽
培
さ
れ
て
い
る

の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る
（
図
）。
本
稿
で
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
シ
ナ
モ
ン
生
産
量
の
約
60
％
を
担
う
ク

リ
ン
チ
県
に
お
け
る
シ
ナ
モ
ン
栽
培
と
国
立
公
園
の
関

係
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
森
林
開
発
と
森
林
保
護
政
策

シ
ナ
モ
ン
栽
培
の
話
に
入
る
前
に
、
シ
ナ
モ
ン
栽
培

が
行
わ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林
の
状
況
や
政

策
を
見
て
い
き
た
い
。
世
界
で
も
有
数
の
熱
帯
雨
林

を
有
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
が
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
時

代
（
１
９
６
８

－

１
９
９
８
）
に
推
し
進
め
ら
れ
た

開
発
政
策
を
契
機
に
急
激
に
森
林
面
積
が
減
少
し
た
。

１
９
９
９
年
の
民
主
化
以
降
も
森
林
面
積
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
原
因
の
一
つ
と
し
て
１
９
９
９

年
第
６
号
政
令
「
生
産
林
森
林
事
業
権
お
よ
び
林
産
物

採
取
許
可 

」
に
よ
っ
て
、
林
産
物
採
取
権
や
１
万
㌶

以
下
の
森
林
事
業
権
の
発
行
権
限
が
中
央
政
府
か
ら
地

方
政
府
に
移
り
、
地
方
政
府
が
歳
入
確
保
の
た
め
ラ
イ

セ
ン
ス
を
大
量
に
発
給
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

の
政
令
は
２
０
０
２
年
に
廃
止
さ
れ
許
可
権
限
は
中
央

に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、
森
林
減
少
の
対
策
と
し

て
政
府
は
２
０
１
１
年
よ
り
森
林
伐
採
を
一
時
凍
結
す

る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
実
施
し
た
。
し
か
し
森
林
減
少
は

進
行
し
、
１
９
９
０
年
ご
ろ
に
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
程

度
の
割
合
（
国
土
の
３
分
の
２
）
で
あ
っ
た
森
林
面
積

が
、
２
０
１
６
年
に
は
国
土
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い

る
（W

orld Bank, 2019

）。
２
０
１
８
年
に
は
森
林

減
少
の
一
因
と
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
新
規
開
発

を
３
年
間
停
止
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
実
施
を
大
統
領

が
指
示
し
て
い
る
。

開
発
の
一
方
で
、
１
９
８
２
年
バ
リ
島
で
世
界
国
立

公
園
会
議
（W

orld Parks Congress

）
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
や
１
９
９
０
年
に
生
物
多
様
性
お
よ
び
生
態

系
に
関
す
る
法
律
（U

ndang-undang N
o.5, 1990

）

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

全
土
で
森
林
や
生
態
系
の
保
護
を
目
的
と
し
た
国
立
公

園
設
置
が
進
み
、
現
在
に
至
る
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

内
で
52
の
国
立
公
園
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介

シ
ナ
モ
ン
栽
培
と
国
立
公
園
の
は
ざ
ま
で

その９
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す
る
ク
リ
ン
チ
県
は
県
の
面
積
の
約
60
％
（
20
万
㌶
）

が
ク
リ
ン
チ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
国
立
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

ク
リ
ン
チ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
国
立
公
園
は
ス
マ
ト
ラ
島
最
大

の
国
立
公
園
で
四
つ
の
州
に
ま
た
が
り
、
ス
マ
ト
ラ
ト

ラ
・
ス
マ
ト
ラ
ゾ
ウ
・
ラ
フ
レ
シ
ア
な
ど
の
生
息
地
と

な
り
貴
重
な
生
態
系
を
有
す
る
こ
と
か
ら
世
界
自
然
遺

産
「
ス
マ
ト
ラ
の
熱
帯
雨
林
遺
産
」
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
地
か
ら
、
ク
リ
ン
チ
県
で
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
他
地
域
で
見
ら
れ
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園

な
ど
へ
の
大
規
模
な
森
林
の
農
地
転
換
は
確
認
で
き
な

い
。

ク
リ
ン
チ
県
と
シ
ナ
モ
ン
栽
培

ク
リ
ン
チ
県
は
県
の
中
心
部
が
バ
リ
サ
ン
山
脈
に
囲

ま
れ
た
盆
地
と
な
っ
て
お
り
、
北
部
に
は
バ
リ
サ
ン
山

脈
最
高
峰
の
ク
リ
ン
チ
山
（
３
８
０
５
㍍
）
が
そ
び
え
、

県
の
中
心
に
は
ク
リ
ン
チ
湖
が
存
在
す
る
。
近
く
を
赤

道
が
通
る
熱
帯
地
域
で
は
あ
る
が
、
県
の
大
半
が
標
高

１
０
０
０
㍍
以
上
に
位
置
し
、
年
間
の
平
均
気
温
は

23
℃
と
一
年
を
通
し
て
過
ご
し
や
す
い
気
候
と
な
っ
て

い
る
。
ク
リ
ン
チ
盆
地
は
沖
積
平
野
で
あ
り
、
肥ひ

沃よ
く

な

土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
農
業
に
適
し
て
い
る
た
め
、
県

の
労
働
力
人
口
の
う
ち
約
62
％
が
農
家
で
あ
る
（BPS 

K
abupten K

erinci, 2018

）。

ク
リ
ン
チ
県
に
お
い
て
シ
ナ
モ
ン
の
栽
培
の
歴
史

は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
政
府
が
道
路
の
整
備
を
進
め
、

人
口
が
増
え
始
め
た
１
９
２
０
年
代
に
さ
か
の
ぼ
る 

（Suyanto et al., 2007

）。
人
々
は
初
め
シ
ナ
モ
ン
栽

培
の
た
め
に
焼や

き

畑は
た

休
閑
地
を
利
用
し
て
い
た
が
、
栽
培

量
が
増
え
る
に
つ
れ
肥
沃
な
土
地
を
求
め
て
熱
帯
雨
林

を
開
拓
し
て
い
っ
た
。
価
格
高
騰
と
い
っ
た
影
響
も
あ

り
、
１
９
６
０
年
代
に
は
６
０
０
０
㌶
で
あ
っ
た
ク
リ

ン
チ
県
に
お
け
る
シ
ナ
モ
ン
の
栽
培
面
積
は
国
立
公
園

が
設
定
さ
れ
る
１
９
９
０
年
付
近
に
は
４
万
２
０
０
０

㌶
ま
で
拡
大
し
た
（H

artanto et al., 2008

）。
ク
リ

ン
チ
県
統
計
局
の
資
料
に
よ
る
と
２
０
１
７
年
の
シ

ナ
モ
ン
栽
培
農
家
数
は
１
万
２
７
３
３
世
帯
で
生
産

量
は
5
万
３
６
３
４
㌧
で
あ
る
（BPS K

abupten 

K
erinci, 2018

）。
ク
リ
ン
チ
県
の
中
心
地
か
ら
車
で

所
々
未
舗
装
の
険
し
い
山
道
を
約
２
時
間
走
っ
た
場
所

に
あ
り
、
シ
ナ
モ
ン
の
生
産
地
の
一
つ
で
あ
る
Ｒ
Ｐ
地

区
も
第
２
次
世
界
大
戦
後
か
ら
開
拓
が
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
。
ク
リ
ン
チ
盆
地
と
同
様
に
肥
沃
で
平へ

い

坦た
ん

な
土
地

で
あ
り
農
業
に
向
い
て
い
た
が
、
人
里
離
れ
た
場
所
に

あ
り
車
や
バ
イ
ク
が
な
い
時
代
に
は
人
々
は
村
か
ら

徒
歩
で
半
日
か
け
て
こ
の
土
地
に
通
う
必
要
が
あ
っ

た
。

シ
ナ
モ
ン
の
栽
培
・
利
用
方
法

シ
ナ
モ
ン
は
単
独
で
植
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
が
、
慣
習
的
に
は
ロ
ブ
ス
タ
コ
ー
ヒ
ー
と
ス
リ
ア

ン
（
学
名: T

oona sureni
）
な
ど
の
在
来
種
の
木
々

と
と
も
に
ラ
ン
ダ
ム
に
植
樹
さ
れ
る
。
シ
ナ
モ
ン
は

一
度
植
え
れ
ば
何
も
せ
ず
と
も
育
つ
が
、
収
穫
で
き

る
ま
で
10
年
以
上
待
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

そ
の
間
の
生
計
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
シ
ナ

モ
ン
の
間
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ブ
ス
タ
コ
ー

ヒ
ー
の
栽
培
で
あ
り
、
形
と
し
て
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。

シ
ナ
モ
ン
の
収
穫
で
は
ま
ず
、
ナ
イ
フ
を
使
い
木

の
根
元
か
ら
約
50
㌢
㍍
ま
で
の
樹
皮
を
剥は

が
す
。
根

元
の
樹
皮
を
剥
が
し
て
１
カ
月
ほ
ど
経
つ
と
、
上
部

の
樹
皮
が
剥
が
し
や
す
く
な
る
。
幹
を
切
り
倒
し
、
根

元
の
方
か
ら
枝
の
先
ま
で
順
に
樹
皮
を
剥
が
し
て
い
く

と
樹
齢
15
年
の
１
本
の
木
か
ら
30
～
4
４
０
㌔
㌘
の
樹

皮
を
収
穫
で
き
る
。
試
し
に
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
15

年
物
の
シ
ナ
モ
ン
と
30
年
物
の
シ
ナ
モ
ン
を
嚙か

み
風
味

を
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
年
が
経
つ
ほ
ど
味
が
ス
パ

イ
シ
ー
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
樹
皮
を
剥
が
し
て

そ
の
日
の
う
ち
に
不
要
な
表
皮
を
ピ
ー
ラ
ー
の
よ
う

な
器
具
で
剥
が
し
数
日
間
天
日
干
し
す
る
と
、
お
な
じ

み
の
丸
ま
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
形
と
な
る
。
そ
し
て

品
質
や
樹
皮
の
厚
さ
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
る
。
栽
培

状
況
に
よ
り
質
が
変
わ
る
が
平
均
的
に
樹
齢
が
15
年

で
乾
燥
し
た
時
に
き
れ
い
に
丸
ま
る
も
の
が
最
高
級
のアグロフォレストリー
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輸
出
用
の
シ
ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
な
る
。
他
に
、
枝

先
の
樹
皮
や
樹
齢
が
20
年
以
上
で
厚
い
樹
皮
は
国
内
消

費
用
や
シ
ナ
モ
ン
オ
イ
ル
抽
出
用
と
な
る
。
シ
ナ
モ
ン

ス
テ
ィ
ッ
ク
は
１
㌔
㌘
約
５
万
５
０
０
０
ル
ピ
ア
（
約

４
３
０
円
［
２
０
１
９
年
３
月
時
点
］）
で
農
家
か
ら

仲
買
人
に
売
ら
れ
る
。
ク
リ
ン
チ
県
や
西
ス
マ
ト
ラ
州

パ
ダ
ン
市
の
仲
買
人
を
介
し
、
ム
ア
ラ
パ
ダ
ン
港
ま
た

は
ブ
ラ
ワ
ン
港
か
ら
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に

輸
出
さ
れ
る
。
樹
皮
が
剥
が
さ
れ
た
シ
ナ
モ
ン
の
幹
は

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
用
の
パ
レ
ッ
ト
や
建
材
と
し
て
利
用

さ
れ
、
ま
た
、
シ
ナ
モ
ン
の
葉
も
油
の
抽
出
が
で
き
る
。

し
か
し
、
運
搬
し
に
く
い
遠
隔
地
に
お
い
て
は
樹
皮
採

取
後
、
幹
や
葉
は
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

シ
ナ
モ
ン
の
収
穫
は
定
期
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な

く
、
市
場
で
の
価
格
が
上
昇
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
っ
て
行
わ
れ
る
投
資
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
場
合

や
、
家
の
建
設
や
子
供
の
進
学
、
メ
ッ
カ
巡
礼
と
い
っ

た
将
来
の
出
費
の
た
め
に
備
え
る
預
金
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
場
合
が
あ
る
。
Ｒ
Ｐ
地
区
に
は
、
投
資
の
た
め

に
シ
ナ
モ
ン
の
み
を
植
え
て
月
に
一
度
だ
け
状
況
を
確

認
し
に
く
る
人
も
い
れ
ば
、
簡
易
的
な
小
屋
に
月
の
半

分
住
み
込
み
農
作
業
を
行
う
人
、
完
全
に
村
か
ら
移
住

し
て
生
活
し
て
い
る
人
も
い
る
。

森
林
政
策
と
シ
ナ
モ
ン

１
９
９
０
年
ご
ろ
に
政
府
機
関
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
な
る

チ
ー
ム
が
国
立
公
園
設
置
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

始
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
有
林
地
は
機
能

区
分
で
保
護
林
・
保
全
林
・
生
産
林
に
大
別
さ

れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
国
立
公

園
は
保
護
林
の
一
種
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
地

域
住
民
は
一
切
の
生
産
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
Ｒ
Ｐ
地
区
は
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ダ
植

民
地
時
代
に
設
定
さ
れ
た
自
然
保
護
区
（Cagar 

A
lam

）
に
基
づ
い
て
ク
リ
ン
チ
ス
ブ
ラ
ッ
ト
国

立
公
園
に
含
ま
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に

多
く
の
人
々
が
入
植
し
シ
ナ
モ
ン
な
ど
の
栽
培

を
し
て
い
た
た
め
に
対
象
地
か
ら
除
か
れ
生
産

活
動
の
で
き
る
生
産
林
に
指
定
さ
れ
た
。
生
産

林
は
現
在
、
州
の
行
政
組
織
で
あ
る
森
林
管
理

ユ
ニ
ッ
ト
（K

esatuan Pengelolaan H
utan

）

の
管
轄
下
に
あ
る
。
約
９
０
０
０
㌶
の
Ｒ
Ｐ
地

区
に
主
に
近
隣
の
五
つ
の
村
か
ら
約
１
８
０
０

世
帯
が
入
植
し
て
い
る
が
、
公
的
な
土
地
利
用

の
証
明
書
は
今
の
と
こ
ろ
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
現
在
、
森
林
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
は
Ｒ
Ｐ
地

区
を
利
用
状
況
に
応
じ
て
分
割
し
、
社
会
林
業

（Perhutanan Sosial

）
の
ス
キ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
る

村
落
林
（H

utan D
esa

）
と
し
て
村
ご
と
に
管
理
権

を
与
え
る
方
針
を
立
て
て
い
る
。
社
会
林
業
と
は
、
地

域
住
民
グ
ル
ー
プ
や
先
住
民
グ
ル
ー
プ
に
国
有
林
の
管

理
権
（
場
合
に
よ
っ
て
は
所
有
権
）
を
与
え
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
地
域
社
会
を
巻

き
込
ん
だ
持
続
可
能
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
福
祉
や
環
境
の
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。
森
林
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
聞
き
取
り
に
よ

る
と
、
Ｒ
Ｐ
地
区
は
五
つ
の
村
の
住
民
が
あ
る
程
度
村

ご
と
に
固
ま
っ
て
入
植
し
て
い
る
が
、
一
部
複
数
の
村

シナモン樹皮の切り出し

輸出用のシナモン
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の
住
民
が
混
在
し
て
い
る
地
域
が
存
在
し
、
そ
の
部
分

に
つ
い
て
は
村
落
林
認
定
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
と

い
う
。
ま
た
、
自
ら
の
土
地
と
主
張
し
行
政
の
介
入
を

好
ま
し
く
思
わ
な
い
住
民
や
、
村
落
林
の
境
界
が
定
ま

る
こ
と
で
農
地
の
拡
張
が
妨
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
住
民

が
村
落
林
へ
の
認
定
を
拒
否
し
て
い
る
と
い
う
。

国
立
公
園
が
設
定
さ
れ
る
以
前
に
Ｒ
Ｐ
地
区
に
は
周

辺
の
村
か
ら
人
々
が
入
植
し
、
開
墾
さ
れ
た
土
地
は
相

続
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
Ｒ
Ｐ
地
区
で

国
立
公
園
の
境
界
が
定
ま
っ
た
1
９
９
４
年
以
前
に
開

か
れ
た
土
地
と
そ
の
周
辺
は
国
立
公
園
か
ら
除
か
れ
た

が
、
他
方
で
境
界
の
設
定
は
こ
れ
以
上
農
地
を
広
げ
て

は
な
ら
ず
、
境
界
を
越
え
農
地
を
広
げ
る
と
違
法
と
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
開
発
圧
力
や
人
々
の
移

動
に
よ
り
現
在
も
、
シ
ナ
モ
ン
や
ロ
ブ
ス
タ
コ
ー
ヒ
ー

を
植
え
る
た
め
に
国
立
公
園
内
で
違
法
伐
採
に
従
事
す

る
者
も
い
る
。
国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
時
に
は
住
民
が
建
て
た
小
屋
を

焼
き
払
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
広
大
な
土
地
を
監
視
す

る
に
は
限
界
が
あ
り
違
法
な
生
産
活
動
は
食
い
止
め
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
地
方
政
府
が
地
域
の
経
済
状
況

の
向
上
を
名
目
に
２
０
１
０
年
ご
ろ
県
の
中
心
部
と

Ｒ
Ｐ
地
区
を
繋
ぐ
道
路
を
舗
装
し
た
こ
と
も
国
立
公

園
へ
の
侵
食
が
拡
大
し
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

（Bettinger, 2014

）。
こ
の
道
路
は
国
立
公
園
を
横

切
っ
て
お
り
、
本
来
は
管
轄
す
る
省
庁
の
許
可
が
必
要

で
あ
る
が
地
方
政
府
は
許
可
な
く
工
事
を
行
っ
た
と
い

う
（Bettinger, 2014

）。
国
立
公
園
内
に
居
住
し
て

い
る
人
々
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
国
立
公
園
が
設
定
さ

れ
る
前
か
ら
域
内
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
主
張
を
す
る

者
も
い
た
。
ま
た
、
利
用
さ
れ
た
形
跡
の
な
い
土
地
に

つ
い
て
も
全
て
の
土
地
に
は
元
来
所
有
者
が
存
在
し
権

利
が
相
続
さ
れ
る
と
い
う
論
理
の
も
と
、
国
立
公
園
内

の
土
地
が
非
公
式
に
貸
し
出
さ
れ
た
り
売
買
さ
れ
た
り

し
て
い
る
実
態
も
聞
き
取
り
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

慣
習
的
な
シ
ナ
モ
ン
栽
培
は
一
応
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー
の
形
態
を
と
っ
て
お
り
持
続
的
と
の
見
方
も
あ

る
が
、
天
然
林
を
切
り
開
い
て
農
地
を
広
げ
る
人
々
が

後
を
絶
た
な
い
の
も
確
か
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
土
地
を

効
率
的
に
利
用
し
国
立
公
園
へ
の
侵
食
を
食
い
止
め
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
環
境
保
全

活
動
を
行
う
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ロ
ブ
ス
タ
コ
ー
ヒ
ー
よ

り
高
値
で
売
れ
る
ア
ラ
ビ
カ
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
を
住
民

に
広
め
る
こ
と
で
、
農
地
の
拡
大
を
防
ご
う
と
し
て
い

る
。
Ｒ
Ｐ
地
区
は
標
高
が
１
２
０
０
㍍
ほ
ど
あ
る
こ
と

か
ら
も
ア
ラ
ビ
カ
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
に
適
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
調
査
に
よ
る
と
ア
ラ
ビ
カ
コ
ー
ヒ
ー
の
導
入

に
よ
っ
て
５
年
間
で
住
民
の
収
入
が
約
70
％
上
昇
し
た

と
い
う
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
職
員
は
、
生
活
の
た
め
に
開
拓
を

行
っ
て
い
る
人
々
を
追
い
出
す
こ
と
は
根
本
的
な
解
決

と
な
ら
な
い
た
め
、代
替
的
な
生
計
手
段
を
与
え
る
か
、

す
で
に
開
拓
し
て
し
ま
っ
た
場
所
は
期
限
付
き
で
貸
し

出
す
と
い
っ
た
対
策
を
す
べ
き
と
話
し
て
い
た
。ま
た
、

環
境
・
社
会
・
経
済
面
の
持
続
可
能
性
を
義
務
付
け
た

レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
認
証
を
取
得
し

た
シ
ナ
モ
ン
の
取
り
扱
い
も
一
部
の
企
業
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。

香
辛
料
か
ら
み
え
る
世
界
と
の
つ
な
が
り

広
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
日
本
の
食
料
自
給
率
（
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
は
40
％
を
下
回
り
、
私
た
ち
の
生
活

は
海
外
の
農
民
の
生
産
活
動
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に

あ
る
。
特
に
シ
ナ
モ
ン
を
含
め
た
香
辛
料
類
は
ほ
と
ん

ど
が
海
外
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
る
。
例
え
ば
最
も
身
近

な
香
辛
料
の
一
つ
で
あ
る
胡コ

シ
ョ
ウ椒

も
シ
ナ
モ
ン
と
同
じ
く

１
０
０
％
外
国
か
ら
輸
入
し
て
お
り
40
％
が
マ
レ
ー

シ
ア
産
、
30
％
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
で
あ
る
（e-Stat, 

2019

）。
普
段
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う

が
、
今
回
紹
介
し
た
シ
ナ
モ
ン
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生

活
で
消
費
さ
れ
る
も
の
が
生
産
地
の
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
今
回
は
シ
ナ
モ
ン
と
い
う

切
り
口
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
環
境
問
題
を
紹
介
し
た

が
、
こ
れ
が
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
食
料
と
そ
の
周
辺

環
境
に
つ
い
て
少
し
で
も
意
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

と
幸
い
で
あ
る
。

（
謝
辞
）
本
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は
、
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Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP15H

05122
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下
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」
研
究
代
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者
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原
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［
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古
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大
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博
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教

育
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Ｐ
ｈ
Ｄ
プ
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ッ
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ョ
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受
け
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。
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カ
ル
ダ
モ
ン
と
聞
く
と
カ
レ
ー
の
香
辛
料
の
こ
と
を

思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。
カ
レ
ー
の
香
辛
料
に

使
う
カ
ル
ダ
モ
ン
（
学
名Elettaria cardam

om
um

）

は
、
イ
ン
ド
産
の
も
の
が
有
名
だ
。
日
本
で
は
小シ

ョ
ウ

豆ズ

蔲ク

の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
（『
医
学
英
和
辞
典
』）。

そ
れ
で
は
、
薬
用
種
の
カ
ル
ダ
モ
ン
（A

m
om

um
 

spp.

）
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
薬
用
カ
ル
ダ
モ
ン
は
、

日
本
で
白ビ

ャ
ク

豆ズ

蔲ク

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
漢
方
薬
の
原

料
に
な
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
現
地
の
言
葉
で
、「
ク

ロ
ヴ
ァ
ー
ニ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
薬
用
カ
ル
ダ
モ

ン
（
学
名 A

m
om

um
 krâvanh

）
が
生
産
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
産
地
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
西
方
、
タ
イ
と
国

境
を
接
す
る
森
林
地
域
に
あ
り
、カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈（
現

地
語
でchuos phnum

 krâvanh

）
と
い
う
地
名
で

呼
ば
れ
て
き
た
（
地
図
）。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
カ
ル

ダ
モ
ン
は
、
20
世
紀
中
頃
ま
で
中
国
や
香
港
へ
輸
出
さ

れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
と
水
源
の
森
と
の
関

係
、
カ
ル
ダ
モ
ン
産
地
の
暮
ら
し
、
そ
の
生
活
の
変
化

を
森
林
の
開
発
と
消
失
の
動
き
か
ら
み
て
い
こ
う
。

水
源
の
森
で
育
つ
カ
ル
ダ
モ
ン

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
は
、
雨
が
多
く
降
る
。
年
間
の
降

雨
量
は
国
内
最
大
の
３
０
０
０
㍉
㍍
以
上
に
達
す
る
。

こ
の
山
脈
は
陸
と
海
を
分
け
る
立
地
に
あ
る
。
分
水
嶺

か
ら
流
れ
る
河
川
は
、内
陸
側
へ
は
ト
ン
レ
サ
ー
プ
湖
・

メ
コ
ン
川
流
域
へ
、
海
側
へ
は
タ
イ
湾
へ
と
注
ぐ
。
標

高
は
１
７
０
０
㍍
台
ま
で
及
び
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
最
高

峰
ア
ウ
ラ
ル
山
も
連
な
る
。
雨
季
に
海
岸
か
ら
季
節
風

が
山
の
斜
面
に
吹
き
込
む
と
、
大
量
の
雨
が
降
り
、
河

川
流
域
に
水
源
を
供
給
す
る
。

カ
ル
ダ
モ
ン
が
育
つ
た
め
に
は
十
分
な
雨
が
必
要

だ
。水
場
の
近
く
、川
沿
い
、蛭
の
多
い
と
こ
ろ
に
育
つ
。

日
光
に
弱
く
、
樹
木
の
陰
で
育
ち
や
す
い
。
発
芽
か
ら

３
年
後
の
乾
季
、
２
月
か
ら
３
月
に
、
茎
の
周
り
に
白

い
花
が
咲

く
。
そ
し

て
雨
季
の

７
月
ご
ろ

に
果
実
が

実
る
。
果

実
の
中
に

あ
る
種
の

油
に
薬
効

が
あ
り
、

駆
風
剤
や

消
化
剤
な

ど
に
使
わ

れ
る
。
地
元
の
人
は
、
煎
じ
て
飲
ん
だ
り
、
種
を
か
ん

で
利
用
す
る
。
現
地
で
流
通
す
る
タ
イ
ガ
ー
バ
ー
ム
に

似
た
塗
り
薬
の
成
分
に
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。

カ
ル
ダ
モ
ン
産
地
の
暮
ら
し

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
国
民
の
９
割
が
公
用
語
の
ク
メ
ー
ル

語
を
母
語
と
し
て
お
り
、
こ
の
人
た
ち
を
多
数
派
民
族

ク
メ
ー
ル
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
に

カ
ル
ダ
モ
ン
か
ら
み
る
水
源
林
の
開
発
と
消
失

その10

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
　
石
橋
弘
之

暮らしの
中の熱帯

カンボジア、カルダモン山脈の地図
（https://opendevelopmentcambodia.net/layers/page/2/#）（2019 年 7月24日閲覧）

庭先に植えられたカルダモン
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は
、
オ
ー
ス
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
語
族
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
系

ペ
ア
ル
語
派
の
少
数
民
族
の
人
び
と
が
暮
ら
す
。
水
田

稲
作
、
移
動
焼や

き

畑は
た

耕
作
、
狩
猟
、
漁
労
、
森
林
産
物
の

採
取
と
交
易
を
営
ん
で
き
た
人
び
と
で
あ
る
。

20
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
、
カ
ル
ダ
モ
ン
が
生
育
す
る
森

は
各
地
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森
に
持
ち
主

が
い
た
。
カ
ル
ダ
モ
ン
の
果
実
が
成
熟
す
る
と
、
森
の

持
ち
主
は
解
禁
日
を
定
め
て
儀
礼
を
執
行
し
た
。
儀
礼

を
開
催
し
た
後
に
、
人
々
は
集
団
で
カ
ル
ダ
モ
ン
の
果

実
を
採
取
し
た
。
採
取
後
の
果
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
分
と
な
り
、
商
人
に
売
ら
れ
た
り
、
市
場
で
販
売
さ

れ
た
。

開
発
事
業
地
の
拡
大

２
０
１
０
年
以
降
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
の
山
林
や
メ

コ
ン
川
流
域
で
は
、
水
力
発
電
ダ
ム
の
建
設
が
相
次
い

だ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
都
市
の

電
力
需
要
に
そ
の
供
給
が
追
い
付
か
な
く
な
っ
て
き
た

こ
と
も
背
景
に
あ
る
（
濱
崎 

２
０
１
４
）。

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
で
も
水
力
発
電
ダ
ム
の
開
発
が
進

ん
だ
。雨
が
多
く
、国
内
の
主
要
な
河
川
の
水
源
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
開
発
の
対
象
地
と
な
っ
た

（M
iddleton and Sam

 2008

）。
ダ
ム
開
発
の
対
象

地
は
、
保
護
地
域
と
重
複
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
や
世
界
銀
行
、
そ
の
他
の
ド
ナ
ー
は
ダ

ム
開
発
へ
の
投
資
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
中
国
企
業
は
社
会
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
厳
し
い

条
件
を
要
求
し
な
い
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
判
断
し

た
。
そ
し
て
、
中
国
の
国
営
企
業
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

に
財
源
を
支
援
し
て
ダ
ム
開
発
を
進
め
た
（Sullivan 

2015: O
' N

eill 2014

）。

で
は
ダ

ム
開
発
は

地
域
に
ど

ん
な
変
化

を
も
た
ら

し
た
か
。

２
０
０
９

年
か
ら
13

年
に
、
ポ

ー
サ
ッ
ト

州
ヴ
ィ
ア

ル
ヴ
ェ
ー

ン
郡
の
山
村
に
筆
者
は
滞
在
し
た
。
そ
の
頃
は
ダ
ム
開

発
が
着
工
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た
。
現
場
で
は
高
級
木

材
の
紫
檀
の
伐
採
と
売
買
が
流
行
し
て
お
り
、
道
路
沿

い
に
は
各
地
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
た
労
働
者
の
伐
採
キ
ャ

ン
プ
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
紫
檀
を
買
い
取
っ
て
い
た

の
は
、
政
府
の
要
請
を
受
け
た
政
商
が
運
営
す
る
木
材

企
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
国
企
業
は
ダ
ム
堤
防
の
建

設
と
貯
水
池
の
整
備
を
行
っ
て
い
た
。
貯
水
池
の
土
地

は
、カ
ル
ダ
モ
ン
が
生
育
す
る
森
と
も
重
な
っ
て
お
り
、

そ
の
周
辺
に
は
紫
檀
の
木
も
生
育
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
現
場
で
は
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
貯
水
池
の
境

界
線
な
の
か
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
紫
檀
の

伐
採
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
、
森
林
消
失
は
急
速
に
進

ん
だ
。
さ
ら
に
、
紫
檀
が
枯
渇
し
始
め
る
と
、
貯
水
池

の
周
辺
に
残
っ
て
い
た
森
を
伐
採
し
て
土
地
が
売
ら
れ

た
。
カ
ル
ダ
モ
ン
が
生
え
る
森
は
土
壌
が
肥
沃
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
地
を
購
入
・
貸
借
し
た
外

来
者
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
等
の
商
品
農
作

物
を
植
え
始
め
て
い
た
の
だ
。

上
流
で
の
開
発
が
下
流
に
及
ぼ
す
影
響

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
の
森
は
、
河
川
を
介
し
て
上
流
か

ら
下
流
の
海
や
湖
へ
水
を
供
給
し
て
き
た
。
そ
れ
が
現

在
で
は
、
下
流
の
都
市
か
ら
の
電
力
需
要
と
引
き
換
え

に
、
上
流
の
森
林
は
消
失
し
て
お
り
、
そ
の
森
林
か
ら

交
易
品
や
食
料
を
得
て
き
た
人
び
と
の
生
活
は
急
変
し

て
い
る
。

カ
ル
ダ
モ
ン
山
脈
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
山
地
の
一
部

で
あ
り
、
全
て
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
カ
ル
ダ
モ
ン

が
育
つ
水
源
林
の
開
発
は
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

そ
の
水
源
か
ら
流
れ
る
水
は
、
川
や
湖
を
介
し
て
低
地

の
都
市
と
繋
が
り
、
海
を
介
し
て
タ
イ
の
沿
岸
部
に
も

繋
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
い
ず
れ
森
の
保
水
力
が
低
下

し
て
、
下
流
で
土
砂
流
出
や
洪
水
が
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
。
開
発
の
影
響
は
、
一
つ
の
地
域
、
一
つ
の

国
を
越
え
て
広
が
る
。
い
か
に
し
て
、
上
流
の
現
場
で

起
き
て
い
る
実
態
に
目
を
向
け
つ
つ
、
開
発
が
流
域
の

広
が
り
に
も
た
ら
す
影
響
に
対
応
で
き
る
か
。
現
場
の

感
覚
と
国
際
的
視
野
を
も
っ
て
、
こ
の
難
問
に
応
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

水力発電ダムの堤防建設地
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日
本
人
は
古
来
よ
り
様
々
な
植
物
の
薬
効
を
活
か
し

生
活
し
て
き
た
。
１
９
８
０
年
代
頃
よ
り
、
海
外
産
の

ハ
ー
ブ
が
広
ま
り
始
め
、
今
で
は
、
原
産
国
が
様
々
な

ハ
ー
ブ
茶
葉
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
日
本
で
容
易
に
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
に
は
南
米
ア
マ
ゾ
ン
原

産
の
も
の
も
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
に
住
む
人
び
と
の
薬
用

植
物
の
利
用
を
追
い
、
私
た
ち
の
健
康
生
活
に
豊
富
な

選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
る
ハ
ー
ブ
の
流
通
を
考
え
る
。

薬
用
植
物
の
宝
庫
ペ
ル
ー
ア
マ
ゾ
ン

太
平
洋
側
か
ら
山
脈
を
越
え
、
東
へ
下
れ
ば
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
続
く
広
大
な
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
林
が
広
が
っ
て
い

る
。
ぺ
ル
ー
領
内
の
ア
マ
ゾ
ン
は
、
国
土
の
半
分
以
上

を
占
め
る
。
ア
マ
ゾ
ン
川
の
源
流
は
、
６
０
０
０
㍍
級

の
山
々
が
連
な
る
ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
あ
る
と
さ

れ
、
そ
の
雪
解
け
水
が
、
世
界
最
大
の
水
量
を
誇
る
ア

マ
ゾ
ン
川
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ペ
ル
ー
は
、
ア
ン
デ

ス
が
ア
マ
ゾ
ン
に
出
合
う
中
心
で
あ
り
、
地
球
上
で
最

も
高
い
レ
ベ
ル
の
生
物
多
様
性
を
育
ん
で
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
献
に
最
初
に
現
れ
る
ペ
ル
ー
ア
マ

ゾ
ン
の
植
物
は
、
１
６
０
０
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
ベ
ル

ナ
ベ
・
コ
ボ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
サ
ン
グ
レ
・
デ
・
グ

ラ
ー
ド
（
ド
ラ
ゴ
ン
の
血
の
意
。Croton lechleri

）

と
い
う
樹
木
で
あ
る
。
そ
の
赤
い
樹
液
は
傷
の
治
癒

に
使
わ
れ
る
た
め
、
マ
チ
ェ
テ
（
刀
身
の
長
い
ナ
イ

フ
）
に
よ
る
切
り
込
み
が
沢
山
入
っ
た
こ
の
樹
木
を

森
林
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
で
は
、
そ
の
創
傷
治

癒
の
成
分
が
確
認
さ
れ
、
抗
炎
症
や
抗
が
ん
作
用
も
示

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ペ
ル
ー
環
境
省
傘
下
の
ペ
ル
ー

ア
マ
ゾ
ン
研
究
所
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、

１
０
２
８
種
の
薬
用
植
物
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（IIA

P 

2010

）。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
薬
用
植
物
の
利
用

集
落
の
人
び
と
は
、
健
康
の
た
め
に
薬
用
植
物
を
活

用
し
て
い
る
が
、
そ
の
知
識
や
利
用
は
減
少
傾
向
に

あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
筆
者
が
ペ
ル
ー
ア
マ
ゾ
ン
中

部
の
集
落
で
行
っ
た
薬
用
植
物
利
用
の
調
査
（T

oda 

2018

）
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
は
、
20
を
超
え
る
症

状
に
対
し
て
薬
用
植
物
を
幅
広
く
活
用
し
て
い
た
。
よ

く
使
う
植
物
と
し
て
80
種
以
上
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
ほ

ぼ
全
世
帯
が
共
通
し
て
利
用
し
て
い
た
の
は
２
種
に

偏
っ
て
い
た
。
森
林
か
ら
採
取
す
る
も
の
は
少
な
く
、

７
割
を
栽
培
し
て
い
た
。
樹
液
を
そ
の
ま
ま
、
葉
を
水

に
浸
す
な
ど
の
容
易
な
利
用
法
が
極
め
て
多
く
、
数
週

間
ア
ル
コ
ー
ル
漬
け
に
し
た
り
、
数
時
間
煮
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
樹
皮
や
根
の
利
用
は
多
く
な
い
。

集
落
の
人
び
と
か
ら
は
、
薬
用
植
物
へ
の
信
頼
と
医

療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
と
不
満
の
不
安
定
な
思
い
が
感

じ
取
れ
る
。
支
払
い
が
で
き
ず
に
都
市
の
病
院
で
治
療

で
き
な
い
人
、
病
院
が
遠
す
ぎ
て
命
を
落
と
す
人
が
い

た
り
、
診
療
所
に
お
け
る
医
薬
品
不
足
に
不
満
の
声
が

聞
こ
え
た
り
す
る
。
調
査
に
お
い
て
は
、
原
料
と
い
う

理
由
で
、
薬
用
植
物
の
方
が
医
薬
品
よ
り
効
能
が
高
い

と
考
え
る
人
が
半
数
を
超
え
て
い
た
。
ま
た
、
ほ
と
ん

ど
が
薬
用
植
物
の
知
識
の
修
得
を
望
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
面
白
い
こ
と
に
、
薬
用
植
物
を
利
用
で
き
な
い
こ

と
を
仮
定
し
た
場
合
、
そ
れ
を
問
題
視
す
る
人
は
半
数

程
度
し
か
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
大
半
は
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ペ
ル
ー
が
誇
る
薬
用
植
物
、
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ

世
界
中
で
人
気
が
高
い
最
も
有
名
な
南
米
産
の
薬
用

植
物
の
一
つ
は
、
ウ
ニ
ャ
・
デ
・
ガ
ト
と
呼
ば
れ
る

ア
マ
ゾ
ン
の
薬
用
植
物
利
用
と
ハ
ー
ブ
の
流
通

その11

早
稲
田
大
学
人
間
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
招
聘
研
究
員
　
戸
田
美
紀

暮らしの
中の熱帯

イキトス最大の市場ベレンに薬用植物
の店が並ぶ
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キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
（U

ncaria tom
entosa/U

ncaria 
guianensis

）
で
あ
る
。
30
㍍
を
越
え
て
樹
冠
ま
で
巻

き
付
く
こ
の
ア
カ
ネ
科
の
本
木
性
つ
る
植
物
は
、
ア
マ

ゾ
ン
を
始
め
と
す
る
中
南
米
の
熱
帯
地
域
に
み
ら
れ

る
。
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
は
、
先
住
民
に
よ
っ
て
、
様
々

な
症
状
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
１
９
７
０
年
代
以
降
、

数
多
く
の
研
究
が
、
免
疫
活
性
、
抗
炎
症
、
抗
が
ん
作

用
な
ど
の
60
の
有
効
成
分
を
発
見
し
て
い
る
（López 

et al. 2004

）。
最
新
の
研
究
で
は
、
認
知
症
と
関
係
す

る
β
ア
ミ
ロ
イ
ド
や
タ
ウ
蛋
白
を
抑
制
す
る
成
分
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
（Snow

 et al. 2019

）。

有
効
成
分
の
発
見
に
伴
い
、
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
の
人

気
は
世
界
中
に
広
が
っ
た
。
日
本
で
も
お
茶
や
ハ
ー
ブ

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。
世
界
で
流

通
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
が
ペ
ル
ー
産
で
あ
る
。
ペ
ル
ー

は
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
、
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
の
輸

出
額
が
３
３
０
０
万
米
㌦
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
過
剰

な
採
取
が
懸
念
さ
れ
、
政
府
も
企
業
も
多
大
な
時
間
と

資
金
を
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
栽
培
の
研
究
に
投
じ
た
。
現

在
で
は
、
一
次
林
、
二
次
林
で
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
を
栽

培
す
る
者
も
い
る
が
、
流
通
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
は
天

然
由
来
の
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
で
あ
る
（López et al. 

2004

）。
２
０
０
０
年
以
降
、
政
府
は
、
樹
皮
や
根
の

ま
ま
の
キ
ャ
ッ

ツ
ク
ロ
ウ
の
輸

出
を
制
限
し
て

い
る（D

ecreto 

Suprem
o N

º 

009/99/A
G

）。

キ
ャ
ッ
ツ
ク

ロ
ウ
を
採
取
し

て
生
計
の
足
し

に
し
て
い
る
人

び
と
も
集
落
に

は
い
る
。
二
次
林
を
小
１
時
間
歩
い
た
あ
た
り
で
採
取

す
る
。
ま
ず
、
少
年
が
木
に
登
り
、
そ
び
え
立
つ
木
々

に
絡
ま
っ
て
い
る
つ
る
を
マ
チ
ェ
テ
で
切
り
落
と
す
。

そ
し
て
、
落
と
さ
れ
た
つ
る
を
、
根
元
に
近
い
と
こ
ろ

か
ら
切
り
離
す
。切
り
落
と
さ
れ
た
長
く
太
い
つ
る
を
、

１
㍍
ほ
ど
の
長
さ
に
切
っ
て
い
く
。
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
が
い
っ
せ
い
に
群
が
り
、
切
り
分
け
ら
れ
た
つ
る

を
木
に
立
て
か
け
、
水
を
飲
む
。

木
肌
を
マ
チ
ェ
テ
で
削
っ
て
か
ら
、
樹
皮
に
切
り
込

み
を
入
れ
て
、
手
で
剝
ぎ
取
る
。
１
㍍
ほ
ど
の
１
本
分

の
樹
皮
を
剝
ぐ
の
に
１
分
も
か
か
ら
な
い
。
つ
る
が
伸

び
て
き
て
４
年
目
く
ら
い
の
太
さ
だ
と
樹
皮
は
３
辺
、

５
年
目
だ
と
４
辺
で
採
れ
る
と
言
う
。
収
穫
し
た
樹
皮

は
、
天
日
干
し
に
し
て
乾
か
す
。
そ
の
後
、
最
寄
り
の

町
の
卸
業
者
へ
売
り
に
行
く
。
卸
業
者
は
キ
ャ
ッ
ツ
ク

ロ
ウ
を
１
０
０
㌔
㌘
の
束
に
し
て
、
首
都
リ
マ
に
出
荷

す
る
。
２
０
１
４
年
時
点
で
、
あ
る
卸
業
者
は
キ
ャ
ッ

ツ
ク
ロ
ウ
の
樹
皮
１
㌔
㌘
当
た
り
最
高
１
ソ
ル
（
当
時

約
35
円
）
で
買
い
上
げ
、
２
・
８
～
３
ソ
ル
で
リ
マ
に

出
荷
し
て
い
た
。

現
地
の
薬
用
植
物
の
利
用
が
世
界
に
つ
な
が
る

ア
マ
ゾ
ン
の
人
び
と
の
薬
用
植
物
の
利
用
が
、
世
界

中
の
人
び
と
が
受
け
る
恩
恵
に
影
響
す
る
。
キ
ャ
ッ
ツ

ク
ロ
ウ
の
よ
う
に
世
界
市
場
に
出
た
も
の
で
な
け
れ

ば
、
薬
用
植
物
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
と
と
も
に

利
用
自
体
が
縮
小
傾
向
に
あ
り
、
近
隣
で
の
市
場
価
値

は
極
め
て
低
い
。
大
都
市
で
の
販
売
は
、
経
費
と
市
場

競
争
と
い
う
高
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
利
用
の

縮
小
と
と
も
に
、
有
用
な
薬
用
植
物
の
知
識
が
失
わ
れ

て
い
く
。
未
だ
有
用
性
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の

薬
用
植
物
は
、
市
場
に
出
る
こ
と
な
く
、
次
第
に
そ
の

知
識
も
失
わ
れ
て
い
く
。
日
本
に
い
る
私
た
ち
は
、
限
定

さ
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
ハ
ー
ブ
の
恵
み
に
触
れ
て
い
る
の
だ
。

集
落
の
人
び
と
は
、
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
は
無
く
な
る

心
配
は
な
い
と
言
い
つ
つ
も
、
年
々
森
の
奥
に
行
か
な

い
と
見
つ
か
ら
な
い
と
も
言
う
。
時
間
を
か
け
て
煎
じ

た
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
の
樹
皮
は
、
と
て
も
苦
い
が
、
苦

い
ほ
ど
身
体
に
は
い
い
の
だ
、
と
教
え
て
く
れ
た
。

キャッツクロウから水を飲む子どもたち

キャッツクロウの樹皮を剝がす
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酒
を
食
べ
る
文
化
を
支
え
る
樹
木
作
物

筆
者
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に

お
い
て
厳
し
い
気
候
に
適
応
し
た
農
業
と
食
品
加
工
に

関
す
る
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
筆
者
が
初
め
て

入
っ
た
調
査
地
は
北
東
ア
フ
リ
カ
・
エ
チ
オ
ピ
ア
の
南

部
に
位
置
す
る
半
乾
燥
地
の
デ
ラ
シ
ェ
地
域
の
農
村
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
暮
ら
す
デ
ラ
シ
ャ
は
驚
く
べ
き
こ

と
に
、
モ
ロ
コ
シ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
末
に
、
樹
木

作
物
で
あ
る
モ
リ
ン
ガ
の
乾
燥
葉
粉
末
を
少
量
加
え
た

緑
色
の
濁
酒
を
主
食
と
し
て
い
た
。
そ
れ
以
外
は
、
穀

物
団
子
と
モ
リ
ン
ガ
に
塩
を
加
え
て
茹
で
た
料
理
と
無

発
酵
パ
ン
の
み
で
あ
る
。
１
日
30
品
目
の
食
材
を
摂
る

よ
う
に
教
育
さ
れ
て
育
っ
た
筆
者
に
と
っ
て
、
３
種
類

の
食
材
し
か
口
に
し
な
い
食
生
活
で
必
要
な
栄
養
が

摂
取
で
き
る
の
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、
デ
ラ
シ
ャ
は

健
康
を
維
持
し
て
い
た
。
後
々
の
調
査
で
、
彼
ら
の

健
康
の
秘
訣
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
低
く
、
発
酵
に

よ
っ
て
栄
養
価
が
向
上
し
た
緑
色
の
濁
酒
を
主
食
と
す

る
食
生
活
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
砂
野 

２
０
１
９
）。
そ
れ
と
同
時
に
醸
造
の
材
料
と
し
て
、

抗
菌
作
用
の
あ
る
モ
リ
ン
ガ
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
も
っ

わ
か
っ
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
農
村
の
モ
リ
ン
ガ
栽
培

モ
リ
ン
ガ
は
乾
燥
に
強
く
乾
期
で
も
葉
を
付
け
る
た

め
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
南
米
の
熱
帯
・
亜
熱
帯

を
中
心
に
広
く
栽
培
さ
れ
て
き
た
（M

orton, 1991

）。

半
乾
燥
地
に
位
置
す
る
デ
ラ
シ
ェ
地
域
は
、
も
と
も
と

少
雨
な
う
え
に
年
に
よ
る
降
水
量
の
差
が
激
し
く
野
菜

や
豆
類
の
栽
培
が
困
難
で
、
山
の
斜
面
や
平
野
に
造
ら

れ
た
畑
に
は
、
基
幹
作
物
と
な
る
モ
ロ
コ
シ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ

な
ど
の

イ
ネ
科

作
物
が

栽
培
さ

れ
て
い

る
。
こ

れ
ら
作

物
の
株

が
植
え

ら
れ
た

隙
間
に
、

ロ
ー
カ

ル
マ
ー

ケ
ッ
ト

で
の
換
金
作
物
と
し
て
ヒ
ヨ
コ
マ
メ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、

タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ト
マ
ト
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
し
か
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
モ
リ
ン
ガ

は
、
ど
の
畑
に
も
必
ず
２
～
４
本
ほ
ど
植
え
ら
れ
て
い

る
。
彼
ら
が
食
材
と
す
る
の
は
葉
の
部
分
だ
け
で
あ
る

が
、
モ
リ
ン
ガ
は
葉
菜
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

農
作
業
の
間
に
休
憩
す
る
木
陰
と
な
っ
た
り
、
鳥
追
い

台
の
足
場
、収
穫
物
の
乾
燥
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

彼
ら
は
畑
に
行
く
と
、
葉
の
茂
っ
た
若
い
枝
を
数

健
康
補
完
食
品
・
換
金
源
へ
と
広
が
る
モ
リ
ン
ガ

その12

名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
森
林
社
会
共
生
学
　
砂
野
唯

暮らしの
中の熱帯

畑に植えられたモリンガ

モリンガを運ぶ村人
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本
か
ら
数
十
本
も
ぎ
取
り
、
背
負
子
で
担
い
で
家
に

持
っ
て
帰
る
。
毎
日
収
獲
し
て
も
モ
リ
ン
ガ
の
葉
が
な

く
な
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
。
デ
ラ
シ
ャ
の
モ
リ

ン
ガ
好
き
は
そ
れ
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
必
ず
敷
地

内
に
も
モ
リ
ン
ガ
が
１
～
３
本
植
え
ら
れ
て
い
る
。
デ

ラ
シ
ャ
の
中
に
は
家
か
ら
３
時
間
も
歩
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
場
所
に
畑
を
も
つ
者
も
い
る
が
、
敷
地
内
に
も

モ
リ
ン
ガ
を
植
え
る
こ
と
で
毎
日
モ
リ
ン
ガ
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

モ
リ
ン
ガ
は
植
え
て
か
ら
５
年
ほ
ど
で
葉
を
収
穫
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
村
人
に
よ
る
と
若
木
ほ
ど
葉
の
状

態
は
良
い
の
だ
と
い
う
。
20
～
30
年
ほ
ど
経
っ
て
果
実

を
多
く
付
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
若
い
葉
を
あ
ま
り
付

け
な
く
な
る
の
で
切
り
倒
し
て
木
を
更
新
す
る
。
若
い

木
で
あ
れ
ば
乾
季
で
も
雨
季
で
も
多
く
の
葉
を
付
け
、

一
年
を
通
し
て
新
鮮
な
葉
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

枝
か
ら
葉
を
切
り
離
す
の
は
女
性
の
仕
事
で
あ
る
。

手
の
ひ
ら
で
枝
を
し
ご
く
と
一
瞬
に
し
て
葉
だ
け
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
簡
単
そ
う
に
見
え
る
が
コ
ツ
が
必

要
で
、
力
の
加
減
を
間
違
え
る
と
葉
が
破
れ
た
り
残
っ

た
り
す
る
。
慣
れ
な
い
筆
者
が
や
る
と
30
分
く
ら
い
か

か
る
作
業
な
の
だ
が
、
村
の
女
性
た
ち
は
そ
れ
を
５
分

ほ
ど
で
終
え
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
茎
か
ら
分
離
し
た

モ
リ
ン
ガ
の
葉
は
、
天
日
干
し
し
て
乾
燥
し
た
後
、
粉

末
に
し
て
醸
造
の
材
料
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
穀
物
団
子

と
一
緒
に
塩
茹
で
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
毎
日
、
食
卓
に
上
る
。

デ
ラ
シ
ャ
の
食
文
化
や
生
活
を
支
え
る
う
え
で
、
モ
リ

ン
ガ
は
欠
か
せ
な
い
の
だ
。

栄
養
価
に
優
れ
た
モ
リ
ン
ガ

モ
リ
ン
ガ
は
他
に
も
、
細
か
く
刻
ん
だ
タ
マ
ネ
ギ
を

加
え
て
炒
め
、
イ
ン
ジ
ェ
ラ
（
イ
ネ
科
の
作
物
で
あ
る

テ
フ
を
乳
酸
発
酵
し
、
薄
く
ク
レ
ー
プ
の
よ
う
に
焼
い

た
も
の
）
と
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
。
東
ア
フ
リ
カ
・
ケ

ニ
ア
で
も
乾
燥
に
強
い
モ
リ
ン
ガ
は
重
宝
さ
れ
て
お

り
、
シ
コ
ク
ビ
エ
や
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
粉
末
で
作
っ
た
練
り
粥
と
と
も
に
食
べ
ら
れ
る
。
ア

フ
リ
カ
で
は
主
に
ア
フ
リ
カ
原
産
の
モ
リ
ン
ガ
・
ス
テ

ノ
ペ
タ
ラ
が
栽
培
さ
れ
、葉
が
食
材
と
さ
れ
る
（O
lson, 

1999

）。
他
に
も
、
モ
リ
ン
ガ
の
葉
は
マ
ラ
リ
ア
・
高

血
圧
・
胃
痛
・
喘
息
の
予
防
・
治
療
薬
、
防
虫
剤
、
根

は
水
の
浄
化
や
マ
ラ
リ
ア
・
喘
息
・
腹
痛
の
予
防
・
治

療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

ア
ジ
ア
で
も
モ
リ
ン
ガ
の
栽
培
は
盛
ん
で
、
イ
ン
ド

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
の
農
村
で
昔
か
ら
、

イ
ン
ド
原
産
の
種
で
あ
る
モ
リ
ン
ガ
・
オ
レ
イ
フ
ェ
ラ

が
自
給
用
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
（O

lson, 1999

）。
果

実
の
さ
や
は
食
材
、
種
子
は
食
材
・
薬
用
オ
イ
ル
、
葉

は
食
材
・
お
茶
・
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
国
々
に
お
い
て
、
モ
リ
ン
ガ
は
、
干
ば
つ
で
も
葉

や
種
子
を
付
け
る
生
命
力
、栄
養
価
の
高
さ
、鞘
・
種
子
・

葉
と
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
生
命
の
木
」

や
「
奇
跡
の
木
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

国
際
市
場
に
出
て
い
く
モ
リ
ン
ガ

残
念
な
が
ら
温
帯
に
位
置
す
る
日
本
で
は
、
沖
縄
や

九
州
の
一
部
地
域
を
除
い
て
モ
リ
ン
ガ
が
栽
培
さ
れ
て

い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
薬
局
の
美
容
や
健
康
に

関
連
す
る
フ
ロ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
、
モ

リ
ン
ガ
の
葉
を
成
分
と
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
お
茶
、

青
汁
、
オ
イ
ル
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
世

界
的
に
見
て
日
本
人
は
健
康
や
美
容
へ
の
関
心
が
高
く

研
究
熱
心
で
、
健
康
補
完
食
品
や
保
健
用
食
品
が
次
々

と
商
品
化
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。
モ
リ
ン
ガ
の
葉
に

ア
ミ
ノ
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
、
カ
リ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
の
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
、
モ
リ
ン
ガ
の
葉
を
使
っ
た
商
品
が

次
々
と
流
通
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
１
月

に
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
れ
た
際
に
、
首
都
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ

バ
の
高
級
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ

ろ
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
薬
の
エ
リ
ア
に
は
モ
リ
ン
ガ
の

粉
末
が
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
エ
リ
ア
に
は
モ
リ
ン
ガ
・

テ
ィ
ー
が
売
ら
れ
て
い
た
。
販
売
会
社
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
海
外
の
小
規
模
店
舗
に
も
卸
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
で
は
現
地
の
人
々
の

自
給
的
な
食
材
や
治
療
薬
で
あ
っ
た
モ
リ
ン
ガ
は
、
科

学
的
に
そ
の
効
用
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
で
国
際
的
な
知

名
度
を
得
て
商
品
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
エ
チ
オ
ピ

ア
南
部
の
都
市
で
は
、
モ
リ
ン
ガ
が
良
い
価
格
で
売
れ

る
た
め
、
バ
ナ
ナ
の
木
を
切
っ
て
モ
リ
ン
ガ
の
栽
培
を

し
始
め
た
と
い
う
人
物
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
栄

養
状
態
が
厳
し
い
地
域
の
人
々
の
健
康
を
支
え
て
き
た

モ
リ
ン
ガ
で
あ
る
が
、
急
速
な
国
際
化
と
情
報
化
に

よ
っ
て
消
費
範
囲
が
広
ま
り
、
健
康
補
完
食
品
と
し
て

消
費
さ
れ
た
り
、
生
産
者
の
換
金
手
段
と
い
う
新
た
な

役
割
を
得
始
め
て
い
る
。

引
用
文
献

M
orton, J. F. 1991. T

he horseradish tree, M
oringa pterygosperm

a 
(M

oringaceae) – A
 boon to arid lands? – Econ. Bot. 45: 318-333.

O
lson, M

. 1999. T
he hom

e page of the plant fam
ily M

oringaceae. 
[O

nline] 

砂
野
唯
（
２
０
１
９
）『
酒
を
食
べ
る
―
エ
チ
オ
ピ
ア
・
デ
ラ
シ
ャ
を
事
例
と

し
て
―
』
昭
和
堂



46

日
本
の
リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
と
、「
ア
マ
ル
ー

ラ
」
と
い
う
お
酒
（
リ
キ
ュ
ー
ル
）
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
。
ラ
ベ
ル
を
み
る
と
、
原
産
地
は
南
ア
フ
リ
カ

と
あ
る
。
後
に
説
明
す
る
が
、
こ
の
酒
は
マ
ル
ー
ラ
と

い
う
樹
木
の
果
実
を
原
材
料
と
し
て
い
る
。

樹
木
を
伐
採
し
て
用
材
を
利
用
す
る
木
材
林
産
物
に

対
し
て
、
果
実
や
種
子
、
樹
液
な
ど
、
木
材
以
外
の
森

林
産
物
は
、
非
木
材
林
産
物
（
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
ｓ
）
と
よ
ば

れ
る
。
非
木
材
林
産
物
は
、
毎
年
あ
る
い
は
定
期
的

に
再
生
す
る
た
め
、
持
続
的
に
利
用
可
能
な
資
源
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
熱
帯
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の

多
く
は
、
身
近
な
非
木
材
林
産
物
を
日
々
の
食
料
源

や
嗜
好
品
な
ど
と
し
て
利

用
し
て
い
る
が
、
非
木
材

林
産
物
や
そ
の
加
工
品
を

商
品
化
し
、
市
場
で
販
売

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
金

収
入
源
と
す
る
動
き
も
盛

ん
で
あ
る
（M

arshall et 

al. 2006

）。
そ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
住
民
が
主

体
的
に
始
め
た
も
の
も
あ

る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
っ
て

促
進
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
形
で
の
非
木

材
林
産
物
の
商
品
化
は
、
住
民
に
何
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
？　

本
稿
で
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
マ

ル
ー
ラ
の
事
例
か
ら
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
て
み
た
い
。

南
ア
フ
リ
カ
の
マ
ル
ー
ラ
利
用

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
北
東
部
、
フ
ァ
ラ
ボ
ル
ワ
と

い
う
小
さ
な
町
の
周
辺
に
は
、
多
数
の
マ
ル
ー
ラ
の
木

が
自
生
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
１
９
９
０
年
代

ま
で
続
い
た
人
種
隔
離
政
策
（
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
）
に

よ
り
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
町
の
中
心
部
と
そ
の
縁

辺
に
広
が
る
人
口
密
集
地
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
、
そ
の
外

側
に
立
地
す
る
村
落
に
土
地
が
区
分
け

さ
れ
て
い
る
。
住
民
は
木
を
植
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
昔
か
ら
マ
ル
ー
ラ
の

果
実
を
利
用
す
る
過
程
で
種
子
を
意
図

的
／
非
意
図
的
に
散
布
し
、
生
え
て
き
た

木
を
伐
ら
ず
に
利
用
し
て
き
た
結
果
、
樹

木
の
数
が
増
加
し
た
と
い
う
。

マ
ル
ー
ラ（Sclerocarya birrea

）は
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
や
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
自

生
す
る
ウ
ル
シ
科
の
樹
木
で
あ
る
。
直
径

５
㌢
㍍
ほ
ど
の
大
き
さ
の
黄
色
い
果
実

を
大
量
に
結
実
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
果
実
に
は
、
白
色
の
爽
や
か
な
甘
い
果
汁
が
豊
富

に
含
ま
れ
る
。
果
汁
は
自
然
発
酵
し
て
酒
に
な
る
た

め
、
ア
フ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
地
域
で
マ
ル
ー
ラ
酒
を

飲
む
文
化
が
み
ら
れ
る
（
藤
岡
２
０
１
６
）。
果
実
を

つ
け
る
の
は
年
に
一
度
で
あ
る
。
雌
株
１
個
体
が
１
回

の
結
実
期
に
つ
け
る
果
実
の
個
数
は
、
南
ア
フ
リ
カ
で

実
施
さ
れ
た
研
究
に
よ
る
と
、
村
落
に
生
育
す
る
樹
木

で
１
万
７
０
０
０
個
以
上
で
あ
り
、
果
汁
に
換
算
す
る

と
約
93
・
５
㌔
㌘
に
相
当
す
る
（N

ghitoolw
a et al. 

2003

）。
マ
ル
ー
ラ
が
実
を
つ
け
る
２
月
か
ら
３
月
に
な
る

と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
々
が
実
を
拾
い
集
め
る
。
こ

の
地
域
に
暮
ら
す
、
ソ
ト
や
シ
ャ
ン
ガ
ー
ニ
と
い
う
民

族
は
、
マ
ル
ー
ラ
の
木
を
チ
ー
フ
が
管
理
す
る
地
域
の

共
有
資
源
と
し
て
扱
い
、
最
初
に
つ
く
っ
た
酒
は
チ
ー

フ
に
貢
納
す
る
慣
習
が
あ
る
。各
世
帯
の
女
性
た
ち
は
、

こ
の
季
節
に
な
る
と
毎
日
の
よ
う
に
果
汁
を
搾
り
、
数

日
し
て
発
酵
し
た
ブ
カ
ニ
と
よ
ば
れ
る
マ
ル
ー
ラ
酒

（
醸
造
酒
）を
友
人
や
親
族
と
共
飲
す
る
。マ
ル
ー
ラ
は
、

地
域
の
文
化
や
社
会
に
根
差
し
た
重
要
な
樹
木
な
の
で

あ
る
。

マ
ル
ー
ラ
酒
の
商
品
化
と
人
々
の
生
活

１
９
８
３
年
に
、
南
ア
フ
リ
カ
大
手
酒
造
メ
ー
カ
ー

マ
ル
ー
ラ
の
商
品
化
は
住
民
の
生
活
を
変
え
た
か

その13

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
講
師
　
藤
岡
悠
一
郎

暮らしの
中の熱帯

ＯＲタンボ国際空港（ヨハネスブルク）のアマルーラの看板
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の
デ
ィ
ス
テ
ル
社
が
フ
ァ
ラ
ボ
ル
ワ
近
郊
に
工
場
を
建

設
し
、
ア
マ
ル
ー
ラ
を
開
発
し
た
。
ア
マ
ル
ー
ラ
は
、

果
汁
を
２
回
蒸
留
し
、オ
ー
ク
の
樽た

る

で
２
年
間
寝
か
せ
、

最
後
に
ク
リ
ー
ム
を
混
ぜ
て
つ
く
ら
れ
る
。
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
は
17
％
程
度
で
あ
り
、
現
地
の
人
々
が
飲
ん
で

い
る
醸
造
酒
と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
強
さ
も
味
も
全
く

異
な
る
。
こ
の
製
品
を
つ
く
る
た
め
に
は
大
量
の
果
実

が
必
要
と
な
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
工
場
が
所
有
す

る
果
樹
園
は
な
い
。
現
地
の
人
々
が
拾
い
集
め
た
果
実

を
工
場
が
定
額
で
買
い
取
っ
て
加
工
し
、
世
界
中
で
販

売
し
て
い
る
。
マ
ル
ー
ラ
の
木
が
大
量
に
生
育
し
て
い

る
本
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
産
業
で
あ
る
。

マ
ル
ー
ラ
の
商
品
化
に
よ
っ
て
、
地
域
の
人
々
の
生

活
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
？　

最
も
大

き
な
変
化
と
し
て
、
マ
ル
ー
ラ
が
世
帯
に
と
っ
て
重
要

な
現
金
収
入
源
、
と
り
わ
け
女
性
の
収
入
源
と
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
マ
ル
ー
ラ
が
実
を
つ
け
る
の

は
、
１
年
の
わ
ず
か
２
カ
月
程
度
で
あ
る
が
、
多
く
の

人
々
が
そ
の
時
期
に
果
実
を
採
集
し
、
販
売
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
作
業
を
担
う
大
多
数

の
人
々
は
、
他
に
職
を
持
た
な
い
高
齢
の
女
性

や
寡
婦
で
あ
る
。
男
性
は
正
規
職
や
別
の
賃
労

働
な
ど
に
就
い
て
い
る
場
合
が
多
く
、
期
間
限

定
で
歩
合
も
そ
れ
ほ
ど
よ
く
な
い
重
労
働
に
あ

ま
り
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
従
来
の

性
別
分
業
の
な
か
で
、
マ
ル
ー
ラ
酒
を
つ
く
る

の
は
女
性
の
労
働
と
さ
れ
て
き
た
た
め
、
男
性

が
参
入
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
と
述
べ
る
人

も
い
た
。
他
方
、
職
に
就
い
て
い
な
い
女
性
た

ち
は
、
果
実
を
拾
っ
て
こ
の
時
期
に
現
金
を
稼

ぐ
。
フ
ァ
ラ
ボ
ル
ワ
町
の
一
角
に
は
、
タ
ウ
ン

シ
ッ
プ
や
村
か
ら
果
実
を
拾
い
に
や
っ
て
き
た
女
性
た

ち
の
キ
ャ
ン
プ
が
こ
の
時
期
に
だ
け
つ
く
ら
れ
る
。
50

人
ほ
ど
の
女
性
た
ち
が
寝
泊
ま
り
し
、
炊
事
な
ど
を
当

番
で
行
い
、
仮
眠
を
と
っ
て
昼
も
夜
も
果
実
を
拾
い
集

め
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
で
、
多
い
人
で
は
週
に
日
本

円
で
１
万
円
程
度
を
稼
ぐ
と
い
う
。
他
に
仕
事
を
も
た

な
い
女
性
に
と
っ
て
は
大
き
な
収
入
で
あ
る
。し
か
し
、

重
労
働
の
わ
り
に
買
い
取
り
価
格
が
低
い
と
不
満
を
持

つ
人
も
多
い
。

単
純
に
考
え
る
と
、
マ
ル
ー
ラ
の
果
実
を
拾
う
人
の

数
や
採
集
量
が
増
加
す
る
と
、
果
実
を
巡
る
競
争
が
激

化
す
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
現
地
の
女
性
た
ち
に
話

を
聞
く
と
、
た
し
か
に
そ
の
よ
う
な
側
面
が
あ
る
と
い

う
が
、
深
刻
な
争
い
な
ど
は
生
じ
て
い
な
い
。
そ
の
背

景
に
は
、
マ
ル
ー
ラ
の
資
源
量
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う

こ
の
地
域
の
特
徴
と
、
様
々
な
権
利
関
係
の
木
が
存

在
す
る
た
め
採
集
者
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
木
が
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
マ
ル
ー
ラ
の
木
は

い
た
る
と
こ
ろ
に

生
え
て
い
る
が
、

村
や
個
人
の
敷
地

に
生
え
て
い
る
も

の
は
所
有
者
が
決

ま
っ
て
お
り
、
誰

で
も
自
由
に
採
集

で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。
一
方
、
公

園
や
道
路
沿
い
な

ど
に
生
え
て
い
る

木
は
誰
で
も
実
を

採
集
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
採
集
者
は
作
戦
を
練
り
、
な
る
べ
く
拾

い
や
す
い
場
所
を
狙
っ
て
移
動
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

多
く
の
採
集
者
が
、
あ
る
程
度
の
量
の
実
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

無
秩
序
な
採
集
が
行
わ
れ
て
い
な
い
背
景
に
は
、

チ
ー
フ
に
対
す
る
敬
意
も
あ
る
。
も
と
も
と
マ
ル
ー
ラ

は
チ
ー
フ
が
管
理
し
て
お
り
、
そ
の
慣
習
は
現
在
で
も

続
い
て
い
る
。土
地
や
資
源
の
管
理
に
関
し
て
は
、チ
ー

フ
に
よ
る
差
配
が
現
在
で
も
機
能
し
、
そ
の
年
の
最
初

の
試
飲
は
、
公
に
は
チ
ー
フ
を
含
め
た
地
域
の
有
力
者

が
儀
礼
的
に
行
う
。
マ
ル
ー
ラ
を
採
集
し
て
販
売
す
る

女
性
た
ち
は
、
チ
ー
フ
の
存
在
や
そ
の
も
と
で
活
動
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

本
地
域
で
の
マ
ル
ー
ラ
の
商
品
化
は
、
第
一
に
地
域

の
女
性
た
ち
に
新
た
な
収
入
源
を
も
た
ら
し
た
が
、
他

方
で
そ
の
活
動
は
経
済
構
造
の
底
辺
に
い
る
女
性
た
ち

の
労
働
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

住
民
の
な
か
に
は
、
協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

主
体
的
に
商
品
化
を
進
め
て
い
く
動
き
も
生
じ
て
い

る
。
販
売
先
や
活
動
主
体
が
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
買

い
取
り
価
格
や
労
働
環
境
の
改
善
に
繋
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
動
き
が
地
域
の
文
化

や
社
会
と
調
和
的
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が
成
功
の
鍵
と

な
る
だ
ろ
う
。
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身
近
な
天
然
ゴ
ム
製
品

日
常
生
活
に
お
い
て
ゴ
ム
製
品
は
欠
か
せ
な
い
。
輪

ゴ
ム
、
ホ
ー
ス
、
タ
イ
ヤ
な
ど
身
近
な
も
の
が
多
い
。

ゴ
ム
に
は
、
ゴ
ム
ノ
キ
の
樹
液
か
ら
作
ら
れ
る
天
然
ゴ

ム
と
石
油
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
合
成
ゴ
ム
の
２
種
類

が
あ
る
。
２
０
１
８
年
に
お
け
る
全
世
界
の
総
生
産

量
は
天
然
ゴ
ム
が
約
１
３
８
７
万
㌧
、
合
成
ゴ
ム
が

約
１
５
２
６
万
㌧
と
な
っ
て
お
り
、
天
然
ゴ
ム
と
合

成
ゴ
ム
の
生
産
量
は
比
較
的
近
い
。
天
然
ゴ
ム
の
世
界

の
総
生
産
量
の
推
移
に
つ
い
て
み
る
と
、
１
９
６
１
年

か
ら
約
60
年
間
で
７
倍
以
上
に
生
産
量
は
増
加
し
、
特

に
２
０
０
０
年
以
降
の
増
加
率
が
高
い
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ 

２
０
１
９
）。
天
然
ゴ
ム
は
70
％
以
上
が
タ
イ
ヤ

の
生
産
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
車
の
生
産

台
数
の
増
加
が
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

２
０
１
９
）。
地
域
的
に
み
る
と
、
世
界
の

２
０
１
７
年
の
総
生
産
量
の
75
％
は
東
南
ア
ジ
ア
で
生

産
さ
れ
て
お
り
、
国
別
で
は
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
シ
ェ
ア
が
特
に
多
く
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
が
上
位
に
位
置
す
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ 

２
０
１
９
）。

熱
帯
の
ゴ
ム
農
園

天
然
ゴ
ム
は
ゴ
ム
ノ
キ
の
白
い
樹
液
を
凝
固
さ
せ
て

作
ら
れ
る
。
ゴ
ム
ノ
キ
と
い
え
ば
観
葉
植
物
の
イ
ン
ド

ゴ
ム
ノ
キ
（Indian rubber tree, Ficus elastica

）

が
身
近
な
存
在
で
あ
る
が
、
天
然
ゴ
ム
生
産
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
が
原

産
の
パ
ラ
ゴ
ム
ノ
キ
（Para rubber tree, H

evea 
brasiliensis

）
で
あ
る
。
筆
者
が
初
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
ゴ
ム
農
園

を
訪
れ
た
の

は
15
年
前
で

あ
る
が
、
そ

の
時
の
印
象

は
手
入
れ
が

行
き
届
い
た

立
派
な
人
工

林
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ゴ
ム

農
園
で
は
、
植
栽
後
５
～
７
年
か
ら
ゴ
ム
樹
液
の
採
取

が
開
始
さ
れ
、
植
栽
後
25
～
30
年
経
過
す
る
と
樹
液
の

生
産
量
が
減
少
し
て
く
る
た
め
、
こ
の
段
階
で
ゴ
ム
ノ

キ
は
伐
採
さ
れ
再
度
新
た
な
苗
木
が
植
栽
さ
れ
る
。

森
林
資
源
と
し
て
の
ゴ
ム
農
園

ゴ
ム
農
園
の
目
的
は
あ
く
ま
で
天
然
ゴ
ム
の
生
産
で

あ
る
た
め
、
伐
採
時
に
利
用
可
能
と
な
る
木
材
に
つ
い

て
は
、
以
前
は
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
熱
帯
天
然
林
の
減

少
・
劣
化
が
加
速
す
る
な
か
で
、
ゴ
ム
ノ
キ
材
の
有

効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（Shigem

atsu

ら 

２
０
１
１
）、
日
本
で
も
ラ
バ
ー
ウ
ッ
ド
集
成
材
と
し

て
広
く
流
通
し
て
い
る
。
筆
者
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

け
る
ゴ
ム
ノ
キ
の
成
長
や
そ
の
木
材
の
経
済
的
価
値

に
つ
い
て
試
算
し
た
こ
と
が
あ
る
（Shigem

atsu

ら 

２
０
１
３
）。
伐
採
さ
れ
る
直
前
の
ゴ
ム
ノ
キ
林
の
単

位
面
積
当
た
り
の
材
積
を
測
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
立

木
材
積
は
４
０
０
立
方
㍍
／
㌶
前
後
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
平
均
年
間
成
長
量
は
９
・
３
立
方
㍍
／
㌶
と

推
定
さ
れ
た
（K

hun

ら 

２
０
０
８
）。
こ
の
平
均
成

長
量
は
早
生
樹
種
の
ア
カ
シ
ア
や
ユ
ー
カ
リ
の
造
林
地

で
み
ら
れ
る
20
立
方
㍍
／
㌶
以
上
の
値
と
比
較
す
る
と

劣
る
も
の
で
あ
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
チ
ー
ク
人
工
林

や
日
本
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
吉
田
・
松
下　

１
９
９
９
）
に
近
い
値
で
あ
り
、
木
材
生
産
の
た
め
に

造
成
さ
れ
て
い
る
人
工
林
と
比
較
し
て
も
成
長
が
悪
い

と
は
言
え
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ゴ
ム
農
園
の
拡
大
と
そ
の
影
響

前
述
の
よ
う
に
天
然
ゴ
ム
の
生
産
量
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
ゴ
ム
農
園
の
面
積
も
拡
大
し
て
い

森
林
・
木
材
資
源
と
し
て
の
ゴ
ム
農
園
の
可
能
性

その14

九
州
大
学
農
学
研
究
院
　
溝
上
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也

暮らしの
中の熱帯

“White Gold”といわれる白いゴムの樹液
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る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
収
穫
面
積
の
推
移
を
コ
メ

以
外
の
主
要
な
作
物
で
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
オ

イ
ル
パ
ー
ム
果
実
の
収
穫
面
積
が
指
数
関
数
的
に
急
速

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
左
下
の
グ
ラ
フ
参

照
）。
そ
し
て
、
天
然
ゴ
ム
収
穫
面
積
も
２
０
０
０
年

以
降
に
増
加
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
第
３

位
の
収
穫
面
積
に
な
っ
て
い
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ 

２
０
１
９
）。

こ
の
よ
う
な
ゴ
ム
農
園
の
拡
大
は
熱
帯
地
域
の
環
境

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
？　

パ
ラ
ゴ
ム
ノ
キ
は
本
来
、
高
温
多
雨
の
地
域
に

適
す
る
樹
木
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
伝
統
的
に
は

赤
道
に
近
い
熱
帯
雨
林
気
候
帯
の
低
地
に
ゴ
ム
農
園

が
造
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
、
天
然
ゴ
ム
の
需
要
の

高
ま
り
と
と
も
に
、
よ
り
高
緯
度
の
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン

気
候
帯
や
高
地
（
標
高
３
０
０
㍍
以
上
）
に
拡
大
さ
れ

て
き
た
（Ziegler

ら 

２
０
０
９
）。
例
え
ば
、
中
国

の
雲
南
省
最
南
端
に
位
置
す
る
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
・
タ

イ
族
自
治
州
で
は
、
当
地
の
最
近
の
水
不
足
は
ゴ
ム
農

園
の
拡
大
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
報
告
がScience

誌
（M

ann 

２
０
０
９
）

とN
ature

誌
（Q

iu 

２
０
０
９
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
や
タ
イ
に
お
い
て
も
ゴ
ム

農
園
の
蒸
発
散
量
は
両
国
の
代
表

的
な
自
然
植
生
の
熱
帯
季
節
林
よ

り
も
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

（Giam
belluca

ら
２
０
１
６
）。

一
方
で
、
ゴ
ム
農
園
は
天
然
林
と

比
較
す
る
と
そ
の
バ
イ
オ
マ
ス
量

は
低
い
が
、
農
地
や
草
地
と
比
較

す
る
と
バ
イ
オ
マ
ス
量
が
多
く
、
炭
素
固
定
能
力
が

高
い
（Blagodatsky

ら
２
０
１
６
）。
こ
の
よ
う
に
、

ゴ
ム
農
園
拡
大
の
影
響
と
い
っ
て
も
、
ゴ
ム
農
園
に
変

換
さ
れ
る
前
の
土
地
利
用
、
す
な
わ
ち
天
然
林
な
の
か

農
地
や
草
地
な
の
か
に
よ
っ
て
そ
の
影
響
は
異
な
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

持
続
可
能
な
ゴ
ム
農
園
経
営
に
向
け
て

日
本
で
は
戦
後
の
天
然
林
伐
採
に
よ
る
拡
大
造
林
な

ど
に
よ
っ
て
現
在
は
全
森
林
面
積
の
約
４
割
も
が
人
工

林
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
拡
大
造
林
が
奥
地
の
高
い
標

高
に
ま
で
及
ん
で
い
っ
た
こ
と
は
近
年
の
ゴ
ム
農
園
の

拡
大
と
も
似
た
状
況
に
あ
る
。
ゴ
ム
農
園
の
み
な
ら

ず
、
日
本
の
人
工
林
を
含
め
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
宿
命
と
し
て
、
自
然
植
生
と
比
較
し

た
時
の
生
物
多
様
性
の
減
少
や
病
虫
害
等
の
蔓ま

ん

延え
ん

の
リ

ス
ク
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
重
要
な

の
が
地

域
あ
る

い
は
流

域
の
中

で
、
ど
こ
に
、
ど
の
く
ら
い
の
面
積
で
天
然
林
、
人
工

林
あ
る
い
は
農
地
な
ど
を
配
置
す
る
か
と
い
う
土
地
利

用
計
画
を
適
切
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
森
林
認
証
で

世
界
的
に
有
名
な
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
日
本
で
初
め
て
取
得

し
た
速
水
林
業
の
場
合
で
も
、「
人
工
林
配
置
や
構
造

に
よ
る
地
域
生
態
へ
の
影
響
」
や
「
人
工
林
内
の
生
態

系
保
全
性
」
な
ど
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
（
速
水
林
業 

２
０
１
９
）。
ゴ
ム
農
園
に
つ
い
て
も
、
持
続
可
能
な

経
営
を
目
指
す
た
め
に
は
地
域
や
流
域
に
お
け
る
環
境

配
慮
が
一
層
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

カンボジアのゴム農園
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東南アジアにおける主要作物の収穫面積（万 ha）の推移（FAOSTAT 2019）
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日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
か
ら

生
産
者
側
の
世
界
を
見
る

本
特
集
で
は
、
日
本
人
の
生
活
と
か
か
わ
り
の
あ
る

モ
ノ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
を
通
じ

て
生
産
者
側
の
世
界
を
見
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
モ

ノ
が
現
地
で
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
生
産
が
森
林
を
含
め
た
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
モ
ノ
を
生
産
す

る
過
程
で
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
は
ど
の
よ
う
な
影

響
を
受
け
て
い
る
の
か
考
え
て
み
た
。

取
り
上
げ
た
モ
ノ
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
じ
み
が

あ
り
、
よ
く
口
に
す
る
コ
ー
ヒ
ー
・
バ
ナ
ナ
・
カ
カ
オ
、

さ
ら
に
は
、
シ
ナ
モ
ン
や
カ
ル
ダ
モ
ン
と
い
っ
た
香
辛

料
、
植
物
油
脂
か
ら
洗
剤
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
用
途

に
利
用
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ム
油
、
名
前
を
聞
い
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
ア
フ
リ
カ
や
南
ア
メ
リ
カ
の
植
物
な
ど

で
あ
る
。
食
料
以
外
に
、
木
材
や
紙
・
パ
ル
プ
、
木

炭
、
石
炭
と
い
っ
た
天
然
資
源
も
取
り
上
げ
た
。
木
材

や
紙
は
、
日
本
で
も
生
産
し
て
い
る
が
、
熱
帯
地
域
の

資
源
に
も
依
存
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
日
本

に
輸
入
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
は
ご
く
一
部
の
モ
ノ
で
は
あ

る
が
、
熱
帯
地
域
か
ら
日
本
に
多
く
の
モ
ノ
が
輸
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。

現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

地
球
環
境
問
題
と
も
関
係
し
て
い
る

熱
帯
地
域
で
生
産
さ
れ
る
木
材
や
紙
・
パ
ル
プ
、
石

炭
、
シ
ナ
モ
ン
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
と
地
域
住
民
の
生
活
・

気
候
変
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

本
特
集
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
日
本
に
輸
入

さ
れ
、
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
の
一
部

は
、
法
規
制
を
順
守
し
て
い
な
い
木
材
の
違
法
伐
採
で

あ
り
、
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
企
業
は
、
日
本
に
輸

入
さ
れ
る
紙
・
パ
ル
プ
を
、
地
域
住
民
が
も
と
も
と
利

用
し
て
き
た
森
林
か
ら
伐
採
す
る
た
め
に
住
民
を
追
い

出
す
な
ど
、
人
権
に
か
か
わ
る
よ
う
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
。
企
業
の
石
炭
採
掘
は
過
度
の
森
林
伐
採

を
も
た
ら
し
、シ
ナ
モ
ン
の
木
の
栽
培
を
目
的
と
し
た
、

住
民
に
よ
る
国
立
公
園
へ
の
土
地
拡
張
は
、
森
林
破
壊

や
生
物
多
様
性
消
失
の
脅
威
と
な
っ
て
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
木
材
や
紙
・
パ
ル
プ
、
ア
ブ
ラ
ヤ

シ
の
生
産
は
、
森
林
火
災
や
泥
炭
湿
地
の
開
拓
と
い
っ

た
自
然
環
境
の
破
壊
と
も
関
係
し
て
い
る
。
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
と
い
っ
た
気
候
の
影
響
に
加
え
、
人
為
的

な
森
林
開
発
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
た
び
た

び
大
規
模
な
森
林
火
災
が
発
生
し
て
き
た
（Gellert 

1998

）。
２
０
１
５
年
に
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に

よ
る
乾
燥
化
の
影
響
も
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
規

模
な
森
林
火
災
が
発
生
し
、多
く
の
森
林
を
焼
失
さ
せ
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
た
（W

orld Bank 2016

）。

森
林
火
災
は
隣
国
に
ば
い
煙
に
よ
る
被
害
を
も
た
ら
す

だ
け
で
は
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
に
よ
っ
て
気

候
変
動
を
助
長
し
、
開
発
が
行
わ
れ
る
泥
炭
湿
地
の
森

林
の
消
失
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
問
題
と

も
大
い
に
関
連
し
て
い
る
。
１
９
９
５
年
の
第
１
回
気

候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
締
約
国
会
議
以

降
の
議
論
に
よ
り
、
森
林
破
壊
は
地
球
規
模
の
気
候
変

動
の
主
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
熱
帯
林
保
全
は
気
候
変

動
緩
和
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
第
３
回
気
候
変

動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
で
は
、
京
都
議
定
書
が
採
択

さ
れ
、
先
進
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

が
提
示
さ
れ
た
も
の
の
、
途
上
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
前
述
の
よ
う

に
、
熱
帯
林
の
森
林
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
中
で
、
途
上

国
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
義
務
が
な
い
の
は
、
地
球

規
模
全
体
で
見
る
と
目
標
達
成
を
難
し
く
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
第
21
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議

で
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で
は
、
２
０
２
０
年
以
降
の

その15

総
括
：
連
載
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、

　
　
　
　
　
今
後
の
日
常
生
活
へ
の
活
か
し
方

森
林
環
境
２
０
２
０ 

責
任
編
集
者　

原
田
一
宏
・
井
上
真

暮らしの
中の熱帯
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地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
先
進
国
だ
け
で
は
な
く
、

途
上
国
も
含
む
す
べ
て
の
参
加
国
に
、
排
出
削
減
の
努

力
を
求
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世
界
の
国
々
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
多
く
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い

る
国
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
パ
リ
協
定
に
関
す
る
議
論

が
進
め
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
熱
帯
林
の
破
壊
を

食
い
止
め
る
こ
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
こ
と

を
い
か
に
実
現
す
る
か
が
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
は
、

地
域
の
生
態
環
境
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
環
境
問
題
と

も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
、
日
本
の
消
費
者
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る

昨
今
、
日
本
で
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
広
ま
り
つ
つ

あ
る
。
熊
本
市
や
名
古
屋
市
な
ど
で
は
、
市
を
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
指
定
し
、
市
全
体
で
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
（
渡
辺 

２
０
１
８
）。
ま
た
、
Ｆ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
ラ
ベ
ル
機
構
）
の
認
証
の
よ
う
に
、
生
産
さ
れ
た
モ

ノ
に
ロ
ゴ
を
添
付
し
、
途
上
国
で
生
産
さ
れ
た
モ
ノ
を

国
際
的
な
規
格
の
下
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
と
し
て

販
売
す
る
と
い
う
試
み
も
あ
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｏ
の
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
商
品
は
、
生
産
者
の
生
計
向
上
や
地
域
開
発
に

寄
与
し
、
環
境
や
人
権
に
も
配
慮
し
つ
つ
生
産
さ
れ

る
。
消
費
者
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
環
境
・
社
会
・
経
済
に
貢
献
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
Ｆ
Ｌ
Ｏ
認
証
は
、

認
証
を
取
得
し
た
り
、
継
続
的
に
認
証
を
確
保
し
続
け

た
り
す
る
た
め
に
、
生
産
者
が
膨
大
な
書
類
を
作
成

し
、
多
額
の
審
査
料
を
支
払
い
続
け
る
必
要
が
あ
り
、

生
産
者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
原
田 

２
０
１
７
）。
ま
た
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
は
、
消
費

者
は
認
証
ロ
ゴ
の
つ
い
た
モ
ノ
を
購
入
す
る
だ
け
で
、

生
産
者
か
ら
消
費
者
の
顔
が
必
ず
し
も
見
え
る
わ
け
で

も
な
い
。

一
方
で
、
仲
介
者
で
あ
る
認
証
機
関
を
介
さ
ず
、
生

産
者
か
ら
直
接
モ
ノ
を
購
入
し
、
ま
た
、
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
形
で
生
産
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
も
あ
る
。

そ
れ
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
コ
ー
ヒ
ー
に
よ
る
地
域
支
援

や
、
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ
Ｔ
Ｊ
）

の
よ
う
な
民
衆
交
易
で
あ
る
。
民
衆
交
易
は
、
消
費

者
が
現
地
を
訪
問
す
る
な
ど
、
生
産
者
と
消
費
者
の
間

の
結
び
つ
き
、「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
重
視
し
、
煩

雑
な
手
続
き
も
な
く
、
認
証
機
関
に
で
は
な
く
生
産

者
や
消
費
者
に
利
益
を
還
元
し
よ
う
と
す
る
（
近
藤 

２
０
１
２
）。
民
衆
交
易
は
連
帯
経
済
的
要
素
を
市
場

に
導
入
し
、
従
来
の
市
場
主
義
か
ら
生
産
者
と
消
費
者

と
が
連
帯
す
る
流
れ
に
転
換
す
る
動
き
（
池
本
・
松
井 

２
０
１
５
）
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
生
物
多
様
性
条

約
締
約
国
会
議
で
は
、
名
古
屋
議
定
書
が
採
択
さ
れ
、

遺
伝
資
源
の
取
得
の
機
会
及
び
そ
の
利
用
か
ら
生
ず
る

利
益
を
途
上
国
に
も
公
正
か
つ
衡
平
に
配
分
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。２
０
１
６
年
に
設
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
17
項
目
の
達
成
目
標
に

は
、「
貧
困
撲
滅
」、「
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
」、「
持

続
可
能
な
消
費
と
生
産
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
や
民
衆
交
易
の
取
り
組
み
は
、
国
際
的
な

方
向
性
と
も
一
致
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
大
会
に
用
い
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
の
パ
ー
ム
油
や

木
材
に
は
、「
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
木
材
調
達
基

準
」
が
策
定
さ
れ
、「
生
態
系
の
保
全
」、「
先
住
民
や

地
域
住
民
の
土
地
の
権
利
の
尊
重
」、「
労
働
者
の
適
切

な
労
働
環
境
の
確
保
」が
守
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、

認
証
制
度
の
活
用
も
推
進
さ
れ
て
い
る
。
抜
け
道
や
不

十
分
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
注
視
が
必
要
で
あ
る

が
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
日
本
も
環
境
保
全
に

配
慮
し
た
行
動
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

個
人
に
目
を
向
け
る
と
、
日
本
人
は
品
質
に
は
こ
だ

わ
る
が
、
倫
理
的
な
側
面
に
は
あ
ま
り
目
を
向
け
な
い

傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
モ
ノ
は
通
常
の
モ
ノ

よ
り
も
値
段
が
高
い
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
が
日
本
の
消

費
者
の
購
買
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
も
否
め
な
い
。

モ
ノ
の
背
景
に
あ
る
地
域
の
「
物
語
」
が
消
費
者
に
届

き
、
消
費
者
が
「
物
語
」
に
耳
を
傾
け
、
実
際
に
モ
ノ

を
購
入
す
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る

で
あ
ろ
う
が
、
先
進
国
の
消
費
者
の
一
員
と
し
て
、
国

際
的
に
も
、
我
々
日
本
人
は
今
後
モ
ノ
の
背
景
に
あ
る

コ
ト
（
物
語
）
に
も
っ
と
目
を
向
け
、
想
像
力
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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に指定するとともに、都道府県等による捕獲事業を交付金により支援

している。

12 日／日本自然保護協会・環境省
里山のチョウが急減、「普通種」が危機
身近な里地や里山にたくさんいると考えられてきたチョウの仲間

87 種のうち、国蝶（こくちょう）とされるオオムラサキをはじめ約

4割が、「絶滅危惧種」に相当するレベルまで急激に減っている―。

全国の里山市民調査「モニタリングサイト 1000 里地調査」（環境省

事業）で調査を担当する日本自然保護協会が 11 月 12 日、こんな結

果を発表した。全国約200カ所を対象に、チョウの種類と個体数のデー

タが得られている約 50 カ所について、2008 年から 17 年までの記録

を分析した。

1年あたりの減少率をみると、絶滅危惧 1A類の基準の一つである

15％以上を示した種は、ミヤマカラスアゲハ（減少率 31.4％）を筆

頭にオオムラサキ（同 16.1％）など 6種。ともに北海道から九州に

広く分布するミヤマカラスアゲハはカラスザンショウやキハダ、オオ

ムラサキはエノキといった里山の雑木林に多い木の葉を食べて幼虫が

育つ。結果的に評価した種の約 4割にあたる 34 種が、絶滅危惧の判

定基準に該当するほどの減少率だった。多くは普通種とされてきたも

のだ。

19 日／林野庁
「Forest Style ネットワーク」立ち上げ
林野庁は、森林空間を健康、観光、教育などの新たな分野で活用す

る「森林サービス産業」の創出・推進について意見交換や情報共有を

する「Forest	Style	ネットワーク」を立ち上げ、11月 19 日、キック

オフ・イベントを開催した。山村振興・地方創生に向けて政府は、「林

業の成長産業化」とともに、山村地域の新たな雇用と収入機会を生み

出すことが期待される「森林サービス産業」の創出・推進を両輪とし

て取り組むことにしています。同ネットワークは、森林サービス産業

に関心がある民間企業や団体、地方自治体、研究機関の有識者らが「参

画団体等」となり、情報共有を進めるプラットフォームをつくります。

26 日／UNEP
温室効果ガス排出、2018 年は過去最高
国連環境計画（UNEP）が 11 月 26 日に公表した地球温暖化に関す

る年次報告書によると、2018 年の世界の温室効果ガス排出量は、二

酸化炭素換算で過去最高の 553 億㌧でした。「パリ協定」で定めた目

標である「産業革命以降の平均気温上昇を『1.5℃』に制限する」た

めには、2020 年から 30 年にかけて、世界全体の温室効果ガスを毎

年 7.6％削減する必要があると指摘しています。しかし、過去 10 年

間の排出量は、逆に毎年平均 1.5％上昇しており、今のままだと平均

気温上昇は今世紀中に「3.2℃」になり、より広範囲で破壊的な気候

影響をもたらす恐れがあるとしています。

他方、環境省が 11 月 29 日に発表した算定によると、2018 年度

の国内の温室効果ガス排出量（速報値）は、二酸化炭素換算で 12 億

4400 万 t で、前年度比 3.6％の減でした。再生可能エネルギーによる

発電の増加や省エネ、暖冬などにより、二酸化炭素排出量が減ったの

が要因。2005 年度比で 10.0％の減、ピークの 2013 年度と比べると

11.8％減っています。

29 日／環境省
東京港青海ふ頭にヒアリ 500 匹以上
環境省は 11 月 29 日、東京港・青海ふ頭内のコンテナヤードの舗

装面で 500 体以上のヒアリを見つけたと発表しました。専門家が働

きアリの幼虫・蛹と確認。発見場所周辺に、殺虫剤を集中的に散布し

ました。同ふ頭で、9月から 10 月にかけてヒアリの女王アリと働き

アリからなるコロニー（集団）が確認されたことから、周辺を調査し

た。ヒアリは強い毒性がある特定外来生物。平成 29（2017）年 6月

に国内で初めて確認されて以来、各地で発見されています。世代を重

ねる「定着」を防ぐためには、物流拠点での調査・防除を徹底するし

かありません。

■
　12月　　　　　　　

■

19 日／環境省
標識調査で渡り鳥の繁殖地が判明
環境省は12月 19日、日本に渡来するミヤコドリについて、カムチャ

ツカ半島西岸で鳥類標識調査の標識を装着した個体が観察され、繁殖

地の一か所が初めて明らかになったと発表した。令和元（2019）年

9	月に、刻印付きのカラーフラッグを装着したミヤコドリが千葉県船

橋市の三番瀬干潟と三重県津市の安濃川河口でそれぞれ 1羽ずつ観

察された。それぞれの足環を確認した結果、これらの個体は、同年 7

月15日に、ロシア連邦自然資源環境省全ロシア環境保全研究所によっ

て、カムチャツカ半島西岸のハイリュゾヴァ・ヴェロゴロバヤ河口

でまだ飛べないヒナの状態のときに足環を装着された 3羽のうちの 2

羽であることがわかった。日本に渡来するミヤコドリの繁殖地や渡り

のルートはこれまで不明だった。

調査は、鳥類に足環等を装着して放鳥し、再捕獲や観察によって情

報を収集、解析することにより、鳥類の渡りの実態や生態を明らかに

し、鳥類の保全施策やそのための国際協力の推進に役立てるものであ

り、我が国では、環境省が公益財団法人山階鳥類研究所への委託事業

として実施している。
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している。世界の平均海面は 1902 ～ 2015 年に 16cm（12 ～ 21cm）

上昇した。2016 ～ 15 年は年 3.6mm（3.1 ～ 4.1mm）で 1901 ～ 90

年の年 1.4mm（0.8 ～ 2mm）の約 2.5 倍だ。

温暖化対策をせずに世界平均気温が産業革命前から最大 4.8℃上昇

する場合は、海面は 2100 年に、1986 ～ 2005 年に比べて 84cm（61

～ 110cm）上昇する可能性がある。この場合、上昇は 2300 年には数

mに達する可能性がある。温暖化対策の国際ルール「パリ協定」で

合意している、気温上昇を同2℃未満とした場合は2100年に43cm（29

～ 59cm）上昇するが、2300 年でも 1m程度に抑えられるという。

また、世界全体の海洋動物の生物量は対策なしの場合、今世紀末に

1986 ～ 2005 年に比べて 15％程度、漁獲量は最大で同 20 ～ 25％程

度減る可能性があるという。

30 日／内閣府
アイヌ文化発信へ交付金 6.6 億円
アイヌ施策推進法に基づく新たな交付金の第 1弾として、北海道内

12 市町と、北海道の名付け親松浦武四郎の出身地、三重県松阪市に

支給することが 9月 30 日、決まった。総額約 6.6 億円。アイヌ文化

の発信を軸に、保存や継承、地域間交流促進などを目指す事業が認定

された。主な事業は、観光振興やその他の産業振興事業に 4.7 億円▽

地域内または地域間の交流や国際交流の促進に 1.5 億円▽アイヌの伝

統などへの理解促進に0.2億円▽アイヌ文化の保存や継承に0.2億円。

30 日／総務省
森林環境譲与税、自治体に 100 億円
間伐などの手入れが不十分で放置されている人工林を管理・保全す

るための新たな財源「森林環境譲与税」を 9月 30 日、総務省が初め

て配分した。総額 100 億円を①私有林人工林面積②林業従事者数③

人口、に応じて案分し、全市町村と都道府県に配りました。額が大き

かったのは、横浜市（約 7104 万円）、浜松市（約 6067 万円）、大阪

市（約 5480 万円）など。今回は 2019 年度分の半分で、2020 年 3月

末にほぼ同額が配分される。

森林環境譲与税の財源は、全国の個人住民税に上乗せする形で一人

当たり年 1000 円ずつ徴収する「森林環境税（国税）」だ。ただし徴

収開始は 2024 年からで、5年間は国の特別会計から「前借り」して

配分。総額を次第に増やし、将来的には毎年 600 億円規模の財源が

確保される。使途は、市町村が主体となって行う森林整備に必要な、

間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発などの費

用、と決まっている。

■
　10月　　　　　　　

■

18 日／林野庁
松くい虫被害、過去 40 年で最少
林野庁は 10 月 18 日、松くい虫とナラ枯れの被害について、平成

30（2018）年度の都道府県の発生状況を取りまとめた。松くい虫被

害は、北海道及び埼玉県を除く 45 都府県で被害が発生し、全国の松

くい虫被害量は、平成29年度より約4万7000m³減の約35万m³だっ

た。この被害量は、過去 40 年間で最も少ない被害量であり、被害量

が最も多かった昭和 54（1979）年度の約 7分の 1の水準。ただし、

都県単位では増加している場合もあるほか、新たな被害地も発生して

いる。ナラ枯れ被害は、32 府県で被害が発生し、全国のナラ枯れ被

害量は、平成 29 年度より約 4万 8000m³ 減の約 4万 5000m³ となっ

ている。この被害量は、平成 29年度の約半分の水準となっているが、

県毎にみると増加している場合もある。

18 日／国土交通省技術検討会
気候変動を踏まえた治水に転換を提言
国土交通省の「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」は

10 月 18 日、気候変動の影響によりさらに降雨量が増加し、水害が頻

発化・激甚化することが懸念されていることから、治水計画の立案

にあたり、「実績の降雨を活用した手法」から「気候変動により予測

気候変動を踏まえた治水計画に転換するよう求める提言をまとめた。

IPCC のシナリオ「RCP2.6（2℃上昇）」を前提にすると将来の降雨量

の変化倍率は全国平均約 1.1 倍であるという。

すでに豪雨の発生件数が約 30 年前の約 1.4 倍に増加しているが、

21 世紀末の豪雨の発生件数は約 2倍以上に増加すると指摘。治水計

画の考え方について、「気候変動の予測精度等の不確実性が存在する

が、現在の科学的知見を最大限活用したできる限り定量的な影響の評

価を用いて、気候変動により予測される将来の降雨を活用する方法に

転換することを求めた。ただし、新しい気候変動予測が近く公表され

ることから、河川整備基本方針や施設設計への降雨量変化倍率の反映

は、この結果を踏まえて、改めて年度内に設定すべきだとした。

31 日／農林水産省
台風 19 号、農林水産被害は 1573 億円
台風 19 号（10 月 10 日～ 13 日）による農林水産関係の被害額が

約 1573 億円に上ったことが、農林水産省の発表（10 月 31 日現在）

でわかった。38 都府県からの報告を集計した。林野関係の被害額は

約 447 億円。内訳は「林地荒廃」が 762 カ所で約 248 億円、「林道施

設等」が 6820 カ所で約 150 億円など。

また、千葉県や栃木県を中心に倒木などによる大規模な停電被害が

あった台風 15 号（9 月 7 日～ 9 日）でも、12 都県で約 509 億円の

農林水産関係の被害（うち林野被害は約 26億円）が報告されている。

■
　11月　　　　　　　

■

1 日／環境省
シカ、イノシシが減少傾向
平成 29（2017）年度末におけるニホンジカの個体数は、中央値で

約 244 万頭（90％信用区間：約 192 万～ 329 万頭）、イノシシの個

体数は、中央値で約 88 万頭（90％信用区間約 62 万～ 122 万頭）と

推定され、平成 26 年度以降、ニホンジカ、イノシシともに、減少傾

向が継続している。また、本州以南のニホンジカの個体数について将

来予測を行ったところ、半減目標を達成するためには、令和元（2019）

年度以降に平成 30年度の約 1.77 倍の捕獲率（推定個体数に対する捕

獲数の割合）を確保する必要があるという結果が得られた。

近年、ニホンジカ及びイノシシについては、急速な生息数の増加や

生息域の拡大により、自然生態系、農林水産業及び生活環境に深刻な

被害を及ぼしており、捕獲による個体群管理が不可欠となっています。

環境省では、鳥獣保護管理法に基づき、集中的かつ広域的に管理を図

る必要がある鳥獣としてニホンジカ及びイノシシを「指定管理鳥獣」
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北海道大学中川研究林の原生保存林の針広混交林に生育する針葉樹

の割合が年々低下していることを明らかにした。17.5ha の樹木を個

体識別して約 40 年間モニタリングした結果、夏期の気温上昇と降水

量増加がトドマツなど針葉樹の成長に負の影響を与えている一方、イ

タヤカエデなど広葉樹の成長には正の影響を与えていることがわかっ

た。気候変動は森林生態系に様々な影響を与えていると考えられてい

るが、樹種ごとの応答やそのメカニズムについてはまだ不明な点が多

い。これらの結果は、気候変動によって森林の姿が大きく改変される

だけでなく、その機能にも影響を及ぼしてしまう可能性を示すもので

ある。7月 22 日公開の Forest	Ecology	and	Management 誌にオンラ

イン掲載された。

30 日／経済産業省・国土交通省
洋上風力発電整備、優先 4 区域を選定
経済産業省と国土交通省は 7月 30 日、海上に風車を立てて発電す

る洋上風力発電について既に一定の準備段階に進んでいる区域とし

て、11 区域を整理。このうち 4区域については、有望な区域として、

協議会の組織や国による風況・地質調査の準備を直ちに開始する。両

省が「有望」とする 4区域は、秋田県の「能代市・三種町・男鹿市沖」

と「由利本荘市沖」、千葉県の「銚子市沖」、長崎県の「五島市沖」。今後、

地元自治体や漁業者らによる協議会を設置して漁業などへの影響を見

極め、年内にも政府が正式に「促進区域」として指定する。

「一定の準備段階に進んでいる」とした地域は、青森県の「日本海

北側」「同南側」と「陸奥湾」、秋田県の「八峰町・能代市沖」と「潟

上市沖」、新潟県の「村上市・胎内市沖」、長崎県の「西海市江島沖」

の 7区域。

■
　８月　　　　　　　

■

1 日／世界気象機関
観測史上、最も暑い 7 月
世界気象機関（WMO、本部・ジュネーブ）は 8月 1日、「2019 年

7月は、過去に最も暑い月だった 2016 年 7月の記録をおそらく破り、

観測史上最も暑い月だった」と発表した。異常な高温は 6月から続

いており、グリーンランドや欧州の氷河では劇的な氷の融解が観測さ

れ、北極圏の森林では大規模な山火事が多発している。

欧州での異常な熱波は、北アフリカとスペインから暖かい空気が

流れ込んだためだ。フランス・パリでは 7月 25 日午後 4時 32 分に、

史上最高の 42.6℃を記録。この日は、ベルギーやドイツ、オランダ、

イギリスなどでも 40℃を超える気温が観測された。

グリーンランドではすでに 6月 11 日～ 20 日に大規模な氷床融解

が観測されていた。専門家によると、氷床融解のピークは 8月初旬

に超えるとみられるが、氷床の消失規模は過去最大だった 2012 年に

匹敵するという。

また、ロシア・シベリアや米アラスカなどの北極圏では 6月以降、

記録的な高温と乾燥状態が続き、大規模な山火事が多発している。ロ

シア当局によると、7月 29 日までにシベリアでは 745 カ所の山火事

が発生し、計 3万 3200km² の森林が消失した。欧州の気象学者によ

ると、7月中に北極圏で起きた山火事で、7500 万ｔの二酸化炭素が

放出された。

8 日／産業技術総合研究所
セルロースナノファイバーの生分解性を確認
産業技術総合研究所・環境暴露モデリンググループは、京都大学生

存圏研究所と連携し、セルロースナノファイバー（CNF) の一種であ

る、アセチル化リグノCNFが、高い生分解性を持つことを見いだした。

この CNF は、京都大学などが開発を進めてきたリグノ CNF 複合材

料の補強用ナノ繊維である。一般に生分解性プラスチックには強度不

足という弱点があるが、高強度の生分解性プラスチックが実現すれば、

生分解性プラスチックの用途が拡大でき、海洋プラスチックやマイク

ロプラスチックの問題解決に貢献すると考えられている。今回の成果

は、生分解性プラスチックをアセチル化リグノ CNFで補強した高強

度の生分解性プラスチック複合材料の開発につながる知見である。

30 日／林野庁
木質ペレット自給率 11％
2018 年の木質ペレットの国内生産量は約 13.1 万 t で、前年より 0.5

万 t 増加したと林野庁が 8 月 30 日に公表した。ただ、輸入量が約

106.0 万 t と前年（約 50.6 万 t）の倍以上に増えており、木質ペレッ

トの自給率は前年の半分近い約 11％に落ちた。

自給率は 2014 年までは約 57％で推移。しかし、2015 年が約

34％、2016 年約 26％、2017 年約 20％、2018 年約 11％と、右肩下

がり。国内生産量自体は 2015 年以降、年 120 万～ 130 万 t 程度でほ

ぼ横ばいだが、カナダとベトナムからを中心に輸入が急増した。また、

木質ペレットの代替燃料として競合関係にあるヤシ殻（PKS）の輸入

量も近年急増しており、2018 年の輸入量は前年より 11％多い 126.5

万 t だった。PKSの主な輸入先はインドネシアとマレーシアだ。

■
　９月　　　　　　　

■

19 日／日本学術会議
「温暖化対策加速を」緊急メッセージ
日本学術会議（会長・山極寿一京都大学総長）は 9月 19 日、地球

温暖化への取り組みが遅すぎるとして「将来世代のための新しい経済・

社会システムの早急な変革」などを訴える緊急メッセージを出した。

23 日に米ニューヨークで開かれる国連気候行動サミットを前に、山

極会長が環境省地球環境局長に手渡した。

メッセージは温暖化による生活や健康への脅威を避けるには世界の

二酸化炭素（CO2）排出量を今世紀半ばまでに「実質ゼロ」とするこ

とが必要だと指摘。市民が消費行動などを通じて取り組みを加速する

ことを求めている。

25 日／ IPCC
今世紀末、海面上昇 1m 超も
このままのペースで温室効果ガスの排出が続けば、今世紀末に海

面上昇が 1mを超える可能性がある―。専門家でつくる国連の気

候変動に関する政府間パネル（IPCC）は 25 日、こんな内容を含む

「海洋・雪氷圏特別報告書」の政策立案者向けの要約版を公表した。

100 年に 1度しか起きないような高潮などが、標高の低い大都市や

島国では今世紀半ば、ほかの地域でも今世紀末までにどこかで毎年起

きるようになると警告している。特別報告書によると、人間活動によっ

て世界の海の温度は 1970 年以降、ほぼ確実に上昇、海面上昇も加速
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22 日／気象研究所
温暖化なければ、昨夏の猛暑起きず
昨夏の記録的な猛暑は、地球温暖化がなければ起こっていなかった

とする研究結果を、気象庁気象研究所などのチームが 5月 22 日、発

表した。温暖化で地球全体の平均気温があと 1℃上がると、35℃以上

となる猛暑日の国内での発生回数が現在の 1.8 倍になるとも推計して

いる。チームは温室効果ガスの濃度を産業革命前に設定するなどした

「温暖化のない地球」と、実際の気候をもとにした「現実の地球」で、

大気や海水温のデータをもとに約 60 年分の気象状況を、コンピュー

ターで 100 回ずつ再現。その結果、日本上空が昨年７月を超える気

温になる確率は、現実の地球では約 20％だったのに対し、温暖化の

ない地球ではほぼ 0％と推定された。

29 日／森林総合研究所
日本の草地、この 100 年で激減
森林総合研究所は、京都大学、龍谷大学、北海道大学などと共同で、

過去 10 万年間にわたる日本の草地の歴史を植物の遺伝子解析により

推測した。草地は堆肥や牛馬の飼料、屋根の材料を生産する重要な場

所として、長く日本の国土の 10% 以上を占めていた。しかし、近代

化によって草地はこのような役割を失い、人工林に転換、あるいは管

理が放棄されて天然林に遷移した結果、この 100 年間で急減。現在

では草地は国土の 1%を占めるに過ぎない。その結果、草地に依存す

る多くの生物が絶滅の危機に瀕している。本研究成果は、2019 年 5

月 29 日に Biology	Letters 誌でオンライン公開された。

31 日／農林水産省
外資の森林買収、373ha
農林水産省は 5月 31 日、平成 30（2018）年 1月～ 12 月における

外国資本（居住地が海外にある外国法人または外国人）による森林買

収が全国で計 373ha だったと発表した。森林法に基づく届け出情報

などを都道府県を通じてまとめた。太陽光発電に利用するために米国

の法人が買った兵庫県内の 2件（計 258ha）が目立った。

■
　６月　　　　　　　

■

7 日／林野庁
平成 30 年度森林・林業白書を公表
6 月 7 日、平成 30（2018）年度の「森林・林業白書」が閣議決定

された。特集として林業の成長産業化と森林の適切な経営管理の実現

に不可欠である人材に着目。トピックスとして、①平成 30 年 7月豪

雨や北海道胆振東部地震による災害の発生と復旧への取組②国連気候

変動枠組条約第 24 回締結国会議（COP24）③ますます進んでいく非

住宅・中高層建築物の木造化・木質化の取組④森林・林業・木材産業

と持続可能な開発目標（SDGs）、などを紹介した。

7 日／林野庁
「無断伐採」相談、78 件
林野庁は、森林所有者に無断で立木が伐採された事案について、都

道府県を通じて調査を行い、6月 7日に結果を公表した。2018 年の

1月～ 12 月に市町村や都道府県に情報や相談があったのは全国で 78

件。うち 34 件は警察にも相談された。相談が多かったのは九州・沖

縄ブロックで、市町村や県への相談は計 51 件。内訳は、「境界の不

明確または当事者の認識違いによるもの」が 30 件、「伐採業者や伐

採仲介者が故意に伐採した疑いがあるもの」が 5件、「その他状況が

不明なもの」が 16 件となっています。ただしこれらは、森林所有者

などへの効果的な注意喚起を目的としてあえて分類したものであり、

故意か否かなどを確定したものではない。

11 日／環境省
温暖化対策の長期戦略決定
政府は、地球温暖化対策の国際ルール「パリ協定」に基づいて作っ

た長期戦略を 6月 11 日、閣議決定した。今後、国連に提出する。最

終到達点として二酸化炭素の排出ゼロを実現する「脱炭素社会」を、

今世紀後半のできるだけ早期に実現することを掲げた。それに向けて、

2050 年までに二酸化炭素の排出量 8割減を目指し、技術革新などに

取り組む。二酸化炭素の回収、貯留技術の開発などを進める。

■
　７月　　　　　　　

■

1 日／内閣府
SDGs に 31 自治体
政府は7月1日、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向け、

優れた取り組みを提案した 31自治体を「SDGs 未来都市」に選定した。

うち、「歩いて暮らせるまちづくり」を提案した新潟県見附市などの

10自治体がモデル事業（補助金上限 3000 万円）に選ばれた。

SDGs 未来都市の選定は 2回目で、昨年は 29 自治体が選ばれた。

今回モデル事業に選ばれたのは見附市のほかに、福島県郡山市、神奈

川県小田原市、富山県南砺市、福井県鯖江市、京都府舞鶴市、岡山県

西粟倉村、熊本市、鹿児島県大崎町、沖縄県恩納村。

10 日／旭硝子財団
土地利用センシング技術に地球環境賞
旭硝子財団は 7月 10 日、ブループラネット賞（地球環境国際賞）

の 2019 年の受賞者に、エリック・ランバン教授（ベルギー）とジャ

レド・ダイアモンド教授（米国）を決定した。エリック・ランバン教

授はスタンフォード大学教授・学部長。世界的規模での土地利用の変

化、その生態系への影響や土地利用政策の有効性を、衛星リモートセ

ンシング技術と独自の時系列解析手法を用いて、土地利用の変化が地

球の自然システムへ悪影響を及ぼしていることを早くから指摘した。

さらに、	社会経済データと結び付けて経済活動との関係も明らかにし

た。ジャレド・ダイアモンド教授は「銃・病原菌・鉄」「文明崩壊」「昨

日までの世界」の 3部作を通じて広範な視野から今日の環境問題の

根源を深く洞察し、人類文明史における環境問題の意義を独自の視点

から解き明かした。

同賞は地球環境の修復を願い、地球サミットが開催された 1992 年

に設立され、今年で28回目。地球環境問題の解決に関して、社会科学、

自然科学／技術、応用の面で著しい貢献をした、個人または組織の業

績を称える。

25 日／北海道大学・森林総合研究所
北海道の針葉樹は衰退している
北海道大学と森林総合研究所の研究グループは、気候変動によって、
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酸素の状態ではない。県では、今後も引き続き、琵琶湖北湖の底層

DOの推移について注視していく。

16 日／環境省
温室効果ガス排出、2017 年度は 1.2％減
環境省と国立環境研究所は 4 月 16 日、2017 年度の温室効果ガ

スの排出量（確定値）は、前年度比 1.2％減の 12 億 9200 万 t（二

酸化炭素〈CO2〉換算）だったと発表した。太陽光発電の発電量が

2割増えるなど再生可能エネルギーの導入が進み、4年連続で減少

した。ただ、減少幅は前年度並みにとどまった。同省によると、再

生エネの拡大や、関西電力高浜原発（福井県）などの再稼働で原

発の発電量が 1.8 倍に増えたことなどから、排出全体の 9 割超を

占める CO2 は 11 億 9000 万 t と前年度から 1.5％減ったという。

一方、2017 年度は全国的に冬の気温が低かったことから、家庭部

門の CO2 排出は 1億 8600 万 t で前年度から 0.6％増えた。冷蔵庫な

どの冷媒に使われる代替フロン類の排出も CO2 換算で 4490 万 t と

5.4％増加した。

22 日／環境省・福島県
ふくしまグリーン復興構想策定
環境省と福島県は共同で、「ふくしまグリーン復興構想」を取りま

とめた。「まもり、みがき、未来へつなぐ。至福のふくしま」をコン

セプトに、①福島県の優れた自然環境を代表する国立公園・国定公園

の魅力向上②環境変化を踏まえた県立自然公園の見直し（只見柳津県

立自然公園の国定公園編入に向けた調査、検討）③国立公園・国定公

園を中心に福島県内を広く周遊する仕組みづくり、を推進することに

より、自然環境の保全と調和を図りながら適正な利用を促進し、交流

人口の拡大を図り、福島県全体の復興に寄与することを目指す。

福島県では、東日本大震災の影響により自然公園の利用者数が急激

に落ち込み、震災から 8年が経過した今もなお、震災前の 7割に満

たない状況が続いています。環境省は 2018 年 8 月に、福島復興の新

たなステージに向けた支援方針「福島再生・未来志向プロジェクト」

の一つとして、福島県内の自然資源活用による復興「ふくしまグリー

ン復興」に取り組む。

■
　５月　　　　　　　

■

6 日／ IPBES 総会
動植物 100 万種「絶滅危機」
世界 132 カ国の政府が参加する「生物多様性及び生態系サービス

に関する政府間科学政策プラットフォーム」（IPBES）は 5月 6日、「す

でに動植物約 100 万種が絶滅の危機にある」などと警告する、政策

立案者向けの報告書の要約を公表した。自然の保全と再生、持続的利

用のために、経済や社会、政治、テクノロジーなどの点で「根本的な

変化」の必要性を訴えている。報告書は、日本を含む 51 カ国の専門

家 145 人が約 3年かけてまとめた。要約はパリで開かれた IPBES の

総会で承認された。

報告書は、世界中に約800万種いると推定している動植物について、

種の絶滅のペースが「過去 1000 万年の平均よりも数十倍以上速く、

加速している」と指摘した。具体的には、両生類の 40％超、サンゴ

礁をつくるサンゴやサメとサメの仲間の約 33％、海生哺乳類の 33％

超が、それぞれ絶滅の危機に直面しているとした。

12 日／ IPCC
温室効果ガスに新たに水素など
京都で 5月 12 日まで開かれた国連の「気候変動に関する政府間パ

ネル」（IPCC）の総会で、温室効果ガスの排出量と吸収量の算定に必

要な改良版ガイドラインが採択された。水素や希土類金属を新たに温

室効果ガスの排出源とするなど、最新の知見が盛り込まれた。47 カ

国の科学者ら 280 人以上が執筆や編集に携わり、2000 ページ超にの

ぼる。農業と林業、廃棄物などと並び、エネルギー業界や工業界にお

ける排出について、独立して取り上げている。日本からは日鉄総研や

トヨタ自動車などの関係者が参加した。

2015 年に採択された地球温暖化対策の国際ルールであるパリ協定

で、各国が同じルールで定期的に排出量と森林などによる吸収量を報

告することになった。ガイドラインは排出源の対象や、量を算出する

際の共通の方法を示している。水素は燃料電池車での利用をはじめエ

ネルギーとして注目されているが、製造段階が排出源とされた。アル

ミナ、電子回路の防水加工の製造工程も新たに排出源に盛り込まれた。

15 日／三菱UFJ
新設の石炭火力への融資、原則中止
三菱UFJ フィナンシャル・グループは 5月 15 日、ESG（環境・社

会・ガバナンス）へのさらなる取り組み強化の観点から、「サステナ

ブルファイナンス目標」を設定し、7月 1日より適用を開始すると発

表した。持続可能な社会の実現、そして SDGs の達成に貢献するため、

2030	年度までに環境分野で 8兆円のサステナブルファイナンスの実

施をめざす。本件後は、新設の石炭火力発電所へのファイナンスは、

原則として実行しない。改定前よりファイナンスの検討を継続してい

る案件については可否を慎重に検討する。また、森林、パーム油、鉱

業（石炭）の 3セクターを新たに「ファイナンスに際して特に留意

する事業」に追加。これらのセクターが環境・社会へ及ぼしうる負の

影響を認識し、ファイナンスを検討する際は、国際的に認められてい

る認証の取得や、取得に係る行動計画を提出いただくなど、お客さま

の環境・社会配慮の実施状況を確認する。

18 日／国際茅葺き会議
世界の「茅葺き」、白川郷で集う
茅葺（かやぶ）き文化について考える「国際茅葺き会議」が5月 18日、

世界遺産の合掌造り集落がある岐阜県白川村の白川郷で始まり、22

日までの期間中に、日本を含め 7カ国のかやぶき職人ら約 400 人が

交流し、現状や課題について語り合った。日本での開催は初めて。海

外からは、かやぶき文化がある英国、ドイツ、オランダ、デンマーク、

スウェーデン、南アフリカの 6カ国の職人ら約 130 人が参加し、現

状を報告した。環境への配慮から、近代建築にかやぶき屋根が用いら

れるなど評価が高まっており、各国の職人らが伝統技術の継承や発展

について意見を交わした。地域で協力しあう相互扶助の仕組み「結（ゆ

い）」について中学生らが報告。「結」が、かやぶき屋根の維持を担っ

てきたことなどを説明した。
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8 日／林野庁
木材輸出額が 7％増、41 年ぶり 350 億円超え
2018 年の木材輸出額が対前年比 7％増となり、41 年ぶりに 350 億

円を超えたと、林野庁が 2月 8 日発表した。中国向けの丸太（梱包

材や土木用）や、米国向けのスギ製材（住宅フェンス用）の輸出が増

加した。

15 日／農林水産省
日本農業遺産に 7 地域認定
農林水産省は 2月 15 日、将来に受け継がれるべき伝統的な農林水

産業を営む地域として、7地域を「日本農業遺産」に認定し、発表し

た。認定は 2016 年度に続き 2回目。認定した地域は次の通り。

山形県最上川流域（歴史と伝統がつなぐ山形の「最上紅花」日本で

唯一、世界でも稀有〈けう〉な紅花生産・染色用加工システム）▽福

井県三方五湖（みかたごこ）地域（三方五湖の汽水湖沼群漁業システム）

▽滋賀県琵琶湖地域（森・里・湖に育まれる漁業と農業が織りなす琵

琶湖システム）▽兵庫県兵庫美方地域（兵庫美方地域の但馬牛システ

ム）▽和歌山県海南市下津地域（下津蔵出しみかんシステム）▽島根

県奥出雲地域（たたら製鉄に由来する奥出雲の資源循環型農業）▽愛

媛県南予地域（愛媛・南予の柑橘〈かんきつ〉農業システム）

20 日／ユーグレナ・デンソー
微細藻類培養でバイオ燃料目指す
藻の一種「ミドリムシ」を使った食品や化粧品の販売を手がけるユー

グレナとデンソーは 2月 20 日、藻を使った事業開発で提携をすると

発表した。両社の技術を組み合わせ、藻の大量培養やバイオ燃料の製

造、食品販売を進める。

ユーグレナは東京大学発のベンチャー企業。2020 年にミドリムシ

を原料としたバイオジェット・ディーゼル燃料の実用化をめざす。一

方、デンソーも「コッコミクサKJ」という藻を使ったバイオ燃料の

研究を京都大学と進めている。両社は、ユーグレナの培養技術とデン

ソーの工学ノウハウを組み合わせて、藻の大量培養をめざす。また、

ミドリムシとコッコミクサKJ の双方をバイオ燃料の原料にして安定

供給も図る。コッコミクサKJ を使った食品や化粧品の開発、販売で

も協力する。

■
　３月　　　　　　　

■

6 日／日本学術会議
共同声明「気候変動と海洋プラごみ対策を」
日本学術会議は 3月 6日、G20（主要 20 カ国・地域）の科学アカ

デミー代表を集め、「サイエンス 20（S20）」を開催し、共同声明「海

洋生態系への脅威と海洋環境の保全―特に気候変動及び海洋プラス

チックごみについて―（仮題）」を取りまとめた。共同声明は「地

球規模での温暖化と海面上昇、海洋酸性化、貧酸素化が海洋環境上の

主要な課題であり、陸地と海洋の両方から発生した海洋プラスチック

ごみの集積は新たに出現した課題と言える」などと指摘。これらの影

響を最小限に抑えるため、科学の果たす役割は重要であるとし、▽気

候変動、水産資源の乱獲、汚染など海洋生態系へのストレス要因の軽

減を目的とした行動の増強▽研究船、観測・監視技術等の調査・研究

基盤の能力強化及び教育による人材の育成▽世界中の科学者がアクセ

ス可能な、データ保管装置と管理システムの確立、などを提言した。

17 日／環境省
阿蘇火山博物館にビジターセンター
阿蘇市草千里ケ浜にある阿蘇火山博物館 1階に 3月 17 日、環境省

の「阿蘇山上ビジターセンター」がオープンした。ビジターセンター

を民間の施設内に設置するのは全国初。火山博物館と連携した運営や

企画をし、熊本地震で被災した火山博物館の復旧支援と、草千里を訪

れた観光客に阿蘇全体の情報を発信する。阿蘇くじゅう国立公園内の

ビジターセンターは、南阿蘇（高森町）、長者原（大分県九重町）に

次ぎ 3カ所目。海外から全国の国立公園を訪れる旅行客を増やす狙

いで環境省が進める「国立公園満喫プロジェクト」の一環で約 1億

円をかけ整備した。展示の観覧は無料。植物や昆虫を紹介するパネル

のほか、火山の防災を紹介する展示、火山博物館で企画したトレッキ

ングコースの案内もある。

25 日／東急電鉄
世田谷線の運行、全て再エネに
東京急行電鉄は 3月 25 日から、東急世田谷線（三軒茶屋―下高井

戸駅間）の運行を、すべて再生可能エネルギーの電気で賄う取り組み

を始めた。水力と地熱発電所のみで発電した電気を東北電力グループ

から買う。再生可能エネルギー 100％による鉄道の運行は全国で初め

て。年間 1263t の二酸化炭素を削減できると見積もる。半面、電力

料金は従来より 2割ほど上がる見込みという。

28 日／北海道電力
本州・北海道間、電力融通を強化
北海道電力は 3月 28 日、本州と北海道の間で電力を融通できる新

たな「北本連系線」の運用を始めた。北海道の北斗変換所、青森県の

今別変換所、および両変換所間を結ぶ約 122kmの直流送電線路で構

成されています。これまで北海道と本州間は 30万 kW× 2極（計 60

万 kW）の設備で連系されていたが、設備点検時には半分の 30万 kW

での運用となっていた。北海道内の電力安定供給に向けて常時 60 万

kWの連系量を確保するため、今回新たに 30 万 kWの連系設備が増

強された。緊急時に本州から多くの電気を受け取れるため、2019 年

9 月の北海道胆振東部地震で起きたブラックアウト（全域停電）の再

発防止にもつながる。

■
　４月　　　　　　　

■

9 日／滋賀県
琵琶湖北湖の全層循環、2018 年度は未確認
酸素を多く含んだ湖面近くの水が湖底の水と混ざり合う琵琶湖北湖

の「全層循環」について滋賀県は 4月 9日、2018 年度冬期は確認で

きなかったと発表した。例年冬に見られている琵琶湖北湖の全層循

環は、現時点で水深 80 ｍ前後までは確認しているものの、既に琵琶

湖表層の水温が徐々に上昇し、上層と下層の水の対流を妨げる水温躍

層（やくそう）が形成され始めており、第一湖盆（水深約 90 ｍ）に

おいて確認できなかった。夏以降の気温が平年より高かったことが主

な要因。なお、全層循環していない水域における底層DO（溶存酸素）

は 5mg/L 程度で、底生生物への影響が懸念される 2mg/L を下回る貧
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■
　１月　　　　　　　

■

20 日／林野庁・環境省
「奄美・沖縄」の世界自然遺産推薦書を提出
1 月 20 日の閣議で、「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」

の世界遺産登録推薦書（正式版）のユネスコ世界遺産センターへの提

出が了解された。世界遺産委員会の諮問機関である国際自然保護連合

(IUCN) より平成 30（2018）年 5 月、登録延期の勧告を受けたこと

から、推薦をいったん取り下げ、再推薦を目指して準備を進めてきた。

IUCNの主な指摘「推薦地の連続性の観点で、沖縄の北部訓練場返還

地が推薦地に含まれていない。遺産の価値の証明に不必要な分断され

た小規模（100ha 以下）な区域が複数含まれている」について「北部

訓練場返還地をやんばる国立公園及びやんばる森林生態系保護地域に

指定し、推薦地に追加。分断された小規模な区域を可能な限りつなげ

るなどして解消」と変更した。2020 年 5 月ごろ、IUCNの評価結果

勧告がある。

22 日／環境省
阿寒摩周国立公園「オンネトー湯の滝」の外来魚根絶
1 月 22 日の「平成 30（2018）年度オンネトー湯の滝における外来

魚駆除対策に係る評価会」で、阿寒摩周国立公園の国指定天然記念物

「オンネトー湯の滝」（足寄町）に定着した熱帯性外来魚（ナイルティ

ラピア及びグッピー）の「根絶」が確認されたと発表された。野外に

定着したナイルティラピア及びグッピーを駆除により根絶させた事例

は全国で初めて。

オンネトー湯の滝は阿寒摩周国立公園を代表する景勝地である。温

泉水にはマンガンイオンが含まれており、藻類と細菌の相互作用によ

り、地上で観察できるものとしては世界最大級のマンガン鉱物の生成

現象が見られる。昭和 60 年代以降、滝下の湯だまり等に放たれた外

来魚がマンガン鉱物生成に必要な藻類の急激な減少を引き起こした。

環境省や北海道・足寄町教育委員会などが、湯だまり等に流入する温

泉水を迂回（うかい）させつつ沢水（冷水）を引込む配水管を設置

することで水温低下に成功。平成 21（2009）年度のピーク時に 1万

5000 匹以上確認された外来魚はその後年々減少し、平成 29（2017）

年度以降は確認されなくなった。

24 日／環境省
トキを「野生絶滅」→「絶滅危惧」に改訂
環境省は 1月 24 日、絶滅の恐れがある国内の野生生物の状況をま

とめた「レッドリスト」を改訂した。「絶滅」に次ぐ「野生絶滅」と

されていた国の特別天然記念物のトキについて、2段階低いカテゴ

リーの「絶滅危惧 1A類」に見直した。繁殖させたトキを放鳥する野

生復帰事業が2008年に始まり、12年に野生下で初めてひなが誕生し、

そのひなが現在も生息していることから、1A類の基準を満たすと判

断した。また、トキのみに寄生するダニの一種「トキウモウダニ」も、

「野生絶滅」から「情報不足」にカテゴリーを見直した。

24 日／環境省
海洋マイクロプラスチック浮遊量の予測
九州大学、東京海洋大学及び寒地土木研究所の共同研究チー

ムは、過去から現在までに観測されたマイクロプラスチック浮

遊量をコンピュータ・シミュレーションで再現。太平洋全域に

おける浮遊量が 2030 年までに現在の約 2 倍、2060 年までに約

4 倍になるとの予測をまとめた。成果は英科学誌ネイチャー・コ

ミュニケーションズのウェブサイトに 1 月 24 日、掲載された。

研究チームは東京海洋大の練習船で南極から日本近海までを航行。

海面から深さ1mの海中にある直径0.3～5mmのマイクロプラスチッ

クを調べ、海水 1m3 立当たりのマイクロプラスチックの重量（重量

濃度）を計算した。海に流出するプラスチックごみの将来予測などの

データを加えて、2066 年までの太平洋の浮遊量を予測した。

30 日／熊谷組・住友林業・光洋機械産業・加藤製作所
JAXA と「林業機械システムの自動化」共同研究
熊谷組は 1月 30 日、住友林業や光洋機械産業、加藤製作所とのグ

ループとして、「林業機械システムの自動化による省力化の研究（林

業機械システムの月面での運用）」の共同研究契約を宇宙航空研究開

発機構（JAXA）と締結したと発表した。住友林業の「林業技術」と

熊谷組の「無人化施工技術」など、グループの技術を融合することで、

架線集材システムの無人化・自動化を図り、地上では林業分野での事

業化を目指す。また月面での構造物や資材の運搬、設置等に有用な運

搬システムを研究・開発する。

■
　２月　　　　　　　

■

1 日／凸版印刷
浴室でも使える紙パックを開発
凸版印刷は、洗面所やバスルームなど濡れた場所でも常時使用可能

な紙パック「キューブパック」を開発した。これまでの紙容器は、底

面の紙の端から水がしみ込み、時間がたつとカビが生えるなど、衛生

的にも課題があった。新容器は、上下 2枚の紙を貼り合わせ、空気

を入れてふくらませて立体化する作り方を採用した。その結果、底面

には紙の切れ目が無くなった。耐水性や鮮度を維持するためのフィル

ムや口栓部分、ポンプはプラスチック製だが、シャンプーやボディー

ソープのプラスチック容器に比べ、石油由来の原料を約 75％減らせ

るという。2月から、日用品・化粧品メーカーなどにサンプル品の出

荷を始めた。

6 日／世界気象機関
2015 ～ 18 年は「最も暑い 4 年」だった
世界気象機関（WMO）は 2月 6日、2015 ～ 18 年は観測史上最も

暑い 4年間だったと発表した。米航空宇宙局や日本の気象庁などの分

析を使った。地表の年平均気温は、産業革命以前（1850 ～ 1900）の

ベースラインに比べ、2016 年が 1.2℃高く過去最高。15 年と 17 年

もそれぞれ 1.1℃高かった。18 年は 1℃高く、その前の 3年よりは少

し下がったが、ペッテリ・ターラスWMO事務局長は「毎年の記録よ

りも長期的な気温の傾向の方がはるかに重要。観測史上『最も気温が

高かった 20 年』は、過去 22 年間に記録されている。（気温は）上昇

傾向にある」と警告する。1月には、豪州が熱波に見舞われ、タスマ

ニアで過去最悪の乾燥を記録したことから、19 年は 18 年に下がった

分を取り戻すとみている。
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緑のデータ・テーブル

〔凡例〕

15 日／農林水産省	 プレスリリースなどが出た日／発表主体

2019 年森林環境年表
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の営利企業が木材伐採のためだけに長期にわたり独占的・排
他的かつ安価に利用することを可能とさせてしまう、第２に
民有林行政への支援や木材増産等が国有林の主要な使命とは
なりえない、第３に伐採業者が再造林・育林コストを負担せ
ずにすむため、伐採と再造林・保育が分断されることになり、
費用対効果の明確な経営が保証されない。樹木採取権者に造
林義務を課していないのは問題とする主張はその他多くの論
者から指摘されている。

こうした批判に対して林野庁は webpage の Q&A で以
下のように反論している。再造林はこれまでも国有林が責任
をもって行っておりこれは変化しない、樹木を採取する権利
のみを設定しており経営権を譲り渡すコンセッションを設定
するわけではない、これまで通りの入札による販売も継続し、
樹木採取権の設定についても地域貢献を条件とするなど大規
模事業者の独占にはならないとしている５。国有林経営の歴
史的経緯を見ても、例えば特区制度への対応など、自らの経
営権限が浸食されることには頑強に抵抗してきており、樹木
採取権設定に関しても、官邸の意向を限定的にしたともいえ
る。逆に言えばこれによって新たな森林管理システムに伴う
事業体の安定的な事業量確保に貢献できるのかは疑問であ
る。

そもそも民間開放の源流には 2014 年国家戦略ワーキング
グループの議論の中での国有林へのコンセッション設定が強

く主張されたなど、新自由主義的な改革の一環として国有林
の私営化が狙われている６。樹木採取権の運用の状況によっ
ては、この問題が新たに蒸し返される恐れもある。国民のた
めの国有林を実現するための努力が国有林当局と国民双方に
求められているといえる。

以上のように二つの改革は林業成長産業化の強い圧力のも
とで行われたもので、林政の「事情通」の間では、林野庁が
その悪影響を最小限に抑えたことを評価する議論もあるが７、
今後ともそうした圧力にさらされ続ければ、圧力をしのぐこ
とにも限度がある。日本の経済・社会の今後のあり方をどう
するのか、現在の路線でよいのかという議論と、森林政策の
議論は密接な関係を持っていることを認識する必要がある。

１　http://www.peoples-forest.jp/2017teigen.pdf にその全文が公開されている
２　税負担能力に関係なくすべての人に均等に課税する仕組み
３　詳細については『自治総研』484 号、486 号、487 号、490 号を参照されたい
４　https://www.facebook.com/kokuyuurin2019/posts/2299262870344863/
５　http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/ryuiki/

jyumokusaisyuken.html
６　三木敦朗（2019）「国有林野法改正の問題点と今後の課題」『林研』247 号
７　例えば、「林業経済学会第 55 回研究会 Box「新たな森林管理システム」をみなで

考える　討論要旨」（林業経済 72（７）所収）などを参照のこと

図２　樹木採取権制度と新たな森林管理システムの関係 （出所：令和元年版　森林・林業白書）
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３割を人口で配分することとした。また使途は間伐や路網に
よる森林整備、林業人材の育成確保、木材利用の促進・普及
啓発として、使途については公開が義務付けられている。国
民から徴収する税を森林環境税、これをもとに自治体に配分
されるものを森林環境譲与税と称している。

森林経営管理法を円滑に機能させるために森林環境税を活
用することでリンクを図ろうとしており、所有者の意向確認
や市町村が直接管理する森林の整備費用に充てること等が想
定されている。ただし、上述の使途の枠の中でどのように使
用するかは各自治体の意向に任されており、森林管理システ
ムとのリンクは必ずしも強いものではない。

本税の創設に関しては、地域独自で森林整備や人材育成を
進めるための財源が手当てされた点で一般的にプラスの評価
を得ている。一方で財政・租税政策学研究者からは厳しい批
判も表明されている。こうした批判をまとめると、第１に国
税には適用してはならない人頭税２を導入したという租税理
論からの逸脱、第２に森林整備や人材育成など多様な用途に
活用でき、目的があいまいなため、政策効果の把握が困難で、
増税の説明責任を果たせないこと、第３に譲与配分基準に人
口を入れたゆえに都市部に過剰な譲与税収がもたらされるほ
か、一人当たり林業費を多く計上している自治体（林業に努
力している自治体）において、譲与基準率が低いケースが少
なからず存在するなど配分の不適切性、第４にすでに多くの
府県で導入されている地方森林環境税とのすみわけの困難さ
といった問題点を指摘している３。

森林政策の観点からみると、目的があいまいで市町村の林
務行政体制が脆弱であることから、適切な活用を行い、活用
の評価体制や責任体制を確立できるかが大きな課題となる。
また大都市圏自治体では木材利用による林業地帯への貢献が
想定されているが、これは林業・林産業の「自立」化の妨げ
になる可能性もある。

そもそも森林環境譲与税の「環境」とは何かについて、森林
吸収源以外全く深められないまま、心地よい「森林環境」と
いうキーワードが独り歩きして税の創設まで至ってしまった
こと自体が問題なのではないだろうか。特に近年林業の成長
産業化に関心が集まる中で、後景に退いた持続的な森林管理、
多面的な森林の機能を発揮させるためにどのような森林づく
りが必要なのかといった議論を改めて深める必要がある。

「国有林野の管理経営に関する法律などの一部を
改正する法律」による樹木採取権の設定

最初に述べたように、規制緩和委員会では国有林への民間
活力の導入として国有林へ検討を求めていたが、これを受け
て行われた国有林野の経営管理に関する法律の一部改正は、
上記の新たな森林管理システムを円滑に実施し、意欲と能力
のある林業経営者を育成するために、民有林からの木材供給
を補完する形で国有林から安定的・長期的に木材供給するこ
とを趣旨として掲げ、新たな森林管理とのリンクを前面に打
ち出した。

一部改正の内容は「樹木採取権」の創設である。農林水産
大臣は、樹木の採取に適する規模の森林資源が存在する国有
林で、国有林と民有林に関わる施策を一体的に推進すること
で地域産業の振興に寄与すると認められる場合、樹木採取区
を指定することができる。樹木採取区に生育している樹木を
採取する権利を 50 年以内を存続期間として林業経営者に対
して設定することができ、設定を受けられる林業経営者は森
林の経営管理を安定的に行う能力とこれを確実に行う経理的
基礎をもち、民有林からの供給を圧迫しないため、川中・川
下事業者と連携して木材の安定的取引関係を確立することが
確実なものとした。また、樹木採取権設定を受けるものは公
募により、関係知事と協議の上選定するとし、採取権者は大
臣と樹木採取権契約を締結し、契約は大臣が採取区ごとに定
めるルールや地域管理計画に適合しなければならない。伐採
権者からは採取する樹木料のほかに、樹木採取権権利設定料
を徴収する。樹木採取権者に対して伐採後の更新の義務は課
さないが、大臣は当該植栽を樹木採取と一体的に行うように
申し入れるとした。実際の運用は１か所あたり数百ヘクター
ル、年数千 m3 程度の素材生産量、権利期間は 10 年程度、
全国で 10 か所程度をパイロット的に進めるとしている。こ
のように安定的な原料供給基盤を与えることで、新たな森林
管理システムの下での意欲と能力のある林業経営者の育成を
図ろうとしているのである（図２）。

こうした樹木採取権の創設に対しては、様々な批判が行わ
れているが、最も体系的な批判を行っている「国有林野管理
経営法改正案を考える会」の主張の主たる点を見ると以下の
ようである４。第１に国民の共通財産にもかかわらず、一部
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施策を形成したとの指摘で、本法の問題点を端的に指摘して
いるといえよう。

上記批判にもあるように林務行政体制が脆弱な市町村に大
きな負担を課すこともあって、市町村への支援措置は取られ
るものの、新たな森林管理システムが機能するのかについて
懸念する議論も多い。そもそも市町村が望んで作られた制度
ではなく、森林行政に力を入れていたほとんどの市町村に
とっても本制度が待ち望まれていたものではない。そうした
意味で「やらされる林政」という側面が強く、市町村が機能
するかという設問をすること自体が問題ともいえよう。一方、
本法をきっかけとした新たな仕組みづくりを機能させるモデ
ルづくりが進む可能性もあるが、制度が発足したばかりであ
り、制度がどう現場で展開するかについては、今後のモニタ
リング・評価が重要である。

今後の制度・政策展開を考えたときに、指摘しなければな
らないことは、第１に所有者の責務として伐採－造林という
林業活動を規定してしまったことである。これは林業を適切
に行えば多面的機能が発揮できるという予定調和論を私有林
管理の基本として法的に宣言したことであり、森林管理経営
目的の多様性を否定し、多面的機能に係る私有林管理政策を
排除しかねない危険性を持っている。第２は所有権と利用権
の法的な分離という、私有財産制度の下で土地所有権をコン
トロールする究極の切り札を、成長産業化への対応で切って

しまったことである。諸外国において利用権の分離は、例え
ば生物多様性保全やアクセス権確保など公共の福祉に関わる
目標達成のために行うのが普通である。そうした点で、所有
権と利用権の分離を何の目的で、どのように行うべきかは、
森林政策設計の根幹をなす課題である。こうした制度を十分
な議論を経ることなく創設してしまったことは、今後の森林
政策の展開に大きな制約をはめてしまったと指摘せざるを得
ない。

森林環境譲与税

「骨太の方針」にも触れられていたように森林経営管理法
は森林環境譲与税とリンクして検討されてきたことから、こ
れについても見ておきたい。

森林環境譲与税の導入の背景として、森林吸収源対策を進
めるための恒久財源として林野庁の要求、また地方自治体・
議会から以前より森林環境税創設の要求があり、さらに具体
化にあたって新たな森林管理システムとのリンクを図るとい
う議論があり、創設されたものである。

同税の仕組みを簡単に述べると、個人住民税の均等割に千
円を上乗せして徴収し、国の交付税及び譲与税特別会計に収
める。これを都道府県・市町村に分配するが、当初の６年間
は都道府県２対市町村８の比率で配分し、市町村への譲与基
準は５割を私有林人工林面積で、２割を林業就業者人口で、

図 1　森林経営管理制度の仕組み （出所：令和元年版　森林・林業白書）

①

② ③

④
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本稿では近年の私有林・国有林政策の動向について、「森
林経営管理法」による林地集積・集約化の制度と「国有林野
の管理経営に関する法律などの一部を改正する法律」による
樹木採取権の創設に焦点を当て、合わせて前者と密接な関係
を持つ森林環境譲与税についても論じる。

最初に指摘したいのは、この二つの改革は、政府の成長
戦略・規制緩和戦略の一環として進められたことである。
2017 年６月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本
方針 2017」（いわゆる骨太の方針）の「攻めの農林水産業
の展開」のなかで、「森林の管理経営を意欲のある持続的な
林業経営者に集積・集約化するとともに、それができない森
林の管理を市町村等が行う新たな仕組みを検討する。この
検討は、< 中略＞森林環境税（仮称）の検討と併せて行う」
とした。さらに「規制改革推進に関する第２次答申」（2017
年 11 月）においても、地域経済の重要な柱として林業の成
長産業化が重要であるとして、市町村が仲介者となって森林
の集積・集約化を進める仕組みの創設（新たな森林管理シス
テム）や、長期・大ロットでの伐採から販売まで一括して行
う国有林に関する民間活力の導入を求めた。このように官邸
サイドの強い意向の下で林野庁において制度設計・政策形成
がなされたのが二つの改革である。

「森林経営管理法」による市町村が主体となった
林地集積・集約化

本法律制定の趣旨は、管理経営が行われていない森林につ
いて、市町村が仲介役となって林地の集積・集約化を進め、
林業経営の効率化と森林管理の適正化を図り、林業の持続的
発展と森林の多面的機能発揮に資することである。この法律
では森林所有者の責務を「適時に伐採、造林及び保育を実施

することにより経営管理を行わなければならない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

」と規定し
た。森林林業基本法が「森林の所有者＜中略＞は、基本理念
にのっとり、森林の有する多面的機能が確保されることを旨
として、その森林の整備及び保全が図られるように努めなけ

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ればならない
4 4 4 4 4 4

」としているのに対して、林業生産活動に焦点
を当てた責務へと大きく踏込んだ（傍点筆者）。林地集積・
集約化の仕組みは図１に示したようであり、森林所有者が自
ら管理する意向がなく、市町村に伐採などの経営管理の委託
を申し出た場合、市町村は経営管理権を設定し、林業経営に
適した森林は意欲と能力のある林業経営者に再委託し、経営
に適さない森林は市町村が自ら管理するというものである。
これを進めるために市町村は森林所有者の意向を調査し、ま
た経営管理権の内容や配分を進めるための経営管理権集積計
画を策定することとした。

本法による新たな森林管理システムについては、集約化の
追い風になるという観点から積極的な評価を行う林業関係者
がおり、報道でも課題は指摘しつつも政策の基本方向につい
て賛同するものが多いが、一方で厳しい批判も行われている。
最も体系的な批判を展開しているのは国民森林会議であり、
その内容をみると以下のようであった１。第１に制定プロセ
スにおける意見の聴取や議論の機会が限定されていた、第２
に林業の成長産業化を前面に打ち出したため、山元への利益
還元や多面的機能発揮がほとんど顧慮されていない、第３に
森林所有者は意欲がないという根拠のない決めつけを行って
いる、第４に経営管理権集積の中で所有者の意向を無視しう
る特例が制度化されており、適用されると憲法が保障する財
産権の侵害となりうる、第５に林務行政体制が弱体である市
町村に過大な業務を負わせるものである。まとめれば林業生
産増大を最優先として、現状の正確な認識なしに無理のある

北大農学研究院　柿澤宏昭

林業成長産業化の下での
私有林・国有林政策の新たな動向
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も、新たな観光デスティネーションを誕生させられるのであ
る。造園家やガーデナーの実力は、「北海道ガーデン街道」や、
都市部の有名テーマパークの成功例で証明済みである。

二つ目には、近年逼迫する財政状況の中、民間主導で採算
に合う観光地づくりを進められる可能性を実証した点であ
る。過去 20 年で、日本の都市公園事業整備予算は１兆円縮
小した。1995 年に１兆 3000 億円あった予算が、2015 年
には 3000 億円に減少したのである。冒頭で触れたとおり、
ガーデンの創造・維持には資金がいる。王侯貴族がいなくな
り、国家予算が縮小する時代にガーデンを維持するには、観
光客が支払う対価が鍵となる。

今までの造園家やガーデナーは、美しいランドスケープを
創り、維持管理する力はあるが、「観光で儲かる空間」に繋
げる経営的観点には長けていなかった。しかし、美しく心地
よくても、儲からない場を創ってしまうと、持ち出しが加速
して地域消滅への致命的な引導となりかねない４）。「北海道
ガーデン街道」に端を発するガーデンツーリズムの仕組みは、

「造園家やガーデナーは経営には無縁」という慣例を破り、
地元にマネーフローを呼び込む地域型ＤＭＯ注１）を、まさに
実践している。

ガーデンツーリズムへの期待と課題

以上、日本の観光シーンで注目されていたが体系化されて
こなかったガーデンツーリズムが発展することで、地元に観
光地を創り、マネーフローを起こす地域経営に長けたＤＭＯ
が根付くことが期待される。

今後の課題としては、観光で得る域外からの収入を、如何
に域内に滞留させる仕組みをガーデンツーリズムに組み込む
かに移ってくる。例えば、地元食材を使った農家レストラン
をガーデンで営業し、地元農家と連携している事例が既にみ
られる。

域外流出で看過できないもう一つの項目にエネルギーがあ
る。そこでは地域バイオマスの活用などが期待される。現在、
各ガーデンから出るバイオマスは堆肥化をして循環させてい
るが、一歩踏み進めて、売店や温室の暖房に周辺林の木質バ
イオマスを活用し、作業車などの電化を進めて地元の再生可
能電力を購入すれば、ガーデンで得た収入を地域に還流でき
る。地元住民が潤い、豊かな人生が送れる社会にこそ美しい
ガーデンは似合う。
「美しいガーデン」のイメージを超えた地域の豊かさが達

成できたとき、真のガー
デンツーリズムが完成
するのだと考えている。

１）田中伸彦（2019）グローバル
な視点から日本の自然を観光の
まなざしで捉えられるか？、森
林環境 2019、20 － 23

２）小林茂（2019）月刊「ノジュー
ル」とシニア世代の庭園観光へ
の期待

３）林克彦（2019）北海道ガーデ
ン街道、新都市 73（８）14 －
18

４）田中伸彦（2019）「おもてなし」
のみどりとランドスケープ、都
市緑化技術 109

注 1）ＤＭＯとは当該地域にある
観光資源に精通し、地域とと
もに観光地づくりを行う団体。
Destination Management 
Organization。

図２　ガーデンツーリズム登録制度の定義と仕組み

定義：複数の庭園等が連携し、多様な庭園等の個性を十分に発揮するように磨き上げを図ることで、魅力的な体験や交流を創出する取組

（国土交通省資料）
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とっても、「今年はこの地域、来年はあの地域」と、一

生かけて日本各地のガーデンツーリズム登録地を順番に

訪れ、堪能し、味わえる様な深い水準の登録地を国内各

地に顕在化させ、全国連携させる

ことを目指している。つまり、ガーデンのビギナーからベテ
ランまでが、それぞれの経験や能力に応じて楽しめる目的地
を、日本中に設定する目的がある。

このコンセプト策定にあたっては、参考となるプロトタイ
プが、国内に存在していた。その一つが 2019 年に 10 周年
を迎えた「北海道ガーデン街道」である。
「北海道ガーデン街道」では、地元の民間団体主導で、北

海道のイメージとして定着しているフラワーガーデンを活か
し、全長 250㎞にも及ぶ街道を設定した。構成するガーデ
ンは、域内にたまたまあるものの寄せ集めではない。「ガー
デナーが北海道の雄大な自然を活かし作り上げた質の高い庭
園」に限定している。北海道は道央の富良野・美瑛・旭川を
中心に、数十年来フラワーガーデンのイメージを維持してき
た（図１）。そこにガーデン街道として更なる連携を行うこ
とで、道央のガーデン来訪者数を底上げするとともに、観光
地としては認知度が低かった十勝地域にも来訪者を呼びこむ
ことに成功した３）。

ガーデンツーリズムの観光面での特徴

この様な先例を踏まえた、「ガーデンツーリズム登録制度」
の観光的特徴を検討したい。

図２のとおり、ガーデンツーリズムは、「複数の官民庭園
の連携による魅力的な体験や交流を創出する取組を促し、
もって地域の活性化と庭園文化の普及を図ること」を目的に、
外部有識者による審査会での審議を経て、都市局長が登録す
る仕組みとなっている。

登録を希望する団体は、まず庭園管理者等で構成された協
議会を設立する必要がある。そのうえで、地域固有のテーマ
に基づき、複数の庭園が連携して実施する取組を定めた「ガー
デンツーリズム計画（庭園間交流連携促進計画）」をまとめて、
登録申請を行う。登録基準は下記のとおりで、登録後も計画
の進行状況の報告書を定期的に作成する。
【登録基準】

・地域の風土や歴史を反映した共通するテーマが設定されて

いること

・構成庭園等がテーマと適合していること

・庭園等が公開され管理者が明確であること

・実施する事業がテーマに適合し、計画性、継続性を有して

いること

・庭園管理者や自治体による協議会が組織されていること

この様に解説すると、ガーデンツーリズム制度と、既存
のテーマ別観光との違いが判り難いかもしれない。しかし、

「ガーデンツーリズム登録制度」を他の制度と比較すると、
観光面で明らかに違うアドバンテージが見出せる。

一つ目は、「魅力的な観光デスティネーションを、自分の
手でつくれる人が観光地をつくる」という当たり前のことが
始まった点である。文章に書くと平凡になるが、日本の観光
業界ではこの当たり前のことが長らくできなかった。

一般的に「観光業」として真っ先に思い浮かぶのは旅行代
理店などの旅行業界だろう。旅行業は、既知の観光資源に交
通・宿泊を結び付けたパック旅行の商品化を得意としたサー
ビス・プロモーション集団である。彼らは新たな観光地をつ
くるプランニングや、設計・施工に関する専門性を持ってい
ない。要するに美瑛のラベンダー畑がブレイクすればパック
ツアーをつくるという後追いビジネスなのである。そのため、
旅行業界が十勝のガーデン街道づくりを初めから先導的に推
進する構造はとっていない。

一方、造園家やガーデナーは自身で観光地を創造できる。
彼らの登場で状況は覆る。今まで人目を引かなかった地域に図１　北海道ガーデン街道　上野ファーム
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デンも、各地の気候や植生条件にあわせ
て、実に多様な様式に分化し、きめ細や
かに発展していった。

日本のガーデンブランドの確立

しかしながら残念なことに、日本のガー
デンは、この様に多様で質が高いにもか
かわらず、世界的な認知度は高くない。
つまり、日本のガーデンはナショナルブ
ランド化に成功していない。

もちろん京都の龍安寺石庭や、東京の
浜離宮恩賜庭園、そして島根県の足立美
術館庭園の様に、既に国外の観光客に広
く認知されたガーデンはたくさん存在す
る。しかしながら、それらは「個」のガーデンとして著名だ
という段階に留まっている。国内観光客にしても、フラワー
ガーデンを巡る旅がシニア層を中心に根強い人気を誇ること
は間違いないが２）、結構な愛好家でも、日本のどの地域に、
どの様な特徴やストーリーをもつガーデンが存在しているか
を体系的には知らない。

つまり、これまでの日本のガーデンツーリズムは、個別の
「点的情報」の集合体にすぎなかった。要するに、地域が一
丸となってガーデンに人を呼び寄せ、長期滞在してもらう「ま
とまり」として機能していなかった。まとまったブランド戦
略の不徹底により、日本各地に多数存在するガーデンは、質
の高い観光コンテンツであるにもかかわらず、一部の有名庭
園を除くと十分に活用されない状況が続いている。

ところで、「訪れたくなるガーデンがある国」というと、真っ
先にどこをイメージするだろうか。イングリッシュガーデン
やオープンガーデンが有名な英国、あるいはベルサイユなど
豪華な庭園が有名なフランスなどではないだろうか。今後は、
その一角に、日本が食い込んでいけるナショナルブランド戦
略が、観光振興のために必要とされる。実際、日本には、そ
の伸びしろが十分ある。

ガーデンツーリズム登録制度の発足

以上の状況を踏まえ、2019 年５月に「ガーデンツーリズ
ム登録制度」が発足した。同年 10 月現在の登録状況は表１

のとおりで、北海道から九州まで８か所が登録された。初年
度なので登録件数はまだ少ないが、今後は日本各地にくまな
く登録地が増加していくことが期待される。

なお、「ガーデンツーリズム登録制度」とは一般向けの通
称で、正式名称は「庭園間交流連携促進計画登録制度」とい
う。漢字が続いて取りつきにくい印象だが、よくよく読み解
くと、前章までで述べた「多彩であるが各地に散在してブラ
ンドイメージが固まらない日本のガーデンに、まとまりと連
携を持たせ、国内外から魅力のある観光デスティネーション
として認知されるようブランド化する」という強い意図が読
み取れる。なお、この制度の登録条件は次のとおり定められ
ている。
①施設単体ではなく、エリア内の各施設が連携し、エリア

全体で観光商品化を検討する

②ただ連携するのではなく、地域の特色を発揮させた魅力

的なテーマに沿った連携が重要である

この条件を別の切り口から表現し直すと、
①【ガーデン初心者向け】日本を訪れたことがない外国人

にも「日本はガーデンの国」というブランドイメージを

持たせるため、ドイツの「ロマンチック街道」の様なナ

ショナルブランド戦略を推進し、日本全国でガーデンの

連携を促進する

と同時に
②【ガーデン熟練者向け】国内の造園家や園芸愛好家に

表１　ガーデンツーリズム登録制度　登録計画一覧　（令和元年 10月現在）

＊第１回：2019 年５月登録（６か所）、第２回：2019 年９月登録（２か所）

都道府県名 登録計画名 登録団体名

第
２
回

茨城県 いばらきガーデン＆オーチャードツーリズム 茨城県公園間交流連携促進
協議会

神奈川県 湘南邸園文化ツーリズム 湘南邸園文化祭連絡協議会

第
１
回

北海道 北海道ガーデン街道 北海道ガーデン街道協議会

神奈川県 ガーデンネックレス横浜 ガーデンネックレス横浜
実行委員会

神奈川県・静岡県 富士・箱根・伊豆「皇室ゆかりの庭園」ツーリズム 富士･箱根･伊豆「皇室ゆかり
の庭園」ツーリズム協議会

新潟県 にいがた庭園街道 にいがた庭園街道ネットワーク

静岡県 アメイジングガーデン・浜名湖 浜名湖ガーデンツーリズム
推進会議

宮崎県 宮崎花旅365 花ボラネットみやざき協議会
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日本では「水と安全はタダ」と古くから言われてきた。実
際今でも、わざわざお金を支払わなくとも、それらは容易に
手に入る。しかし、近年はペットボトルの水を買い、自宅や
マイカーにホームセキュリティや車載カメラを装備する人が
増えてきた。そういう変化が果たして幸せかどうかをここで
吟味するつもりはない。確認したいのは、無償とされてきた
身近な事物でも、魅力的な価値を高めれば、対価の支払いを
厭わない生活様式が浸透してきた事実である。無償と思われ
ていたものに対してマネーフローが生じる潮流は、世界的な
動きといって過言ではない。

ところで、日本人にとっては、質を問わない限り、「みどり」
も昔から身近で無償なものであった。「あとは野となれ山と
なれ」という諺が存在するくらい、空き地を放っておくと、
たちまち草で覆われ、やがては森になるのが常識である。し
かし、これは日本に限られたローカルな常識に過ぎない。実
際、地球儀をぐるっと回して見れば分かるが、地球上の日本
が位置する緯度では、通常空き地を放っておくと、みどりに
なるどころか砂漠になる。日本はたまたま降水量に恵まれて
いるため、偶然にも国土の３分の２もが森林に覆われるみど
りの国になっているに過ぎない１）。しかし、何もしないと砂
漠になる地域に住む人々にとって、みどりは貴重であり、憧
れである。日本のみどりは、「みどりであるというだけ」で、
十分魅力的なのだという事実を、日本人はまずは再認識する
必要があろう。

ただし、観光という側面から考えた場合、事情がやや変わっ
てくる。放っておいてもみどりに覆われる国は魅力的かもし
れないが、それだけで人はわざわざそこを訪れようとはしな
い。ただ雑草や藪が茂っているだけでは、旅行の動機には不
十分どころか、かえって鬱陶しいと受け止められかねない。

そこを訪れると、感動し、その後の人生の糧になるようなみ
どりでなければ、人はお金をかけてまで足を運ばない。

そういった観光目的地となる様な、みどりに覆われた屋外
空間を、我々はパーク（公園）と呼ぶ。広辞苑などの辞書を
引くと、パークには「①自然公園（国立公園など）」、「②都
市公園」、「③公開された庭園（ガーデンを含む）」、「④遊園
地（テーマパークを含む）」の４つのカテゴリーがあること
が分かる。本論で採り上げるガーデンは③に該当する。

人手の加わらない自然で構成される国立公園から、アトラ
クションやショーなどがメインでみどりはその背景として管
理されるテーマパークまで、パークには様々な形態がある。
パークの歴史は長い。その中でも紀元前から人類は世界各地
で地元の自然条件にあわせてガーデンを創造・管理し、みど
りを楽しんできた。

先に述べたとおり、質さえ問わなければ、みどりは無償か
もしれないが、古来より、みどりに価値を見出した王侯貴族
や資産家たちは、莫大な私財を持ち出してまでガーデンを創
り続けてきた。その後、近代に入り国家が形づくられ、資本
主義が発達すると、公共施策や民間企業の投資によって、近
代科学やテクノロジーを駆使したガーデンが誕生した。

この歴史的経緯は日本にも当てはまる。中世から近世にか
けては、来世の極楽浄土や、訪れることが難しい遠方の名所
に思いを馳せて、採算を度外視した庭園が日本各地に作られ
た。近代に入ると、西洋の作庭様式が導入されるとともに、
公的予算を投入した美しいガーデンが各地に誕生した。平成
には、個人のガーデン愛好家が自宅の庭を開放するオープン
ガーデンが広く普及し始めた。

日本の自然は、流氷からサンゴ礁まで、あるいは深海から
森林限界まで実に多彩であるため、日本各地に創られたガー

東海大学観光学部教授　田中伸彦

ガーデンツーリズムに
期待される地域振興
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木を板にする木
こ

挽
び

きに使用した「マ
エビキノコ」など
の製材用具（105
点）、仕事着であ
る「シルシバンテ
ン」や雨具である

「ミノ」などの衣
類（22 点）、信仰
用具（９点）、その他（８点）となる。

資料の貴重さ、及び所有者・管理者レベルでの普及・保存
活動が評価されて（写真１）、「飯能の西川材関係用具」は、
平成 25 年度に最初に選定された 10 件の一つとなった。

足尾における治山事業による緑の復元
（No.23 平成 28 年度）

足尾鉱山は、明治 20 年代には国内の銅の総生産量の
40％近くを占める日本一の銅山へと変

へん

貌
ぼう

したが、この近代
化の過程で、森林の過剰な伐採が行われるとともに、松木村
の大火により 1100ha 余りの森林が失われ、大規模な荒廃
地が発生することとなった。明治 30（1897）年、国は東京
大林区署（現在の関東森林管理局）及び栃木県・群馬県に対
し訓令を発出し、足尾官林復旧事業を開始した。事業はその
後、足尾国有林復旧事業と名称を変え、治山事業や造林が続
けられたが、煙害被害の終息は困難を極めた。

戦後、治山事業は昭和 22（1947）年に国有林を中心に前
橋営林局により再開、昭和 31（1956）年には国と栃木県と
の間で協議により、現在にいたる役割分担ができる。その後
の植生袋・植生土

ど

嚢
のう

・植生マット開発の基礎となった植生盤
（土と肥料と種子を混ぜて固めたもの）による筋工やヘリコ
プターによる航空実播工を本格的に導入し、緑化技術の発展
にも貢献した。

こうした取り組みの結果、昭和 31 年には約 1 万 3000ha
あった荒廃地（うち激甚荒廃地 3155ha）のうち、民有林、
国有林合わせて 1448ha の緑が回復し、現在では、降雨後
に河川が濁ることがほとんど無くなるとともに、明治から大
正にかけて多数発生した土砂流出なども見られなくなってい
る。長期にわたる治山事業による緑の復元を後世に伝えるた

め林業遺産として選定された。負の遺産としての教訓的な意
味も兼ねていると思われる。

遠山森林鉄道の資料および道具類・遺構群

（No.28 平成 29 年度）

長野県飯田市の南東部に位置する遠山郷の遠山川沿いには
豊かな御料林が広がっていた。遠山森林鉄道は、これを伐採・
搬出するために帝室林野局木曽支局が昭和 19 年に敷設した
もので、戦後は国有林となり、昭和 43 年末に飯田営林署が
搬出事業を終えたが、民間事業者による運材が昭和 48 年ま
で続けられた。本州で最も遅くまで運行していた森林鉄道の
一つであり、地元では愛着を込めて「林鉄」と呼ばれている。

林鉄の基地で、貯木場があった木沢地区では平成 12 年の
小学校閉校を機に活性化推進協議会が発足し、木造校舎や跡
地に地域の資料や写真、思い出を展示している。森林鉄道の
資料や道具類は主たる展示物で、校舎２階の「林鉄資料館」
には 2000 分の１の線路図や写真、工具・電話機・標識など
道具類が展示され、地域がかつて林業で賑

にぎ

わっていたことを
思い出させてくれる。木造校舎から歩いてすぐのところにか
つての梨元貯木場跡地がある（写真２）。別の場所で朽ちか
けていた機関車 96 号と客車を有志が平成 11 年にここに運
び込んで整備を開始し、平成 23 年には「夢をつなごう遠山
森林鉄道の会」を発足させた。その後も客車や車庫を造り、
レールも 350m に延長し周遊コースにした。今後は植栽を
して森林公園にすることを目指している。

軌道跡は、起点の旧梨元貯木場より北又渡停車場跡まで約
10km がほぼ当時の線形のまま残されている。隧

ずい

道
どう

や橋
きょう

梁
りょう

の遺構も残っており、増水時に冠水してもよいという「沈下
橋」である「大野の橋」はなかでもきわめて珍しい。また、
随所に見られる
石積み擁壁が建
設当時の土木技
術を今に伝える。
保存活動が住民
主導で行われて
いる点も高く評
価されて選定さ
れた。

写真１　飯能市郷土館で林業の道具類を見学する大学生

写真２　「梨元ていしゃば」に展示されている客車
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林業遺産選定事業の概要

平成 25（2013）年度に開始された日本森林学会林業遺産
選定事業は、今年で７年目を迎えた。林業遺産選定事業とは、

「林業遺産選定内規」によれば、「日本各地における特徴的な
森林利用・林業発展の歴史を示す対象を林業遺産として認定
し、将来にわたって記憶・記録されるよう、対象の保護・管
理・認知・普及を支援するもの」で、林業遺産の選定対象は
下記のように多岐にわたっている。（1）林業景観（用材林、
防災林、薪炭林、特用林産物生産林等の森林の利用に関する
景観）、（2）林業発祥地（有名・独特な施業体系をもつ林業
の発祥地）、（3）林業記念地（記念植樹、旧係争地等の森林
利用に関するメルクマール的意味を持つ土地）、（4）林業跡

地（施業跡地、土場・炭焼き等の利用跡地）、（5）搬出関連
（森林軌道、林道、筏場、木馬道等。現存・跡地を含む）、（6）
建造物（林業発展の歴史を示す建造物。現存・跡地を含む）、

（7）技術体系（林産物加工技術、施業計画等）、（8）道具類（地
域の林業発展を特徴づけるまとまった道具類）、（9）資料群

（林業関連のまとまった古文書・近代資料、写真、映像等）。
１件の遺産が、たとえば「林業景観」と「資料群」など、複
数の項目で選定されることが多い。

これまでに、平成 25 年度 10 件、26 年度４件、27 年度２件、
28 年度７件、29 年度８件、 30 年度４件の計 35 件が選定さ
れた（表―１）。35 件のうち長野県に６件が集中している一
方で、東北地方は青森県の１件だけになっているが、徐々に
全国各地から遺産が選定されるようになってきている。以下、
著者が選定に関わったものからいくつかを紹介したい。

飯能の西川材関係用具（No. ６ 平成 25 年度）

西川林業は、近世・江戸時代にかけて武州西方の名栗川（入
間川上流）・高麗川を中心とする流域（現在の埼玉県西部地域）
に成立し、そこから産出される材木が西川材と呼ばれた。

飯能市郷土館には、植え付けから伐採、製材に至るまで、
西川材生産のほぼ全ての過程を網羅した道具類が、市民から
の寄贈を受けるかたちで保存・展示されている。コレクショ
ンは全部合わせて 448 点にもなる。大きく分類すると、苗
木を植えるのに用いた「トウグワ」などの育林用具（45 点）、

「ヨキ」や「ノコ」などの伐採用具（115 点）、杉皮を剥
む

く
ために使用した「カワマワシ」などの皮剥用具（56 点）、木
材を動かすための「トビ」や運搬のための「ソリ」などの
搬出用具（76 点）、筏

いかだ

製作に使用した「メドキリ」などの流
送用具（12 点）、角材に加工するための「ケズリヨキ」や材

東京農工大学大学院農学研究院　竹本太郎

林業遺産：
多様な森林・林業の歴史を後世に

表－１　これまでに選定された林業遺産
年度 No. 対象名 都道府県

2013

1 「太山の左知」をはじめとした興野家文書 栃木
2 旧木曾山林学校にかかわる林業教育資料ならびに演習林 長野
3 全国緑化行事発祥の地 茨城
4 木曾森林鉄道（遺産群） 長野
5 四国森林管理局保存の大正～昭和初期の林業関係写真 高知
6 飯能の西川材関係用具 埼玉
7 いの町の森林軌道跡 高知
8 東京大学樹芸研究所岩樟園クスノキ林 静岡
9 大学演習林発祥の地：浅間山（千葉県鴨川市） 千葉

10 猪名川上流域の里山（台場クヌギ林） 兵庫

2014

11 天然林施業実践の森「東京大学北海道演習林」 北海道
12 飫肥林業を代表する弁甲材生産の歴史 宮崎
13 吉野林業 奈良
14 越前オウレンの栽培技術 福井

2015 15 若狭地域に継承された 研磨炭の製炭技術 福井
16 若狭地域の里山における熊川葛の生産技術 福井

2016

17 伊豆半島の森林史に関する資料 静岡
18 小石原の行者杉 福岡
19 屋久島の林業集落跡及び森林軌道跡 鹿児島
20 蒸気機関車「雨宮 21 号」と武利意・上丸瀬布森林鉄道遺構群 北海道
21 初代保護林 白髪山天然ヒノキ林木遺伝資源保存林 高知
22 木曽式伐木運材図会 長野
23 足尾における治山事業による緑の復元 栃木

2017

24 矢部村における木馬道と木場作林業 福岡
25 我が国初の森林鉄道「津軽森林鉄道」遺構群及び関係資料群 青森
26 旧帝室林野局木曽支局庁舎および収蔵資料群 長野
27 日本近代砂防の祖・諸戸北郎博士の設計による渓間工事建造物群 愛知
28 遠山森林鉄道の資料および道具類・遺構群 長野
29 海部の樵木林業 徳島
30 進徳の森と中村弥六の関連資料群 長野
31 北山林業 京都

2018

32 十勝三股の林業集落跡地と森林景観 北海道
33 木地師文化発祥の地　東近江市小椋谷 滋賀
34 琉球王朝時代の多良間島の「抱護」と『林政八書』 沖縄
35 郡上林業の歴史と技術を伝承する資料・展示と社叢林 岐阜
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水害リスクを直視しない都市計画

早い話、都市計画で住宅地域として認めなければ、災害と
ならなかったわけだ。私の居住地域も、東海豪雨の被害のひ
どかった地域も、高度経済成長の 1960 年代以降、開発され
た地域だ。当時は１次産業から２次、３次産業へと労働力が
シフトし、都市部で住宅需要が爆発的に伸び、それまで低地
で人が住まず、田畑だった場所にも住宅開発が及んだ。そも
そも現在の都市計画法施行（1968 年）以前のことで規制が
甘かったのかもしれない。伊勢湾台風後、何千人も死者を出
す自然災害が阪神大震災（1995 年）まで起きなかった「安
定期」で、リスクの自覚も足りなかったのだろう。
そうした過去は今さら責めてもせんないこととしても、看
過できないのは、過去の都市計画が、水害後のいまもそのま
ま維持されていることだ。現場で見聞きするのは、災害後、
数年が過ぎれば、被害地域で住宅開発が再び始まることだ。
水害にみまわれたことで土地の価格が下がったり、浸水した
工場がつぶれ、まとまった土地が宅地に転用されたりして、
新住民が入ってくる。なるほど災害復旧工事で以前より堤防
などの安全度はある程度、上がっている。でも地域全体をか
さ上げすることは不可能だし、橋の付け替えを伴う堤防のか
さ上げは時間と労力がかかり、万全ではない。東海豪雨の被
災地の住民が怒った、水を隣の小さな県管理河川に流し込み、
その周辺地域を危険にさらす庄内川の「洗

あらい

堰
ぜき

」はいまも「健
在」だ。庄内川堤防を抜本的に拡幅、強化をしようにも下流
の東海道新幹線橋の付け替えは、巨額な費用と時間がかかり、
容易に手をつけられないのだ。
東海豪雨後、浸水想定地図のハザードマップを住民公開す
る動きが全国に広がった。情報公開で自衛
を促す意義は大きいが、開発を抑える効果
には疑問符がつく。土砂災害と違い、不動
産売買の際、浸水被害履歴を告知する義務
もない。名古屋市の場合、県管理河川の東
海豪雨決壊現場近くの地区の人口は豪雨当
時の 2000 年に比べ、2017 年は 15％増
の１万１千人。市平均の増加率６％の２倍
以上だ。
こうした現象は全国でみられる。山梨大

学の秦康範准教授の調査によると、2015 年の洪水の浸水想
定区域内の国勢調査人口は、1995 年より一貫して増えてい
た。全国で 149 万人増の 3539 万人だった。全都道府県で
世帯数が増えていた。古い市街地より開発がしやすく、住宅
価格が手頃なためらしい。

滋賀県の流域治水条例

こうした開発前のめり姿勢に一石を投じたのが、滋賀県が
2014 年に制定した「流域治水条例」だ。200 年に１度の大
雨で３㍍以上の浸水の恐れがある「浸水警戒区域」を指定。
住宅を新築、増改築する際は、地盤かさ上げ義務を課した。
マンションやアパートなど集合住宅の開発は原則禁止にし
た。地主や開発業者の抵抗は強く、大もめの末、県議会は可
決した。筆者は指定に先立って開かれる地域の住民集会を取
材した。治水事業の努力も紹介しながら、過去の水害を振り
返り、自衛のため、なるべく危険地域は避けて住み、どうし
ても建てる場合はかさ上げを促す、と県職員が趣旨を説明し
た。近年の異常気象を実感する住民は意外に前向きで、古老
の「伊勢湾台風の時はここまで水がきた」という昔話にうな
ずいていた。
同じような取り組みが都市部でもできないか。名古屋市の
都市計画の担当者にきくと、「市域の 93％が市街化区域であ
り、無理」「財産権を侵害する」と消極的だった。現在の都
市計画行政は、高さ規制の緩和などで開発マネーを呼び込む
手腕を競っており、開発規制の強化などとんでもない、とい
うことらしい。
だが、これから都市部でも人口減が本格化する。すでに私
の地域でも、新築の家の隣に、窓を閉め切った空き家が並ん

でいる。乱開発を止め、時
間をかけ、安全な地域に人
口を誘導することが、将来
の被害を減らし、しいては
復旧工事の費用も節減す
ることになるだろう。浸水
地域は、おおむね地盤も弱
く、地震の液状化リスクも
高い。抜本的な政策転換の
時が迫っている。過去の浸水被害について話し合う滋賀県野洲市の住民ら＝ 2015 年
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浸水被害の常習地帯

筆者は名古屋市の西隣の市に住んでいる。木曽三川が運ぶ
土砂でできた沖積平野だ。かつては地味豊かな稲作地帯で、
信長や秀吉の出世を支えたはずだが、農業不振のいま、耕作
放棄地が広がり、虫食い状に新興住宅が立ち並んでいる。
その海抜ゼロメートル地帯の悩みはたびたび水害に襲われ
ることだ。伊勢湾台風（1959 年）や長良川水害（1976 年）
の時も近くの県管理河川が増水し、一帯が水浸しになった。
近年の最も大きな水害は時間 100㍉を超す猛烈な雨が降っ
た東海豪雨（2000年）だった。愛知県中心に７万戸が浸水し、
筆者の地域もまた水浸しになった。
東海豪雨では、燃料供給ポンプが水没し、モーターが動か
なかった名古屋市の新設ポンプ場、国管理の庄内川堤防を守
るため、県管理の別の小さな川に濁流を流し込んだ河川管理

が被害住民の恨みの的になり、二つの住民訴訟が起こされた。
結果はともに、最高裁の大東水害判決（1984 年）を踏まえ、
河川はもともと危険で、河川改修には財政的、技術的制約が
あり、改修中の河川の被害では、行政の責任を一概に問えな
いとして、住民敗訴だった。
はじめは、都市近郊は下水道や道路の整備も遅れているう
え、都心部に比べ、堤防などインフラ整備も不備で、不公平
だと思った。だが、よくよく考えてみれば、低湿地帯を住宅
地域に認めたところから、災害リスクが発生している。津波
も台風も、そこに人がいなければ、災害は起きず、ただの自
然現象なのだ。危険地域に家を建てた個人の責任もあるだろ
うが、違法建築ならともかく、適法と認めておいて、それは
ないよ、と言いたくなる。

朝日新聞名古屋本社編集委員　伊藤智章

浸水地域の開発規制を
人口減社会を転機に

東海豪雨のときの浸水水位を示す愛知県の旧西枇杷島町の住民東海豪雨で堤防が決壊し、浸水被害を受けた愛知県の旧西枇杷島町＝ 2000 年９月
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あとがき

森林や環境の問題に関わってきた研究者とジャーナリストで構成する森林環境研究会

は、森林文化協会の専門委員会として年間の研究テーマを選び、その成果を年報という

形で発表している。今回の特集テーマ「暮らしの中の熱帯」の狙いは、「その 15　総括：

連載を通して学んだこと、今後の日常生活への活かし方」で責任編集者が述べた通りで

ある。また、トレンド・レビューでは、成長産業化の掛け声の下での新たな林業政策と

その財源、質が高い日本のガーデンをどう地域振興に活かすか、といった論考に加え、

浸水被害を踏まえた災害に強い地域づくり、多様な森林・林業の歴史を伝える林業遺産

の考え方を収録した。緑のデータ・テーブルには、2019 年に発表された産学官のプレ

スリリースから重要と思われるものをピックアップし、森林・環境問題をめぐる１年間

の動きをたどった。

この年報が、これまで以上に多くの方々に読まれ、森林文化協会が理念とする「山と

木と人の共生」に向けての歩みが少しでも進むことを願う。
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